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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある日の昼下がりのこと。

　俺は悠ゆう然ぜんと、街を歩いていた。

　そんな俺の姿を見て、道行く街の人々が皆、尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。

「おい、見ろよ。ダグラスさんだぜ」

「さすが、Ａランク冒険者は違うよな。風格があるよ」

「格好いいわよね、ダグラスさん。体が大きくて、頼りがいもありそう。一度でいいからあんな人に抱かれてみたいわ」

「バカね、あんたなんかじゃ無理よ。ほら、ダグラスさんが連れている女の子たちを見なさい。とんでもない美少女揃ぞろいよ」

　俺はそうした人々の声を気分よく聞き流しながら、道の真ん中を堂々と闊かつ歩ぽしていく。

　そんな俺に付き従うのは、三人の愛らしい少女たちだ。

「にゃーっ、ダグラス。今夜はミィナを抱いてくれるにゃよね？」

「何を勘違いしているんですか、この駄猫は。今夜は私が、ダグラス様に抱いていただくんです」

「えーっ、違うよ。今夜はボクの番。そうだよね、ダグラス？」

　一人は猫耳と尻尾しつぽと八や重え歯ばがかわいらしい、獣人族の少女。

　一人は輝くような銀髪を持った、賢者の少女。

　一人は黒髪をポニーテールにした、剣士の少女。

　俺はそんな三人の少女たちに、笑って答える。

「そんなことで喧けん嘩かをするなよ。今夜は三人ともまとめて抱いてやるさ」

「「「わーい！」」」

　歓喜の声を上げて、俺に抱きついてくる少女たち。

　まったく、かわいいやつらだ。

　だがそんな夢のような風景が、徐々に暗い霧に覆おおわれていく。

　やがて視界が真っ暗闇に染まって──




　ちゅんちゅん、ちゅんちゅん。

　小鳥の鳴き声が聞こえる。

　俺はベッドの上で、目を覚ました。

　狭い安宿の一室。

　薄暗い部屋の中には、木窓のすき間から朝日が差し込んでいる。

　当然、部屋には俺一人である。

　ベッドの隣に寝ている絶世の美少女など、いるわけもない。

「……はあ。なんつーみっともない夢を見ているんだ、俺は……」

　ベッドの上で身を起こし、俺は大きくため息をついた。

　俺は冒険者ダグラス、四十歳。

　聞こえの良い言い方をすると、稼業を始めて二十五年のベテラン冒険者である。

　だがその実態は、「Ｅランク冒険者」という絵に描かいたような凡ぼん夫ぷだ。

　最低ランクのＦでこそないものの、ここ二十年はずっとＥランクから動けていない。

　それがよりにもよって、Ａランクとは。

　夢だからって、ずいぶんと図ずう々ずうしい妄想を思い描いたものだ。

　そんなランクは文字通り、夢のまた夢。

　天てん賦ぷの才能に恵まれた者だけがたどり着ける、世界的英雄の格──それがＡランク。

　俺はベッドから下りて、部屋の木窓を開ける。

　すがすがしい朝日とともに、秋の気持ちのいい風が吹き込んできた。

　俺は両手で、自分の両の頰ほおをぱちんと叩たたく。

「さ、バカなことばっか考えてねぇで、今日もやることをやるか」

　俺は訓練用の動きやすい衣服に着替えると、井戸から汲くんだ水で顔を洗ってから、日課の早朝トレーニングを開始した。
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　その日の夕刻、酒場でのことだ。

「なあ、ダグラスのおっさん。あんたもう邪魔なんだわ。うちのパーティから出ていってくれよ」

　二年ほどともに仕事をした、冒険者仲間の青年からそう告げられた。

　俺は動揺を顔に出さないようにしながら、青年に問い返す。

「待て、理由を聞かせてくれ」

「はあ？　理由もクソもあるかよ。実力も伸びしろもないあんたにこれ以上パーティに居座られたら、迷惑だって言ってんだよ。いちいち言わなくたって分かるだろ？」

「そうか……」

　俺は小さくため息をついた。

　この剣士の青年が言うことは、決して間違いではない。

　彼には剣士として才能があり、冒険者を始めてからの二年間で、メキメキと実力を伸ばしてきていた。

　パーティを組んですぐの頃はまだヒヨッコだったから、ベテラン冒険者である俺がいろいろとサポートしてやったものだが、その実力差も今では見事に逆転している。

　俺も冒険者を目指し始めてからのおよそ三十年間、最低限の努力は欠かしていないつもりだが、生まれついての才能の差ばかりはいかんともしがたい。

　そう──俺は凡人であり、この剣士の青年は天才なのだ。

「アデラ、シェリル。お前たちも同じ考えか？」

　俺は剣士の青年の後ろに侍はべるように立つ、二人の若い女性冒険者にも声をかける。

　片や神官、片や魔法使い。どちらもかなりの美び貌ぼうの持ち主だ。

　この二人もまた、冒険者としてヒヨッコの頃から俺が面倒を見て育ててやったメンバーなのだが、今や彼女らも俺と互角か、それ以上の実力を持っている。

　つまり彼女らもまた、才能の塊かたまりなわけだが──

「はい、ルーク様の言うとおりです。ダグラスさん、あなたのような人が私たちのパーティに居続けようとすること、ご自分で図々しいとは思わないのですか？」

「本当よね。一緒にパーティを組んでやってきたよしみで、これまで言わないでおいてあげたけど、もう我慢できないわ。ダグラスさん──いいえ、ダグラス。これ以上、私たちに寄生して利益を得ようとするのはやめてちょうだい。私たちのパーティから早く出ていって」

　などと、なんとも好き勝手なことを言ってくれた。

　彼女らがヒヨッコの頃に何度も失敗して、そのたびに俺に命を救われたことなどは、もはや完全にノーカウントのようだ。

　まあそんなことを恩に着せるつもりもないから、それはいいのだが──それにしてももうちょっと、言い方ってものがあると思うんだがな。

　ちなみにこの二人、剣士の青年ルークと今では恋仲のようで、冒険の最中も休日も、夜には毎日のようにとっかえひっかえギシギシアンアンやっている。

　成人男女の付き合いだしどうこう言う話でもないが、こんな歳としまで浮いた話一つない俺にしてみれば、なんとも羨うらやましい限りだ。

　結局のところ、世の中は顔の良さと才能、それに若さということだろう。

　今の俺には、どれも持ち合わせがない。

　対してこの三人は、そのすべてを持っている。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌う英雄物語の主人公には、こういうやつらこそがふさわしいのだろう。

「分かった。そうまで言われてパーティに居残る理由もない。これまで邪魔をしたな」

　俺はそう言い残して、支払いの銀貨をテーブルに置くと、酒場から立ち去った。
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　それから数日後。

　早朝、俺が三十分のランニングと五百回の斧おのの素振り、その他の筋力トレーニングなどを終えて宿に戻ってきたときのことだ。

　宿の入り口の前に、三人の冒険者らしき人物が待っていた。

「おはようございます、ダグラスさん。聞きましたよ。若者たちに振られたそうですね。心中お察ししますよ」

　そう声をかけてきたのは、神官衣をまとった三十歳ほどの男だった。

　彼の後ろには、同年代の魔法使い姿の男と、それよりもかなり若いシーフ姿の獣人の少女がいた。

　俺は顔をしかめつつ答える。

「ったく、誰が言いふらして回っているんだかな。それで何の用だ。わざわざ俺を嘲あざけりに来たわけじゃないだろうな」

「そんな、とんでもない。いえね、私たちのパーティも先日、冒険の最中に戦士が命を落としてしまいまして。彼の代わりになる戦士を探しているところなんですよ」

「それで俺に声を掛けに来たってわけか」

「ええ。ダグラスさんもそろそろ、懐ふところ具ぐ合あいが心こころ許もとなくなってきている頃かと思いまして」

「……まあな、図星だ」

　俺は宿の裏手まで水を一杯もらいにいくと、その場で飲み干す。

　それから宿の前に戻ってきて、神官衣の男に返事をした。

「分かった。ひとまず仮でパーティに参加しよう。だが正式にお前らと組むかどうかは、ひと仕事をこなしてから判断する。それでいいか？」

「ええ、構いません。ふふふ、良い関係を築けることを願っていますよ」

　俺はその神官の笑い方を見て、嫌な顔だなと感じていた。

　実のところ、この神官と魔法使いの二人には、俺は少し覚えがあった。

　俺自身は直接パーティを組んだことはないが、あまり評判の良くない連中なのだ。

　シーフ姿の獣人の少女に関しては、新入りなのか覚えがないが……。

　いや、彼女のこともどこかで見たような気もするのだが、どこで見たのか思い浮かばない。多分、気のせいだろう。

　いずれにせよ、評判の悪い二人がいる以上、普段ならばあまり関わり合いになりたくないパーティだ。

　だが神官の男が言った通り、俺の懐具合も厳しくなってきており、どこかの冒険者パーティに参加して稼がないといけない状況であることも事実だ。

　評判を鵜う吞のみにするのも良くないし、贅ぜい沢たくも言っていられない。

　そういった事情を勘案して、俺は誘いを受けることに決めた。

　一度同じパーティで一緒に仕事をしてみて、合わなければ別れればいいだろう。

　このときの俺は、そう考えていたのだが──
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　後日、俺は新たに仲間となった三人の冒険者たちとともに、最初の仕事として古代遺跡の探索を行うことになった。

　今よりもはるかに優れた魔法文明が発達していたとされる、古代文明。

　その時代に造られた建築物が、現代に遺跡として発掘されたものが古代遺跡だ。

　これらの遺跡は危険度こそ高いが、運が良ければ一生遊んで暮らせるほどの莫ばく大だいな財宝が手に入ることもあるという、一いつ獲かく千せん金きんのダンジョンである。

　俺たちは襲い掛かってくる魔法生物を打ち倒し、危険な罠わなをかいくぐりながら、どうにか探索を進めていった。

　だがその冒険中、俺は神官と魔法使いの男には、あまり良い印象を持たなかった。

　神官は鎖くさりかたびらとメイスで武装しているにもかかわらず、前衛に出て戦うことを嫌ったし、神聖魔法の能力も十分とは言えなかった。

　魔法使いは必要なときにも魔法を出だし渋しぶってパーティを危機に陥おとしいれるわりに、自分の身に危険が及びそうなときだけは惜しみなく魔法を使うし、実力もこれまた人並み以下。

　俺はせめて姿勢だけでもと、途中で二人に苦言を呈ていしたが、彼らは態度をあらためようとはしなかった。

　それどころか、舌打ちをして俺を睨にらみつけてくる始末。

　はっきり言って、背中を預ける仲間としては、まったく信頼できない連中だった。

　しかし一方で、シーフである獣人族の少女だけは好印象だった。

　彼女は普段はお気楽な性格で、あまり真ま面じ目めそうな素振りは見せない。

　だがいざシーフの仕事となればそつなく堅実で丁寧な仕事を行ったし、自分の役割に対する姿勢も申し分なかった。

　俺は獣人族の少女ミィナ──彼女は人間に似た容姿だが、猫の耳や尻尾を持つという猫耳族だ──の仕事には信頼を寄せたし、ミィナのほうも俺に信を置いてくれているように見えた。

　道中に少しだが、彼女と他愛のない会話もした。

　ほかの二人は信用ならないが、この娘だけは仲間として信頼できるなと感じていた。

　ところがそんな折に、事件が起きた。

　遺跡の探索を進めていって、とある部屋に入ったときだ。

　部屋の中ほどまで進んだときに、ギィィッと音を立てて、入り口の重厚な鉄てつ扉ぴがひとりでに閉まったのだ。

　真っ先に慌てたのはミィナだった。

「にゃっ……!?　──しまった、罠にゃ！」

「なっ……!?　何をしていたんですミィナ！　罠を見つけるのはあなたの仕事でしょう！　何のためにあなたがいると思っているんです！」

「ご、ごめんにゃさい！　でもこの遺跡の全部の罠を、一個のミスもなしに見つけるのは、どんな腕利きのシーフでも無理にゃよ！　いくつかはどうしたって漏れるにゃ！」

「言い訳は許しませんよ！　どうするんですかこの事態を！　この役立たずの獣人が！」

「おいおいおい、どうやら言い争いをしている場合じゃねぇぞ……！」

　俺はミィナと神官、二人のやり取りを遮さえぎって、前方を指さす。

　俺たちが退路を断たれた部屋の奥には、細い通路が続いていたのだが──

　その通路の奥の暗闇で、六つの目がギラリと光ったのだ。

　やがて一体の大型魔獣が、通路の奥から悠然と姿を現す。

　ライオンと山や羊ぎとドラゴンの首を同時に持ち、ライオンの前半身、山羊の後半身、ドラゴンの翼を備えたモンスター。

　それを見た神官と魔法使いが、さらなる狼ろう狽ばいを見せる。

「なっ……キ、キマイラ!?　Ｂランクのモンスターですよ!?　私たちが束になっても、敵かなう相手では……！」

「じょ、冗談じゃないぞ！　──おい獣人、どう責任を取ってくれるんだ！」

「そうですよミィナ！　あなたがこの事態の責任を取るべきです！」

「そ、そんなことミィナに言われたって、どうしようも……！」

　神官と魔法使いが、ギャーギャーとミィナを責め立てる。

　ミィナはなんだかんだで責任を感じているのか、泣きそうな声を返していた。

　確かに、罠に引っ掛かったのはシーフであるミィナの落ち度はあるだろうが、それを今責め立てても仕方がない。

　俺は一つ舌打ちをしてから、荷物一式が入った背負い袋を下ろして身軽になる。

　そして斧を手にキマイラを迎え撃つ姿勢を取りつつ、仲間たちに指示を出した。

「俺が少しの間、前衛で食い止める！　ミィナはその間に、扉を開ける方法がないか何とか探し出してくれ！　残り二人は俺の援護だ！　魔法を全部使い切ってでも、この場を切り抜けるぞ！」

「う、うん！　分かったにゃ、ダグラス！」

　ミィナは素直に、俺の指示に従ってくれた。

　だが──

「ちょっとダグラスさん！　勝手な指示を出さないでもらえますかね！」

「そ、そうだそうだ！　おおお、俺の魔法の使い方は、俺が決めるんだからな！」

　残りの二人が無駄に反発する。

　くそっ、こいつらこんなときにまで……！

「だったらもっといい代案を出せ！　そんなものがあるならな！」

「「くっ……！」」

　俺の言葉に、声を詰まらせる神官と魔法使い。

　まったく、実力がないのは仕方ないにせよ、当たり前のことは当たり前にやってくれよ頼むから。

　だが俺にはそれ以上、そいつらに構っている余裕もなかった。

　部屋の奥からゆっくりと歩み寄ってきていた魔獣が、ついにこちらに向かって駆け寄ってきたのだ。

「──ガルゥウウウウウッ！」

「チッ……！」

　俺は愛用のバトルアックスを手に、魔獣の動きを注意深く見極める。

　すると魔獣は、ある程度まで近付いてきたところで──

　──ゴォオオオオオオッ！

　三つの首のうちの一つ、ドラゴンの口が、灼しやく熱ねつの炎を放ってきた。

「そう来るとは思ってたけどよ……！」

　俺は正面から迫りくる炎を回避するため、ありったけの脚力で横に跳んだ。

　だがそれでも、完全な回避には及ばない。

　舐なめるように掃そう射しやされたおそるべき魔ま炎えんが、俺の左肩から左腕にかけてを焼いた。

「ぐぅううううっ……！」

　ダメージは甚大で、左腕は麻ま痺ひして言うことを聞かなくなった。

　火傷やけど具合なんて確認したくもない。焼き尽くされたりはしていないが、まともな状態であろうはずもない。

　俺は両手で支えていた戦せん斧ぷを、右手一本に持ち変える。

「い、今あなたに倒れられては困ります！　──ヒール！」

　神官が俺に治癒魔法をかけてきた。

　少しだけ、左半身のダメージが治癒された感覚があった。

　負った火傷を全治するにはまるで足りないが、ちゃんと仕事をしてくれるだけでもありがたい。

「く、来るなぁっ！　──ファイアボルト！」

　魔法使いもまた、炎の魔法を放った。

　一条の火炎弾が魔獣に直撃する。

　だがその炎は、キマイラが放ってきた炎の吐息の威力には遠く及ばない上、魔獣が持つ闘気の膜によって大きく威力が削そがれ、ろくなダメージを与えられなかったようだ。

　魔獣はまるで怯ひるんだ様子もない。

　突進する足を緩めず、襲い掛かってくる。

「──ガルゥウウウウッ！」

「くそっ……！」

　大型獣の飛び掛かり攻撃を、俺は再び横に跳んで、今度はかろうじて回避に成功した。

　いや、本当は魔獣の前まえ肢あしの爪が、俺の右脚のふくらはぎを浅く引き裂いていたのだが、たいした怪け我がじゃない。

「バケモノが！　──食らいやがれぇえええっ！」

　俺は体勢を無理やり立て直すと、右腕一本でバトルアックスを振り下ろす。

　それはドラゴンの首と、ライオンの首の間の付け根に命中。

　だが──

「くそっ、硬かってぇ……！」

　俺はすぐに斧を引き抜く。斧を振り下ろした俺の右腕は、ジンジンと痺しびれていた。

　俺が渾こん身しんの力を込めて振り下ろした斧の刃は、わずかに指一本分ほども、キマイラの体に食い込まなかったのだ。

　これは獣皮の防御力もあるが、何よりも「闘気」の影響力が大きいのだろう。

　強大な力を持ったモンスターは「闘気」と呼ばれる力を身にまとい、その戦闘力を高めているという。

　その力は防御力ばかりでなく、攻撃力や敏びん捷しよう性せいにまで及ぶ。

　人間の戦士も闘気は扱うのだが、俺のような凡人では体内に宿す闘気の量は極めて微量で、そのコントロールも下手くそだ。キマイラと互角に渡り合えるような練度の闘気は、到底持ち合わせていない。

　才能のある戦士は、この闘気の潜在量と扱いの巧うまさがズバ抜けていると言われる。

　人間離れした戦闘能力を得ることができるのは、闘気の扱いに長たけたやつだけだ。

　俺はどれだけ訓練しても、この能力がろくすっぽ伸びなかった。

　どれだけ体を鍛えようが、経験を積もうが、どこまでいっても凡人は凡人だ。

　だから凡人は凡人なりに、凡人にできることをするしかないのだが──

「ぐあっ……！」

　俺は次の瞬間、魔獣にのしかかられ、地面に押し倒されていた。

　斧の一撃で思いのほかダメージを与えられなかったことに加えて、驚くほどの敏捷性で再度飛び掛かってこられて、とても対応できなかった。

「──ガゥウウウウッ！　グルァアアアアッ！」

「くそっ……！　そう簡単に殺されて、たまるかよ……！」

　俺は右腕と斧と脚とを動く限りに駆く使しして、三つ首で次々嚙かみついてこようとする魔獣をどうにか牽けん制せいする。

　一瞬でも、わずかでも気を抜けば、顔面や首筋の肉を食いちぎられてお終しまいだ。

　俺は魔獣に殺されまいと、懸命に抵抗していた。

　──そんなときだ。

「み、見つけたにゃ！　これをこうやれば──ほら、開いたにゃ！」

　ギィイイイッ……！

　獣人の少女の歓喜の声に続いて、部屋の入り口の扉が開く音が聞こえてきた。

　ミィナがうまくやって、脱出路の確保に成功したようだ。

　あとはどうにかして、この俺にのしかかっている魔獣をやり過ごして逃げるだけだ。

「──うぉおおおおおおっ！」

　火事場のバカ力というのは、こういうもののことを言うのだろう。

　俺は全身の筋肉がちぎれるかと思うほどのパワーを発はつ揮きして、自分にのしかかっていた巨獣を押しのけることに成功した。

　俺はなおも死に物狂いの力で立ち上がり、部屋の入り口の方へと向かおうとして──

　そのとき、信じられないものを見た。

「な、なんで扉を閉めるにゃ!?　まだダグラスが中にいるにゃ！」

「うるさいですよ獣人！　彼はもうダメです！　彼を待っていたら、私たちまであの魔獣に食われてしまいます！　アーロン、その獣人を取り押さえておいてください！」

「分かった！　おい、おとなしくしろ獣人が！」

「な、何をするにゃ、放せにゃ！　──ダグラスーッ！」

　ギィイイイイッ……ズゴォン！

　扉は神官の手で、再び閉じられてしまった。

　それを止めようとしていたらしきミィナは、魔法使いによって羽は交がい絞じめにされていたのが最後に見えた。

　俺は慌てて扉に駆け寄ったが、押しても引いてもびくともしない。

　この扉の向こう側にも扉を開く仕掛けがあって、それを操作しないと開かない仕組みになっているのだ。

　この部屋のどこかにも、ミィナが操作して扉を開いた仕掛けはあるはずだが──

「おい、ミィナ！　この扉、どこを操作すれば開く！」

「ダグラス！　その扉の、んむぅーっ!?」

「獣人！　教えるのではありません、黙っていなさい！」

「──んんぅうううううっ！　──んむぅううううっ！！！」

　扉の向こうのミィナに聞こうとしたが、神官か魔法使いがミィナの口を塞ふさいだようだ。

　あいつら、どこまで腐ってやがる……！

　そのとき──

「チッ──！」

「──ガルゥウウウウッ！」

　俺はぞくっとした危機感を覚え、半ば反射的に、扉の前から横っ飛びに跳んでいた。

　一瞬前まで俺がいた場所を、おそるべき炎が焼く。

　鉄の扉は魔獣の炎を受けても溶けたりはしなかったが、俺があれの直撃を食らっていたら命はなかっただろう。

「くそっ！　テメェら、化けて出てやるからな！」

　俺は扉のほうに向かって叫んでから、その場から走り始める。

　こうなったらもう一つの可能性にかけるしかない。

　目指すはこの部屋の奥の通路だ。

「はははっ！　ダグラスさん、いずれ地獄で会いましょう！」

「んむぅうううっ！　んぅうううっ……！」

　神官の声と、口を塞がれているのであろうミィナの声が、扉の向こうで遠ざかっていった。

　あの神官の野郎、自分が地獄に落ちると分かっていやがるあたりタチが悪わりいなおい。

　だが俺はそう簡単に、地獄に落ちたくはない。

　死に物狂いで魔獣から逃にげ惑まどいながら、奥の通路を目指した。

　もちろん、それで助かる見込みなどない。

　ただただ生き永らえたい、何か生きる道があるのではないかという一いち縷るの望みだけを頼りに、俺は走り続けた。

　二度か三度ほどの奇跡が起こって、俺はそのたびに魔獣の攻撃をやり過ごし、とうとう部屋を出て、奥の通路を走り始める。

　魔獣はそれでも追いかけてくる。

　部屋を出たら追いかけてこなくなるなんて、淡い望みも消え去った。

　走る、走る、走る。

　俺はみっともなく、何度も転びそうになりながらも、死に物狂いで走った。

　俺はもともと足が速い方ではないし、四足獣であるキマイラは当然ながら足が速い。

　一本道だ、すぐに追いつかれる。

　そして振り向いて攻撃を仕掛けようにも、斧はいつの間にか俺の手元にはない。

　一体どこで放り捨てたんだったか。

　いずれにせよ、奇跡ももう品切れってことか。

　俺の往生際の悪さも、これまでらしい。

　そう思ったとき──

「うぉおっ……!?　お、落とし穴だとぉ!?」

　踏んだり蹴けったりとはこのことだ。

　足元でカチッと音がしたかと思うと、床がパカッと開いて、俺はその下へと真っ逆さまに落ちていった。

「痛っつぅ……」

　結構な高さを落ちた気がするが、どういうわけかたいした落下ダメージはなかった。

　途中から滑り台スロープになっていた気もするが、まあどうでもいいことだ。

　真っ暗闇の中で、俺はよろりと立ち上がる。

「どうすんだよこれ……。どうやらキマイラは下りてこないみたいだが……」

　助かったのか、そうでないのか。

　何しろ周りが真っ暗闇で何も見えないし、分からない。

　元いた遺跡の一階では、魔法的な仕掛けによって、通路や部屋そのものに照明が確保されていたのだが。

　灯あかりをつけようにも、探索道具一式その他もろもろを詰めた背負い袋は、キマイラと遭遇した部屋に置いてきてしまった。

　だが、そのとき──

　ボッ、ボッ、ボッ、ボッ……！

　壁掛けのランプに、次々と炎が灯ともった。

　俺がいる場所はどうやら石造りの通路のようで、前方へとまっすぐに続いている。

　手前から順番に炎が灯ったランプは、通路の壁に等間隔に設置されていた。

　その通路を、俺はふらふらと歩いていく。

　俺の意志で動いているのか、そうでないのかも、今の俺にはよく分からなかった。

　やがて通路は、ひとつの小部屋へとたどり着く。

　その小部屋の中央には石の台座があり──

　そこには、淡い輝きを放つ両刃のバトルアックスが、斜めに突き立っていた。

　そう、突き立っているのだ。

　斧の刃を石の台座に叩きつけたら、そのまま台座に食い込んで抜けなくなってしまったというように。

　俺はその姿を見て、「聖剣」という言葉を思い浮かべていた。

　封印の大地に突き刺さった聖剣を引き抜いた者が、勇者となる。

　そんなありきたりな英雄物語は、古今東西、枚まい挙きよにいとまがないほどだ。

　だが突き立っているのが斧だったという話は、寡か聞ぶんにして知らない。

　勇者の剣が「聖剣」だというなら、これはさしずめ「聖せい斧ふ」だろうか。

　そう呼びたくなるような印象が、その斧にはあった。

　俺は斧まで歩み寄っていって、柄をつかむ。

　罠だとか何とか、そういう考えはまったくなかった。

　というか、そんな些さ事じを気にかけていられる状況ではなかった。

　左半身の火傷がひどい。このまま何もしなくても、俺は死ぬだろう。

　まして武器一つ持たずに、生きてこの遺跡から出られる気はまったくしない。

　もう何でもいいから縋すがってやる──俺はそういう気持ちで、台座から斧を引き抜いた。

　斧は思いのほかあっさりと抜けた。

　まるで俺に引き抜かれるのを待っていたかのように。

　そして、斧を手に取った俺は──

「なっ……!?　力が、あふれてくる……！」

　力の奔流が、斧から俺の体の中に入り込んできた。

　危険なものではないと直感する。
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　それどころか──

「治癒能力……!?　火傷が治っていく……」

　その斧を手にしたときから、ゆっくりとだが、左半身の火傷が治癒されていくのを感じていた。

　手にしているだけで傷を癒してくれる武器など、古代遺跡から発掘される魔法の武器にしても、滅めつ多たにありはしないだろう。

　そして──声が聞こえた。

『戦士ダグラス、おぬしをわが主と認めよう。わが力で、おぬしの才覚レアリテイを★から★★★★★へと引き上げた。もはやおぬしは凡夫ではない。人類最高の才覚レアリテイを持った英傑であるぞ』

　それは頭の中に直接すべり込んでくるような、思念による声だった。





　　　　＊＊＊






「お、おい、待て待て。俺に話しかけてきているお前は、この斧なのか？」

『いかにも。我は知性ある斧インテリジエンスアツクス、聖斧ロンバルディア。親しみを込めて「ロンちゃん」と呼んでくれても構わぬぞ』

「お、おう……？　そ、そうか」

　荘そう厳ごんな響きの思念の声が、親しみを求めてきた。

　俺の中にあったシリアスな空気が、一瞬でどこかに消し飛んだ。

　──それにしても。

「……聖斧ロンバルディア、おそるべき力を持った武器だな。こんなもの、俺みたいな凡人が手に入れてしまっていいのか……？」

　おそらくは伝説級レジエンダリークラスの──いや、ひょっとすると神話級ミソロジークラスの魔力を持った武器かもしれない。

　世界の危機を救うために必要になる武器とか、そういった感じのとてつもないアイテムなのではないだろうか。

　だとするなら、俺のようなどこにでもいる十じつ把ぱ一ひと絡からげの平凡な冒険者ではなく、もっと才能と力を持った英雄が手にするべきで──

　などと考えていると、聖斧から思念会話で、大きなため息が聞こえてきた。

『はああぁぁぁっ……。おぬし、根っからの小市民じゃのう。──言っておくがの、いまさら我を余人に売り払ったりしても、我の真の力はおぬしにしか顕けん現げんせんぞ。もはやおぬし以外の者が手に取っても、我はただの頑丈な斧にすぎん』

「は……？　え、マジか」

『マジもマジ、大マジじゃ。さっき言ったじゃろう、我はおぬしを主と認めたと。もはや我の真の力を発揮できるのは、この世でおぬしただ一人じゃ。主を変えることも叶かなわんし、これはおぬしが死んだところで変わりはせん』

「噓だろ……責任重大じゃねぇか」

　俺はがっくりとうなだれる。

　どうするんだよ、俺なんかがこんなとんでもないものを手に入れちまって。

　だが今度は、斧は思念で高らかに笑う。

『カカカッ。おぬし、小市民な上に無駄に責任感が強いの。我の力を悪用しようとか、考えもしないようじゃな』

「あー……。まあ、そりゃあな」

『ま、我もそのあたりの資質は見て、おぬしを主と認めたんじゃがな。それにしても、まさかここまで無欲だとは思わなんだわ。おぬしも男なら、わが力を使って成り上がり、金も地位も女も思いのままにしたいなどとは思わんのか？』

「……お前、自分で聖斧とか名乗ったが、実は邪悪な斧なんじゃねぇのか？」

　使い手を誘惑してくる知性ある武器インテリジエンスウエポンとか、明らかにヤバいやつだろ。

　だがそれにも、聖斧ロンバルディアは笑って返してくる。

『カカカッ、邪悪ときたか。人の欲の形が邪悪か。まああながち大外れでもないといったところじゃろうが──おぬし、ちょっと待っておれ。ひとつ我が化身になった姿を見せてやろう』

「化身……？　って、なんだ!?」

　聖斧ロンバルディアが、まばゆい光を放つ。

　光り輝く斧のシルエットは、やがてぐにゃりと形を変えて、人型になった。

　光がやむと──

　そこにはなんと、全裸の少女が立っていた。

　褐色肌の少女で、黒髪黒目。背は低く、俺の胸ぐらいまでしかない。

　少女は俺をからかうように、あどけない笑顔でにこっと笑いかけてくる。

「どうじゃ、わが主よ。これが我の化身としての姿じゃ」

　思念会話ではなく、口を動かして普通に喋しやべってくる。

　これまたあどけない、少女の声だ。

「お前、聖斧ロンバルディアなのか……!?　──ていうか、服を着ろ服を！　どこかにないのか！」

　俺は少女の姿が視界に入らないように、後ろを向く。

　だがそれを見た少女の、楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

「くくくっ、初う心ぶじゃのう。というかおぬしのような歳で、その反応はどうなんじゃ？　女おな子ごと付つき合おうたことがないのか。であれば、娼館で女を買ったことは？」

「うるせぇな、ねぇよ。悪かったな。笑いたければ笑え」

「いや、普通の女子なら幻滅するところじゃろうが、あいにく我はおぬしの十倍は長く生きておる。むしろ気に入ったぞ？　……なんならこの姿の我が、筆おろしをしてやってもいい気分じゃ」

　少女──聖斧ロンバルディアが、俺の背後から妖よう艶えんに抱きついてくる。

　一いつ糸しまとわぬ姿で、だ。

「──っ！　──お、お前はだから、どこが聖斧なんだ！　離れろ！　というか斧の姿に戻れ！」

「別に男女のまぐわいは、邪悪ではあるまい？　──しかし、からかいすぎておぬしに嫌われるのも、我の本意ではない。このぐらいにしておこう」

　少女が俺から離れると、背後で先ほどと同じようにまばゆい光が起こった。

　振り向けば少女の姿はなく、台座に立てかけるような形で聖斧ロンバルディアが横たわっていた。

「ったく……」

　俺はあらためて、聖斧ロンバルディアを手に取る。

　相変わらず、しっくりと手に馴な染じむ斧だ。

　ロンバルディアは再び、思念で俺に語り掛けてくる。

『ともあれ、我の力はおぬしのものじゃ、好きに使え。邪悪な目的に使うのでなければ、我は滅多にへそを曲げたりはせん。ほれ、我の力でおぬしの負傷もすべて治っておるじゃろう？』

「あ……そういえば」

　左肩の火傷はいつの間にか完全に治癒されていた。

　その他の細かな怪我もまた、傷ひとつ残らず癒されている。

『今のところ、我がおぬしに与えられるスキルは、既すでに与えた【才さい覚かく覚かく醒せい】と【治癒能力】の二つだけじゃ。それ以外のスキルは、おぬしが我とともに戦いをくぐり抜けてゆくにつれて、新たに獲得していくじゃろう』

「ってことは、これ以上まだ何かあるのかよ……」

『くくくっ、我の力を甘く見るなよ。そんじょそこらの力ある魔剣や魔ま槍そうでは、我の足元にも及ばぬわ』

　俺はつくづく、とんでもない武器を手に入れてしまったらしい。

　が、それはいいとして──

「問題は、ここからどうやって出るかだな……」

　俺はここにきて、現実の問題に直面する。

　この場所には、落とし穴に落ちてきたのだ。

　かなりの高さの落下だったし、物理的に登っていくのはおそらく不可能だろう。

　どんなにすごい斧の力を手に入れたとて、この場所で水も食料もなく野たれ死んだのでは意味がない。

　そう思っていたのだが、これに関してはすぐに正解が見つかった。

　ロンバルディアが突き立っていた小部屋の壁を調べていったら、ある部分を触った時に壁が反応し、隠し扉が開いたのだ。

　その先には、上りの階段が続いていた。俺はその階段を上っていった。

　階段を上り切ると、まっすぐに通路が続く。

　その通路を進んでいくと、見覚えのある場所に出た。

　足元に落とし穴がある場所だ。

　あのときはがむしゃらに走っていたとはいえ、印象が強かったので覚えていた。

　靴先でその部分の床をつつくと、先刻と同じようにカパッと落し穴が開き、しばらく待つと床は戻って元通りになる。

「落とし穴の範囲は、だいたい三メートルってところか。跳び越えられるか……？」

　俺が今いる場所は、魔獣キマイラと遭遇した部屋の側から見ると、落とし穴の向こう側の位置になる。

　つまりこの落とし穴のある床をどうにかやり過ごして向こう側へ行かないと、この遺跡から出ることはできない。

　今ならば重い荷物もないし、助走をつけてうまく跳べば、落とし穴の範囲を跳び越えて向こう側に届かなくはないかとは思うが……だがそれも、うまく跳べばの話だ。

　ちょっとしたミスで、再び落とし穴の下に真っ逆さま。再度落ちても命に別状はないだろうとはいえ、堂々巡りをさせられるのは、あまり嬉しい話ではない。

　だがそのとき、俺が手にしていた聖斧ロンバルディアが、こんなことを言ってきた。

『高々三メートルを跳び越えるぐらいなら、そんなに緊張することもないと思うがの』

「いや、そうは言うがな。斧使いの俺は、剣士やシーフのように身軽じゃないんだ。それに闘気で身体能力を爆発的に高められるような英雄でもない。凡人にはこんなのでも、わりとしんどいんだよ」

　俺がそう答えると、ロンバルディアは呆あきれたような思念を返してきた。

『あのな、おぬし。我の話を聞いとったか？　我はおぬしの才覚レアリテイを、人類最高ランクの★★★★★まで高めたと言ったじゃろ。今のおぬしは、おぬしが言うところの「英雄」に値する力を持っておる。凡夫などではないわ』

　ああ、そういえば、そんなことも言っていたような。

「いや、レアリティとは何だっていうところから、俺には分からないんだが。なんとなく才能を表す言葉なんだろうというのは分かるが、ホシゴとか何とか言われてもさっぱり分からん」

『ま、その辺はあまり気にせんでいい。とにかく今のおぬしは、我を手にする前のおぬしとは違うということじゃ。最初に我を手にしたとき、おぬしの体に力が流れ込むような感覚があったじゃろ？　己おのが中に宿る力を探ってみい』

「俺の中に宿る力……？」

　俺はロンバルディアに言われたとおりに、意識を集中し、自分の中の力を探ってみる。

　闘気の扱いに関しては、才能はなかったものの、基礎的な方法論は熟知している。

　へその下の丹たん田でんと呼ばれる部位に、意識を集中していくと──

　──あった。

「ていうか、なんだこれ……」

　俺は呆れていた。

　闘気って──こんな湯水のように、大量に湧わいて出てくるものだったのか。

　俺は闘気制御の技術指導で教わったとおりに、呼吸を意識して、自らの闘気を全身へと巡らせていく。

　そして──俺の新たな身体能力が、完成した。

　基礎的な運動能力だけ見ても、今までの比ではない。

「なるほどな。こりゃあ確かに、三メートルぐらいは造ぞう作さもないか」

　俺は特に大きく助走をつけることもなく、落とし穴の範囲を悠々と跳び越えた。

　これまでの俺では絶対にありえない、信じられないぐらいの身体能力。

　そしてなおも通路を進んでいくと──

　俺は「そいつ」に出会った。

「ま、そりゃあ遭遇するよな。倒してもいない、落とし穴に落ちてもいないなら、ここにいなきゃおかしいってもんだ」

　俺は苦笑しながら聖斧ロンバルディアを構え、そいつと対たい峙じする。

　魔獣、キマイラ。

　ライオンと山羊とドラゴンを掛け合わせたような外見を持つ、Ｂランクのモンスター。

　ここで会ったが百年目の相手であった。
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　モンスターの「ランク」は、そのモンスターの強さをざっくりと表す指標である。

　Ｂランクのモンスターは、並みの兵士やＦランクの一般冒険者が討とう伐ばつしようとするなら、最低でも二十人から三十人はかき集めないと戦ってはいけないとされる相手だ。

　だが俺は、そいつの前に一人で立っていながら、まったく負ける気がしなかった。

　聖斧ロンバルディアを肩に担ぎ、Ｂランクモンスターであるキマイラに向かって、特に気負うことなく歩み寄っていく。

　こちらに気付いたキマイラは、しかし、すぐに襲い掛かってこようとはしなかった。

　今の俺を、警戒すべき相手だと本能的に察知したのかもしれない。

　キマイラは、俺が一定の間合いまで近付いたところで──

　──ゴォオオオオオッ！

　ドラゴンの口から、あの灼熱の炎を吐き出してきた。

　今の俺の身体能力なら、それをよけるのは容易たやすいと思った。

　だが俺はあえて、その炎に向かって自ら突撃した。

　直感的に、その炎が俺を大きく害せる気がしなかったから、今の自分の能力を知っておきたいと思ってそうした。

　キマイラの炎が、俺の全身を吞のみ込こむ。

　半分回避をして左半身を焼かれたあの時とは違う。全身だ。

　俺の全身を覆う闘気が、キマイラの炎とせめぎ合う。

　やがて炎が過ぎ去った。

「なるほどな。こんなもんか」

　結果、まったくの無傷とはいかなかった。

　それなりの熱さが俺の全身を襲ったし、多少の火傷もした。

　だがそれだけだ。死ぬや生きるやの重傷を負ったわけではない。

　またそうして受けたダメージも、聖斧ロンバルディアの【治癒能力】によって、さっそく治癒され始めていた。

　炎を突破した俺は、そのままキマイラのもとまで駆けていく。

　魔獣はうろたえているようにも見えた。

「──うぉおおおおおっ！」

　俺は斧の間合いに入ると、その手に持った聖斧ロンバルディアを振り下ろした。

　──ズゴォンッ！

　斧は城門を打つ破は城じよう槌ついのごとき轟ごう音おんをあげて、キマイラの三つの頭部のうちのドラゴンの頭に命中。

　闘気と竜りゆう鱗りんによる防御を容易くぶち抜いて、その脳天から頭部の半ば以上までをカチ割った。

「はっ、斧自体もすげぇ威力だな！」

　俺が斧を引き抜くと、キマイラは一度よろよろとふらついた。

　指一本分も刃が食い込まなかったときと比べると数倍、いやそれを遥はるかに上回る攻撃力だ。身体能力の向上だけでなく、斧自身の威力も当然のように凄すさまじい。

　ドラゴンの頭部は、もはや完全に死んでいる。

　だが残り二つの頭部は健在で、まだ死に体ではなかった。

「──ガルゥウウウウウッ！」

「おっと！」

　再び襲い掛かってきたキマイラの攻撃を、俺は素早く横手に跳んで回避。

　そして──

「──おらぁっ！」

　俺はキマイラの胴体側面に、再び聖斧ロンバルディアを渾身の力で叩きつけた。

　圧倒的暴力の衝突を示す轟音が、再び鳴り響く。

　聖斧の刃は、キマイラの胴体に根元近くまで食い込んでいた。

　俺が斧を引き抜くと、ぶしゅうううっと鮮せん血けつが噴き出す。

　俺は後方に跳んで、返り血を回避する。

　ふらついたキマイラは、やがてよろよろと横倒れになった。

　そしてびくびくと痙けい攣れんしたかと思うと、ついには力尽きて動かなくなる。

「……ふぅ」

　戦いを終えた俺は、新たな相棒となった斧を肩に担ぐ。

　聖斧ロンバルディアが、俺に思念を送ってくる。

『見事じゃな。さすがは我が見込んだ男じゃ』

「そりゃどうも。けどほとんどお前の力だろ。俺の実力じゃない」

『そうでもないと思うがの。おぬしが鍛練に熱心でない怠け者で、あらかじめ闘気の扱い方を学んでいない男であれば、この結果はなかったじゃろ』

「まあ……それはそうかもしれないが」

『それにたゆまず鍛え上げられた肉体も、おぬしの努力の賜たま物ものじゃ。才覚に腐らず己にできることを最大限やるというのは、誰にでもできることではない。おぬしは少々、自らのことを過小評価するきらいがある。我が選んだ男なのじゃ、もっと自信を持て』

「お、おう」

　めちゃくちゃ褒められた。

　今までやってきたことが無駄ではなかったと評価されたのだから、嬉しくないと言えば噓になる。

「……ていうかロンバルディア、お前さっきから『我が選んだ』ってずっと言っているが、もしお前を最初に手に取ったのが俺じゃなかったら、どうしていたんだ？」

『さあの。そいつ次第じゃが……もしおぬしが我のことを誰にでも股を開く尻軽だと思っておるのなら、温厚な我もさすがに怒るぞ。我はおぬしじゃからこそ、わが身のすべてを捧ささげたのじゃ。見くびるなよ』

「そ、そうか」

　手にした人間の本質を見抜く能力でもあるのか分からないが、思っていたよりロンバルディアからの信頼が厚かった。

『あとわが主よ、もう一つ朗報じゃ』

「ん、朗報？」

『うむ。今の魔獣との戦闘に勝利したことで、我の格レベルが一段向上し、【カリスマ】のスキルを獲得したぞ』

「【カリスマ】……？　何だそれは」

『ちょっとした好感度上昇スキルじゃな。ルックスが特に良くなくとも、イケメンのように人から好かれるようになる。特に異性には効果抜群じゃ。もっとも常時発動型パツシブのスキルじゃから、特におぬしが意識すべきことはないがの』

　ううむ……説明を聞いても、いろいろと分からない部分があるな。

　そもそもロンバルディアの言う「スキル」とは何だとか、そういう基本的なところからよく分からない。

　まあ、おそらく「スキル」というのは、俺がロンバルディアから与えられる特殊な能力のことなのだろうが……ロンバルディアのやつ、当たり前のように俺が知らない専門用語を使うからな。

　あと格レベルだとか常時発動型パツシブだとかいうのも分かるような分からないような言葉だが、まあだいたい想像がつくのでいいことにしよう。

　で、スキル【カリスマ】か……。

　なんか人の心を操るような怪しげな能力にも聞こえるが、いいのかそれ？

　相変わらず、聖斧を自称するロンバルディアの倫理基準がよくわからない。

「ちなみにその【カリスマ】のスキルってのは、使わないでおくことはできないのか？」

『うむ。常時発動型パツシブのスキルじゃから、切ることはできんの（噓じゃけど）。それに我とおぬしとはすでに魔法的な繫つながりを持っておるから、我を一時的に手放したとしても、よほどの距離や時間を離さぬ限り、効果は継続するぞ』

「ん……？　今、妙な雑音のような思念が混ざらなかったか？　なんて言った？」

『あー、いや、何でもない。気のせいじゃろ』

　何かを誤ご魔ま化かすような思念会話を送ってくるロンバルディア。

　怪しい……が、まあいいか。

　効果を切れないのであれば仕方がない。そのためにロンバルディアを破壊したりするのは、さすがにあり得ないしな。

　それはともあれだ。

「さて、キマイラを倒したのはいいとして……この扉はどうやって開けたものか」

　次なる課題は、この部屋に閉じ込められた状態から、どうやって脱出するかだ。

　シーフの獣人ミィナが扉を開いた仕掛けがどこかにあるはずだが、俺はそれがどこにある、どんな仕掛けなのかを見ていない。

　キマイラを撃破した以上、この場所に危険はないのだからゆっくり探せばいいという話ではあるのだが、それにしても、シーフの専門技術がないと見つけられないような代物だったらお手上げである。

　そう思っていると、またロンバルディアが、どうということはないというように言う。

『扉が開かぬから、部屋から出られぬと？　なに、問題はない。扉が開かぬなら、その横の石壁をぶち破ればよかろう』

「あー、なるほどな」

　確かにこの聖斧の威力なら、それも造作のないことだろう。

　俺は部屋に置きっぱなしだった荷物を背負うと、ロンバルディアを何度か振るって石壁を切り崩し、部屋の外へと出た。

　そして遺跡の出口に向かって歩いていく。

「古代遺跡の壁を魔法でぶち抜いたら、壁と壁の間に毒ガスが詰まってた、なんて逸話も聞いたことがあるが、さすがにそんなことはなかったか」

『……それは我も考えておらなんだ。とんでもないことを考える人間がおるものじゃな。ちなみに、もしそれがあったらどうするつもりだったんじゃ？』

「そのとき考える。毒ガスの代わりに、火薬なり何なりが仕込まれている可能性だってある。決め打ちなんざできねぇよ。ていうか、そんなわずかの可能性まで考えて尻込みしていたら、冒険者なんてやっていられねぇ。こんなダンジョン、一歩も動けねぇさ」

『なるほどの。ある程度は命知らずでなければ、冒険者稼業など務まらんということか』

「そこは『命知らず』じゃなくて『勇敢』と言ってくれ」

『うむ、では「豪ごう放ほう」と言っておこう。我は男らしい主は好みじゃぞ？』

「そいつは光栄だ」

　知性ある斧インテリジエンスアツクス相手にそんな軽口をたたきながら帰路を進み、やがて俺は遺跡の外へと出た。

　だがそこで俺はとんでもないものを目撃し、慌てて隠れることとなる。

「ふぐぅーっ！　ふぐぐぅううううっ！」

「ふふふ……ミィナ、私たちに逆らった、あなたが悪いのですよ。冒険者は仲間とは仲良くしなければいけません。さもないと、こういう目に遭うのですからね」

　その三つの人影は、遺跡の出口から少し離れた場所にあった。

　獣人の少女ミィナが、その体をロープで木に縛りつけられ、口には猿さる轡ぐつわが嚙まされている。

　その前には、神官の男と、魔法使いの男の姿。

　魔法使いは短剣を手にしており、ミィナの衣服がずたずたに引き裂かれ、少女は白い肌をあらわにされていた。

　あれがどういうことなのかは、だいたい想像がつく。

『なあ、わが主よ。邪悪というのは、ああいうののことを言うんではないかの？　我はとても不愉快なんじゃが、あの下郎二人、ぶった切ってくれんか』

「ああ、不愉快なのはまったく同感だ。だがロンバルディア、あんなやつらの血でお前を穢けがすこともないだろ」

　俺はあらためて遺跡から出ていくと、強ごう姦かん未み遂すいの現場までずんずんと向かっていった。
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　俺に真っ先に気付いた素振りを見せたのは、被害者の少女だった。

　獣人の少女ミィナは俺の姿を見て、目を丸くする。

　男たちはミィナのほうを向いていて、俺には背を向けていたので、気付いたのはミィナの視線を追って後ろへと振り向いたときだった。

「ん……なんです？　──うごぉっ！」

「は……？　だ、ダグラス！　お前生きて──ぐほっ！」

　俺は素早く駆け寄っていって、二人の男をぶん殴った。

　顔面を殴りつけられた神官は、吹き飛んで地面に倒れる。歯が数本折れて飛び、鼻血が派手に出た。

　腹を殴りつけられた魔法使いは、腹を抱えてうずくまり、芋虫のように地面に転がった。ゲホゲホとせき込むと、こちらは盛大に吐血する。

　この一撃で、どちらもほぼ再起不能なダメージだろう。

　俺は神官の髪を引っつかんで、吊つるし上あげる。

「よう、さっきぶりだな。相変わらずハッピーそうで何よりだ」

「な……なんで……あなだは、死じんだはずじゃ……」

「残念だったな。こう見えて俺は、意外としぶとくできているみたいでね」

「ず、ずびばぜんでじだ……ゆ、ゆるじでぐだざい……」

「俺への仕打ちだけだったら、今の一撃だけで許してやったんだけどな。……テメェら、ミィナに何をやろうとしてた」

「へ、へへ……だ、ダグラスざんも、一緒に楽じみまぜんか……もう少じで媚び薬やくも効いでぎまずじ、ごんなメス猫でも、結構いい体じて──うげほっ！　おげぇっ……！」

「……本当、どこまでもゲスにできてんなぁお前ら。どこの神に仕えたらそうなるんだよ。邪神か？」

　鎖かたびらの上から拳こぶしを二発叩き込んでやると、神官は白目をむいて意識を失った。

　闘気を乗せた拳の威力は、鎖かたびらぐらいじゃ防ぎきれない。

　ついでに魔法使いにも、追加で二発ほど蹴りをぶち込んでやると、そちらもぐったりと力尽きたように動かなくなった。

　それから俺は、魔法使いが持っていた短剣を拾い、それで獣人の少女を拘束しているロープと猿轡を解いてやる。

　するとミィナは、泣きながら俺に抱きついてきた。

「──ダグラスぅっ！　ごめんにゃさい！　生きててよかったぁあああ！　あとありがとおっ！　もうこいつら嫌にゃ！　何なんにゃこいつら！　ダグラスがいなかったら、人間みんな嫌いになるところだったにゃああああっ！」

「おう、つらかったな。人間を代表して謝るつもりもねぇが……でもまあ、すまない。怖い想おもいをしたよな」

　俺は獣人の少女を軽く抱き寄せて、優しく頭をなでてやる。

「ぐすっ……ダ、ダグラスは悪くないにゃ。謝らないでほしいにゃ。謝るのはミィナのほうにゃ。ダグラスを見捨てて……本当にごめんにゃさい……ぐすっ」

「それこそミィナが謝る必要もねぇだろ。全部こいつらが悪い。ミィナはできる限りのことをした。そうだろ？」

「ぐすっ……う、うん。……ミィナには、ダグラスを見捨てるつもりはなかったにゃ……ぐすっ」

「分かってる。分かってるよ」

　俺はこの猫耳族の少女が落ち着くまで、腕の中に抱いて頭をなでてやった。

　嫌がるようなら放そうと思っていたが、ミィナがそんな素振りを見せなかったので、しばらくの間そうしていた。

　やがてミィナが「もう大丈夫」と言うので解放すると、猫耳族の少女はぴょこ、ぴょこと二歩だけ俺から離れて、にっこりと笑顔を向けてくる。

「もう一度。ありがとうにゃ、ダグラス。……でも、こいつらどうするにゃ？」

　倒れている二人の男を見て、そう聞いてくる。

「こんなやつらは息の根を止めてやった方が世のため人のためって気もするが、それでも殺すのは少し寝覚めが悪いな。それも戦いの弾みならともかく、無力化したやつをどうこうするってのはな」

「じゃあ適当にふん縛って、そのままここに転がしておくにゃ？　そのうち野生動物にでも食われるにゃ」

「そんなところか。ま、運が良ければ、俺みたいに生き延びられるかもな」

　というわけで、男たちはロープで縛って地面に転がしておいた。

　それから俺は、ミィナとともに街へと帰還の途についた。

　だが──
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「はぁっ……はぁっ……はぁっ……にゃあああっ……」

　森の中の帰りの道を二人で歩いていると、途中からミィナの吐息が荒くなり始めた。

　見れば顔が真っ赤で、ひどくつらそうな様子だった。

「おいミィナ、どうした。大丈夫か」

「んっ……だ、大丈夫じゃ……ないかもにゃ……はぁっ……はぁっ……だ、ダグラスぅ……」

　俺がミィナに近寄って肩を揺さぶると、ミィナはとろんとした目をして、俺に抱きついてきた。

「お、おいミィナ、何を……!?」

「だ、ダグラス……お願いにゃ……ミィナを、助けてほしいにゃ……」

　そう言ってミィナは、背伸びをして、俺にキスをしてきた。

「──っ！」

「んむっ……あむっ……んっ……んぅぅっ……はむぅっ……」

　ミィナの柔らかい唇が、温かい舌が、むさぼるように俺の唇や口内を責め立ててくる。

　少女の猫耳がぴくぴくと、せつなそうに動いていた。

「ぷはっ……！　お、おいミィナ、どうしたんだお前……！」

「んはっ……はぁっ……はぁっ……ご、ごめんにゃさい、ダグラス……あいつらに、変なものを飲まされたにゃ……多分、それが……にゃああああっ……切ないにゃ……苦しいにゃ……ダグラス……助けてほしいにゃ……」

　蕩とろけきった目で、そう訴えかけてくる獣人族の少女。

　俺はようやく思い出す。

　そういえばあの神官の野郎、媚薬がどうとか言ってやがったな。

　それが今になって効いてきたってことか。

　ミィナは太ももをもじもじとさせながら、何かをねだるように俺を見上げてくる。

「にゃああっ……お願いにゃ、ダグラスぅっ……！　ミィナ、もう我慢できないにゃ……このままじゃ、おかしくなるにゃあっ……！」

「それはいいが、俺でいいのか？」

「ダグラスがいいにゃ……！　ミィナを、たくさん慰めてほしいにゃ……！　お願いにゃ……！」

「……分かった」

　ミィナは容姿こそやや幼く見えるものの、成人はしていると言っていた。

　そして俺はもう、ミィナの色香で限界だった。

　もはや欲望を止められるだけの理性は、残っていない。

　ロンバルディアは気を利かせているのか、何も言ってこない。

「ミィナ──悪いが俺ももう、ミィナがかわいすぎて、我慢できない」

「ふぇっ……？　だ、ダグラス──んむぅっ!?」

　俺は路上でミィナを押し倒し、その上に覆いかぶさった。

　今度は俺が、ミィナの唇を強引に奪っていく。

「んぶっ……れろっ……じゅるっ……ぷはっ……！　はぁっ、はぁっ……だ、ダグラスぅっ……もっとぉっ……！」

　求められて、さらにむさぼる。

　舌を入れ、唾液を流し込み、ミィナの唇をたっぷりと味わっていく。

「ぷはぁっ……！　はぁっ……はぁっ……もう、大丈夫だから……ミィナのこっちも、めちゃくちゃにしてほしいにゃあっ……！」

　そう言ってミィナは、下半身をフリフリする。

　身を起こして見れば、獣人の少女が穿はいているホットパンツの股間部が、ぐちょぐちょに濡れそぼっていた。

　俺は少しからかってやりたくなって、ミィナにこんな言葉をかける。

「なんだ、キスだけでこんなになるのか。ミィナは淫乱だな」

「ち、違うにゃあっ……これは、あの変な薬を、飲まされたせいで……んにゃあっ！」

　俺が恥じらうミィナの股間部をズボンの上からまさぐってやると、獣人の少女は健康的な肢体をびくんっと震わせてエビ反りになった。

「ズボンの上から触っただけで、すごい感じようだな。ていうか、もうべとべとじゃねぇか」

「にゃあああっ……だ、ダグラスぅっ……意地悪しないでほしいにゃあ……」

「はははっ、悪い悪い。ミィナがあんまりかわいいもんでな。ついいじめたくなっちまった」

「うぅぅっ……ダグラスのバカぁっ……！」

「悪かったって。じゃ、そろそろご開帳といくぜ」

　俺がそう言ってミィナのズボンのベルトに手をかけると、獣人の少女はこくんとうなずいた。
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　俺はミィナの腰のベルトを外し、ズボンを下着ごと下ろしていく。

　とろっとした蜜の糸が、少女のつるつるの股間部と下着の間をつたった。

　俺はミィナの大事なところに、指を突っ込んでいく。

　すでに粘液でぬるぬるのそこは、俺の指を容易に咥くわえ込こんだ。

「ふにゃあっ……！　だ、ダグラスっ……！　あぁんっ、にゃぁああんんっ……！」

　くちゅくちゅと弄いじり倒たおしていくと、ミィナはその全身を壮そう絶ぜつに悶もだえさせる。

「んにゃぁあああっ……！　だ、だめぇっ、ダグラスぅ……！　指じゃなくて、もっと太いのぉっ……ほしいにゃあっ……！」

　ろくな愛あい撫ぶもしていないのにこのザマだ。飲まされた媚薬とやらが、よほど強力なものだったらしい。

　俺はミィナの秘所から指を引き抜き、自らもズボンを脱いでいく。

　バッキバキに硬くなったものが、俺の股間からそそり立っていた。

「はぁっ、はぁっ……は、早く……早くダグラスのそれを、入れてほしいにゃあっ……」

「ああ、俺も我慢できん。すぐにぶち込んでやる。……力、抜いてろよ」

　ミィナはこくこくとうなずく。

　そしておねだりをするように、自ら腰を持ち上げた。

　俺はミィナの細い腰を両手でつかみ、自分のいきり立ったモノの先端を、少女のそこに押し付ける。

「いくぞ、ミィナ」

「う、うん。来てにゃ、ダグラス。──んんっ！」

　──ぐちゅり。

　俺はミィナのそこに、自分のモノを押し込んだ。

　よく濡れているとはいえ、少女の中は狭く、心地のよい圧迫感がある。

「んにゃあっ……！」

　途中、何かを突き破ったような感覚。

　ミィナが少し痛そうな声を上げた。

「大丈夫か、ミィナ？」

「う、うん。ちょっと痛かっただけにゃ。大丈夫だから、続けてほしいにゃ、ダグラス。もっと奥まで……入れて」

「分かった」

　俺はさらに奥まで、自分のモノをねじ込んでいく。

　するとやがて、一番奥まで突き当たった感覚があった。

「あっ……あ、あ……ふ、太いの……奥まで、来たにゃあっ……！」

「大丈夫か。キツかったら言えよ、ミィナ」

「はぁっ……はぁっ……だ、大丈夫にゃ……ゆっくり、動いてほしいにゃ……」

「難しい注文だな。ミィナがかわいすぎて、思いのままにむさぼりたくなる」

「えへへっ……それも、嬉しいにゃ。……ダグラスがそうしたいなら、それでもいいにゃよ……？　キツくても、ミィナが我慢するにゃ」

「いや、だったらゆっくりだ」

　俺はミィナの腰から手を離すと、獣人の少女に覆いかぶさるようにして、ゆっくりと腰を動かしていく。

「あっ……あああっ……気持ち、いいにゃっ……ダグラスぅ……もうちょっと、激しくしても、大丈夫にゃ……」

　ミィナの声に合わせて、俺は徐々に動きを強くしていく。

　かわいらしい獣人の少女を、リズミカルに責め立てていく。

「あっ、あっ、あんっ……！　あっ、にゃあん、あんっ、あぅんんっ……！」

　心地よさそうなミィナの声。

　頭部の猫耳が、快感を得るたびにぴょこぴょこと動く。

「ミィナのここは、名器だな。俺のモノをぎゅうぎゅうに締め付けて、搾しぼり取とろうとしてくる」

「あんっ、んっ、にゃぅんっ……！　だ、ダグラスも……気持ちいいにゃ……？」

「ああ、最高だ」

「えへへっ、嬉しいにゃ……。ダグラスが、ミィナで気持ち良くなってくれてるにゃ」

　俺とミィナは、そうして互いに抱き合った。

　あんあんと喘あえぐミィナの声を聞いて、俺の興奮も高まっていく。

　そうしてしばらく快楽をむさぼり続けていれば、やがてどちらも限界が来る。

「あんっ、あんっ、あぁあああんっ！　ダグラスぅっ……！　ミィナはっ……ミィナは、もうっ……！」

「ああ、俺も限界だ。外に出すぞ、ミィナ」

「だ、ダメにゃ……！　中にっ……中に欲しいにゃっ……！　ミィナの中に……ダグラスの、たくさん欲しいにゃ……！」

「……っ！　分かった、だったら中だ」

「あんっ、あんっ、あぅうんんっ！　ちょうだいにゃ……！　ダグラスの熱いの、ミィナの中にたくさん……！　ふわぁああああっ……！」

　ストロークは最大級に激しくなり、ミィナはそれに合わせて身を悶えさせ、喘ぎ声をあげる。

　そして──

「にゃああああああっ！　イくっ、イくっ、イっちゃうにゃ！　──にゃぁあああああああっ！」

　俺の下でミィナが、びくんっと大きくのけぞった。

　それとほぼ同時に、俺の白濁液がミィナの中に吐き出される。

　どくっ、どくっ、どくっ──！

「ふわぁああああっ……ミィナの中に……入ってくる……ダグラスの熱いの……たくさんっ……」

　俺はミィナの奥に押し付けるようにして、いつまでも欲望を吐き出した。

　しばらくして全部を出し終えると、俺は少女の中からモノを引き抜く。

「はぁっ……はぁっ……気持ち良かったにゃ、ダグラス……」

　そう言って、俺に向かって淡く笑いかけてくるミィナ。

　それから野道にぐったりと、仰あお向むけに寝そべる獣人の少女。

　その猫耳はぴくぴくと動き、大事なところからはごぽりと白濁液を溢あふれさせていた。
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　それからしばらくの後。

　俺は獣人の少女をおんぶする形で背負い、野道を歩いていた。

「うぅっ……面めん目ぼくないにゃ、ダグラス……ミィナ、何から何まで、全部面倒を見てもらってるにゃ……」

「しょうがねぇよ。足腰立たねぇんだろ？」

「う、うん……。ダグラスとのエッチが気持ち良すぎて……ミィナ、全部ダメになっちゃったにゃ……恥ずかしいにゃ……」

「はははっ、じゃあ俺のせいだから、余計にしょうがねぇな」

　俺は笑って、そう答える。

　ちなみに、俺はそうしてミィナには余裕の態度を見せていたのだが、内心では心臓バックバクの状態だった。

　なんか成り行きでやっちまったが、大丈夫なのかこれ。

　中に出したのは必要次第で街で避妊魔法を使ってもらえばいいとは思うが、あまりにも行きずりの出来事すぎて、ミィナはそれでいいのかと思ってしまう。

　初めてだったみたいだしなぁ……。

　いや、初めては俺もだが。

　こんな歳で情けないことだが、事実だからしょうがない。

　まあミィナ本人は不満どころか、負い目を感じているぐらいのようだし、それ以上は突っ込まないようにしようと思うが。

「慣れるしかねぇんだろうな……」

「んにゃ……？　ダグラス、何に慣れるにゃ？」

「いや、なんでもない。度の過ぎた幸せってものに、あんまり慣れてねぇだけだ」

「……それって、ミィナとまぐわったことにゃ？」

「ああ。あとミィナに慕ってもらえていることもな」

「そっか……えへへっ。ダグラスに喜んでもらえて、ミィナも嬉しいにゃ」

「……最高なんだよなぁ」

　そんな甘々トークをしながら、俺は獣人の少女を背負って、街へと帰還したのだった。
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　街に着いた頃にはミィナもだいぶ回復していたので、猫耳族の少女は俺の背中から下りて、自分で歩きはじめた。

　ちなみに、引き裂かれてずたずただった彼女の衣服は、彼女自身が荷物として持っていた替えの衣服へと着替えている。

　衣服はひとまずそれでいいとして、体のほうも綺き麗れいにしたいところだ。

　時刻は昼下がり。宿ではまだ風呂を沸かしていないだろう。

　俺はミィナとともに公衆浴場に行って、ともにさっぱりすると、湯上がりのほくほく状態で再会した。

　それから少し早めだが、二人で酒場に繰り出す。

　酒場に着くと、カウンターの隣り合わせの席を確保して、酒とつまみを注文した。

　そして乾杯をしてから、二人でだべり始める。

「ふにゃああ……それにしても、今日は疲れたにゃあ……なんかもう色々ありすぎて、何がなんだか」

　ミィナはぐってりと、カウンターにもたれかかる。

　俺は少し迷いつつも、その少女の頭に手を伸ばし、髪を優しくなでた。

　ミィナは「にゅふ～」と言って、幸せそうに目を細め、猫耳をぴくぴくさせた。

　俺はそれを見て微笑ほほえみつつ、彼女の言葉に相あい槌づちを打つ。

「俺もだよ。人生の転機が、いくつもまとめて来た感じだ」

「……それって、ミィナのことにゃ？」

「それも、だな」

「ほかのはどんなにゃ？　ていうかダグラス、よく生きてたにゃね。あの魔獣──キマイラっていったっけにゃ。あいつからうまく逃げられたにゃ？」

「ま、いろいろとあったんだよ」

　俺はミィナと引き離されたあとの出来事を、猫耳族の少女に向けて語っていった。

　キマイラから逃げ惑っていたら落とし穴に落ちたこと、その先で聖斧ロンバルディアと出会ったこと、自分でも信じられないほどの力を手に入れたこと、キマイラを一人で倒したこと。

　ミィナはそれを聞いて、目をまん丸にしていた。

「それ……全部本当の話にゃ？　あの魔獣を、一人で倒した？」

「信じられないか？　ま、無理もないな。俺も同じ話を人から聞いたら、信じないだろうし」

「……うん、ごめんにゃさい。でもダグラスは多分、そういうウソをつかない人にゃ。だからきっと、本当なんにゃ。──そこにあるのが、見つけたっていう魔法の斧にゃ？」

　ミィナがぴょこっと、俺のすぐ横に立てかけてある聖斧ロンバルディアを覗のぞき込こんだ。

　俺はそれを手に取って、ミィナに渡してやる。

「ああ。こう見えて、全裸の女子に化ける──っていうと、もっと信じられなくなるか？」

「えっ……？　この斧が、裸の女の子になるにゃ？　さ、さすがに言っている意味が分からないにゃ……」

「あー、やっぱそうだよな」

　まずい、このままでは俺が妄想癖のあるヤバい人間だと思われてしまう。

　今度ミィナには、ほかに人のいないところで、化身になったロンバルディアを見てもらったほうがいいな。

　と、思っていたのだが──

『なんじゃこの娘。我が化身の姿になれるのを、信じられんというか。それなら実際に見せるのが早かろう』

「えっ……？　ちょっ、待てお前、何を──!?」

　──ピカァアアアアッ！

　俺が止める間もなく、ロンバルディアがその姿を変え、化身の姿となってしまった。

　すなわち、褐色肌の小柄な全裸少女の姿である。

「「「えっ……？」」」

　酒場中の視線が、俺たちのほうに注目した。

　厳密には、俺のすぐ横にいるロンバルディアにだが。

「裸の、女の子……!?　あの隣のおっさんの連れ子か？　めちゃくちゃかわいいぞ」

「いやでも、なんで服を着てないんだ？　あのおっさんの奴隷か？」

「ていうか、いつからいたよあの子。なんか今、光ったよな……？」

　酒場の人々が、にわかにざわつき始める。

　一方でミィナはというと、目をぱちくりとしばたたかせ、声も出ないという様子だった。

「お、おいロンバルディア、ちょっと来い！」

「おおっ……!?　なんじゃわが主よ、そんな強引に。この姿の我と交わりたいなら、いつでも構わんもががっ……！」

「うるせぇ！　黙ってついて来い！」

　俺は少女姿になったロンバルディアの手を引き、口を塞いで慌てて酒場の外に出た。

　そして路地裏に入り込み、ロンバルディアを壁際に押し付けると、ほかに人目がないことを確認する。

　一方のロンバルディアはくねくねと身をよじらせ、恥ずかしそうにしていた。

「もう、なんじゃわが主よ。この姿の我とまぐわいたいなら、早はよそうと言わんか。我は一向に構わんぞ♪」

「ち、が、う！　人前で化けるんじゃねぇよ、俺がヤバいやつに見られるだろうが！　それに無駄に目立てば、お前を手に入れようと襲ってくるやつだって現れる！」
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「なんじゃ、人目を気にしておるのか？　小ちっちゃいのぅ。我を手にしたおぬしは、これから天下無双の英雄となるのじゃぞ？　もっと堂々としておればよいものを」

「堂々と全裸の美少女を連れ歩けるか！」

「もう～、美少女とか、本当のことを言うて♡　わが主は意外と口がうまいのぅ」

「あのなぁ……。もういいからお前、斧の姿に戻れ。俺が化けろと言ったとき以外は、その姿になるな」

「なんじゃ、いよいよ一丁前のご主人様ぶりじゃな。くくくっ、まあよかろう。おぬしがわが主──ご主人様であることには相違ない。では、我にメイド服を着てご奉仕してほしければいつでも言うのじゃぞ、ご主人様♡」

　そう言ってロンバルディアは、斧の姿へと戻った。

　はあ……まったく、冷や汗をかいた。

　俺は斧の姿になったロンバルディアを手に、路地裏を出る。

　すると酒場の前に、きょろきょろとあたりを見回すミィナの姿があった。

　ミィナは俺を発見すると、パタパタと駆け寄ってくる。

「だ、ダグラス……さっきの子が、その斧にゃ……？」

「ああ、そういうことだ。見てたか？」

「見てたにゃ……。ダグラスの話、全部信じる気になったにゃ……」

「そりゃあ良かった」

「あと、その……すっごいかわいい子だったけど……あの子とも、エッチなことしたにゃ……？」

　頰を赤らめて、もじもじしながら聞いてくる猫耳族の少女である。

　その仕草がめちゃくちゃかわいくて、俺はムラッときてしまった──ロンバルディアが無駄に挑発してきていたせいでもあるが。

　俺はミィナの両肩を、がっちりとつかむ。

　怯おびえた表情を見せる獣人の少女。

「な、何にゃ、ダグラス……？」

「ミィナ……俺、もう一回ミィナとやりてぇ。今度は宿を取って。……ダメか？」

「ふにゃっ!?　さっきやったばっかりにゃよ!?」

「ミィナがかわいすぎて、我慢できねぇんだ。嫌ならあきらめるが」

「にゃううぅぅっ……。……しょ、しょうがないにゃあ……いいよ？」

「いやっほぉーう！」

　俺は拳を振り上げ、歓声をあげた、

　一方でミィナは、

「そんなに喜んでもらえると、冥みよう利りに尽きるにゃね……」

　と言って、言葉とは裏腹にため息をついていた。




　──というわけで、このあと俺はいかがわしい宿を取り、ミィナとめちゃくちゃセックスした。

　そして宿に入って、およそ一時間後。

　数ラウンドにわたって俺の相手をしたミィナは、ベッド上で全身白濁まみれになってぐったりとしていた。

「ぜ、絶倫すぎるにゃ……ダグラスの相手は、ミィナ一人じゃ無理にゃ……」

　そんなことをうわ言のようにつぶやきながら、愛らしい猫耳族の少女はびくんびくんと痙攣していたのだった。
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「……金がない」

「お金がないにゃね」

　翌日。

　俺とミィナは宿屋にて、それぞれの所持金を見せ合っていた。

　どちらも金貨が少々と、銀貨と銅貨がいくらかずつ。

　二人とも数日で干からびる所持金である。

　ミィナは呆あきれたような口ぶりで、俺にジト目を向けてくる。

「ダグラス……よくその手持ちで、いかがわしい宿を使おうとか思えたにゃね。しかも結構いいお値段の宿だった気がするんにゃけど」

「それはお前、あれだ。ミィナと愛し合う時間は、ほかの何よりも大事だろう」

「……まあ、安くて不潔なところでやるよりはいいにゃけど」

「だろ？　なぁに、金なんてものは、なくなったら稼げばいい」

「ダグラス、そういうところは意外といい加減なんにゃね……」

　そんなわけで、俺とミィナは宿屋を出ると、仕事クエストを探すために冒険者ギルドへと向かった。

　ちなみに、俺とミィナの二人がなぜ金欠状態なのかというと、昨日の遺跡探索では稼ぎがほぼゼロだったからだ。

　あの遺跡探索で見つかったのは、聖せい斧ふロンバルディアのほかには微々たる財宝だけ。

　その微々たる財宝も、あの神官と魔法使いの懐ふところの中だ。

　今からあの遺跡の前まで行き、その微々たる財宝をあの二人の懐からかっぱらって来てもいいのだが、それもまたみみっちい。

　ちなみに遺跡探索というのは、冒険者が稼ぐ手段の一つではあっても冒険者ギルドからの依頼クエストではないため、ギルドからの報酬はないのである。

　そんなわけで、俺とミィナは冒険者ギルドに到着すると、掲示板の前に立ってクエストを物色する。

「俺が冒険者ランクＥで、ミィナがＦだから、受けられるのはクエストランクＦ＋までになるのか。……Ｅランクのゴブリン退治すら受けられねぇってのは、かなり厳しいな」

　俺はミィナの胸元に光る首掛けの冒険者証をちらりと見てから、掲示板のＦ＋ランク以下のクエストを眺めていく。

　薬草採取、荷物運びなどの雑用系がほとんどで、報酬額は当然ながらかなり安い。

　これなら遺跡の前まで戻って「微々たる財宝」を取ってきた方が、まだ稼ぎになりそうだ。

　クエストにはそれぞれランクが定められていて、高ランクのクエストは高ランクの冒険者パーティでなければ受けることができない。

　そして当然ながら、高ランクのクエストの方が報酬額も危険度も高い。

　Ｅランクのゴブリン退治であれば報酬額の相場は金貨二十枚程度だが、Ａランクのドラゴン退治であれば金貨数百枚はくだらないといった具合だ。

　ちなみに金貨一枚は、贅ぜい沢たくをしなければ二日は安宿暮らしの生活ができる金額だ。

　ある冒険者パーティがどのランクのクエストを受けられるかは、パーティメンバーの人数と冒険者ランクによって決まってくる。

　いろいろと細かな計算はあるのだが、ひとまずＥランクの俺とＦランクのミィナの二人パーティだと、クエストランクＦ＋までだ。

　これではＥランクのゴブリン退治すら受けることができない。

　戦力的には、Ｂランクモンスターのキマイラを相手に楽勝できる今の俺なら、たいていの敵には一人で勝てると思うのだが。

　実力があっても、冒険者ギルドのシステム上の縛りで高ランクのクエストを受けることができないというのは、なんとももどかしい。

「どうするにゃ、ダグラス？　ミィナは薬草採取とかでもいいにゃけど。それとも新しくパーティメンバーを探すにゃ？」

「うーん……。いや、それだったら──」

　と、俺が一計を講じようとしたときだった。

「おーいダグラスぅ！　ずいぶんとかわいい子を連れてんじゃねぇか！　まぁた新人冒険者でも捕まえたのか？」

　冒険者ギルドには酒場が併設されていて、朝っぱらから飲んだくれている冒険者の一団がいたのだが、そこから声がかけられた。

　……というかあれは、朝っぱらからというより、朝までコースだな。

　夜中に何軒回ったんだか知らないが、全員べろんべろんだ。

　その酔っ払いどもは、さらに大声で俺に絡んでくる。

「この間若わけぇのに振られたばっかりだってのに、懲こりねぇなおめぇも！」

「どーせまたすぐに捨てられるんだ！　だったら捨てられる前に食っちまえよ！」

「はははっ！　バーカお前、ダグラスにそんなことができるわけねぇだろ。ダグラスだぞダグラス。真ま面じ目めが服着て四十年も生きてるようなやつだ。天地がひっくり返ったって、そんなことはありえねぇよ」

「「「ぎゃはははっ！　ちげぇねぇ！」」」

　……はあ。

　ったくあいつら、言いたい放題言いやがって。

　一方でミィナが、俺の服をくいくいと引っ張り、背伸びをして俺に耳打ちしてくる。

「ダグラス、何なんにゃあの酔っ払いたちは」

「わりぃ、一応知り合いだ。普段はあそこまでひどくはねぇんだけどな。完全にできあがってやがる」

「そうなんにゃ？　……でもなんか、ダグラスをバカにされるのはムカつくにゃ。ねぇダグラス、あいつらのこと、ちょっとからかってもいいにゃ？」

「からかうって、何するつもりだよ」

「こうするにゃ」

　言うとミィナは、俺の腕にぎゅっと抱きついてきた。

　獣人の少女の立派な胸の双丘が、俺の腕にふよんと押し付けられる。

「「「「なっ……!?」」」」

　飲んだくれの一団から、驚きの声が上がった。

　みんな目を丸くして、ぽかんと口を開いている。

「お、おいミィナ、何を」

「ふふっ。ミィナに任せるにゃ」

　ミィナはくすりと笑うと、俺の腕に抱きついたまましなだれかかるように寄りかかってきて、飲んだくれたちのほうに向かってこれ見よがしに言う。

「ダグラスぅ、あいつら知らないんにゃね？　ダグラスがベッドの上では、あーんなにすごいってこと。ミィナはもう、ダグラスじゃないと満足できない体になっちゃったにゃ。……今夜もまた、ミィナを抱いてくれるにゃよね、ダグラス？」

「「「「な、な、な、なにぃいいいいいっ!?」」」」

　酔っ払いたちが、席から立ち上がる。

　だがぐでんぐでんに酔っているところを急に立ち上がったものだから、うち一人が足をもつれさせて転んでしまった。

「にゃはははははっ！　ざまあ～！　ダグラスをバカにするからにゃ！　──さ、ダグラス、行こうにゃ」

「お前なぁ……」

　ミィナのやつ、意外と好戦的なのな……。

　だがそれで少し、溜りゆう飲いんが下がったのも事実だ。

　虚こ仮けにされるのは慣れていても、面白くないものであることには違いない。

「でもサンキュー、ミィナ。ちょっと嬉しかった」

「どういたしましてにゃ」

　俺はミィナと軽くキスをする。

　すぐに唇を離すと、ミィナは頰ほおを赤く染めて、上うわ目め遣づかいで照れたような仕草を見せてくる。

　……ていうか俺の彼女、かわいすぎませんかね？

　ちょっと幸せすぎて、揺り戻しが怖い今日この頃の俺である。
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「で、ダグラスぅ、これからどうするにゃあ？」

　ミィナが俺にしなだれかかりながら、妙に甘ったるい声で聞いてくる。

　いやお前、いつまでそれ続けるんだ。今日も今すぐいかがわしい宿に連れ込みたくなるからやめてほしい。

　ともあれ、気を取り直して──

「冒険者ランクが足りないなら、まずランクアップ申請をしようと思う」

「ランクアップ申請？　そういえば冒険者ランクを上げるには、試験が必要だって聞いたにゃ。それのことにゃ？」

「ああ、それだ」

　冒険者ランクを上げるためには、通常、二つのステップが必要になる。

　一つ目は、現在のランクに対して適切な難易度のクエストを、決められた回数だけ成功させること。

　これに関しては、俺は現在のＥランクに関しては、問題なくクリアしている。

　そして二つ目は、その条件を満たしたうえでランクアップ申請をし、冒険者ギルドが選んだ検定員に実力を見てもらって、上のランクに上がるにふさわしい能力があることを認めてもらうこと。

　この二つをクリアしたときに、自らの冒険者ランクを一段階上げることができる。

　ちなみにこのランクアップ申請には、若干のお金がかかる。

　俺はなけなしの金貨をにぎりしめて、ギルドの受付へと向かった。

　顔なじみの受付嬢が、営業スマイルで俺を迎えてくれる。

「いらっしゃいませ、ダグラスさん。……あれ、なんか雰囲気が少し変わりました？　以前よりもちょっと格好良くなって、ダグラスさんのまわりの空気が輝いているような……気のせいです？」

　首を傾かしげる受付嬢。

　おそらく聖斧ロンバルディアのスキル【カリスマ】の影響力だろう。

「いや、その辺は気にしないでくれ。それよりもランクアップ申請をしたい」

「あ、はい、分かりました。……って、ランクアップ申請ですか？　珍しいですね。ダグラスさんってたしか、毎年一回決まった日にランクアップ申請をしていましたよね？　今年はまだ前回の検定から、一ヶ月ぐらいしかたってないと思いますけど」

「まあ、ちょっと色々あってな。ちゃんと金は払うから、頼む」

「そうですか、分かりました。──えーっと、そうなると検定員は……ちょっと待ってくださいね」

　受付嬢はそう言って、奥にいる年配のギルド員に相談をしに行った。

「ダグラスさんがランクアップ申請をしたいっていうんですけど、誰か検定員ができそうな人っています？」

「ダグラスが？　珍しいな。ダグラスはたしか、Ｅランクの戦士だよな。となると……あ、それならちょうど今、王都から来たＣランク冒険者がギルドマスターと話しているから、できるかどうか聞いてくるよ。しばらく待っていてもらってくれ」

　相談をした年配のギルド員は奥へと引っ込んで、受付嬢がこちらに戻ってくる。

「えっと、聞こえてました？」

「だいたいな。しばらく待っていればいいんだろ」

「はい。あちらの席に掛けて待っていてください」

「分かった、ありがとう」

　俺はミィナを連れて、案内された待合用の席へと向かった。

　そうして待つことしばらく。

　やがてギルドの奥から、一人の剣士らしき姿の少女が、俺たちのもとにやってきた。

　黒髪をポニーテールにした少女で、やや勝気そうでボーイッシュな顔立ちだが、目の覚めるような美少女でもある。

　タイプこそ違うが、容姿の整い具合はミィナともいい勝負かもしれない。

　その胸元には、Ｃランク冒険者であることを示す、銅製の冒険者証が光っていた。

「やあ、お待たせ。あなたがランクアップ申請を出したダグラスだね。ボクは今回の検定員を務めることになったエレンだ。よろしく」

　まだ若いながらに、Ｃランク冒険者の貫かん禄ろくが見える。

　この娘もまた、まごうことなき天才の類たぐいだろう。

　それも、この若さでＣランクなら、とびきりの才能を持った上に努力家のはずだ。

「ダグラスだ。よろしく頼む」

　俺は剣士の少女エレンが差し出してきた手を取り、握手をする。

　ところで──俺がこの剣士の少女と会うのは、これが初めてのはずだ。

　しかし初めて会うはずなのだが、どこか見覚えがあるような気がしないでもない。
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　ミィナに初めて会ったときと、同じ感覚だ。

「なあエレン。妙なことを聞くが、俺たちどこかで会ったことはあるか？」

「ん……？　いや、これが初対面だと思うけど。ボクは普段は王都のほうで活動をしているからね。……って、ひょっとしておじさん、ボクのことを口く説どいてる？　悪いけどボク、自分より強い人にしか興味がないから」

　エレンはきっぱりと、そう断ってきた。

　どうやら【カリスマ】スキルの効果も、無差別なものではないようだ。

　ロンバルディアは【カリスマ】のことを「ちょっとした好感度上昇スキル」と説明していたが、文字通りに好感度が多少上がる程度の効果なのかもしれないな。

　だがまあ、とりあえず誤解は解いておこう。

「あー、いやいや、そういうわけじゃねぇ。悪かったな、変なことを聞いて」

「ううん、いいよ。こっちこそ自意識過剰でごめんね。ボクのことを口説こうとする男の人、結構多くてさ。最初にはっきりと言っておくことにしているんだ。──そっちのキミは、ダグラスのパーティメンバー？」

「うん、ミィナにゃ。よろしくにゃ、エレン」

「ボクの方こそよろしく、ミィナ」

　それから剣士の少女エレンは、クエストが貼り出されている掲示板の前へ向かった。

「Ｅランクの戦士の実力を見るには、っと……ん、これがいいね。クエストランクＤのオーク退治」

　エレンは掲示板に貼り出されているクエストの中から、Ｄランクのものを一枚剝はがし、受付嬢の方へと持っていく。

　それを見たミィナが、不思議そうに俺に聞いてくる。

「どういうことにゃ、ダグラス？　エレンと一緒にクエストをやるにゃ？」

「ああ。検定員として選ばれた冒険者がクエストに同行して、ランクアップ申請を出した冒険者がランクアップにふさわしい実力を持っているかどうかを確かめるんだ」

「にゃるほど、そういうことにゃ」

　ミィナはまだ新人冒険者で、冒険者の常識に関しては知らないことも多い。

　俺と遺跡探索をしたあれが、まだ二回目の冒険だったんだとか。

　一方で剣士の少女エレンは、クエスト受注の手続きが終わったらしく、俺たちの方に戻ってくる。

「さ、じゃあ行こうか。せっかくボクが同行するんだから、しっかり合格してみせてよね、斧使いさん」

　エレンはにっこりと笑って、そう言ってくる。

　ややもするとバカにしたようにも聞こえる言葉だったが、彼女のさっぱりとした人柄なのか、あまり嫌味とは感じなかった。





　　　　＊＊＊






　オーク退治は、街の近隣にある、とある村からの依頼だった。

　その具体的な内容はこうだ。

　村の近くにオークが出没して、狩人かりうどの一人が命を落とした。

　村そのものも、オークどもにいつ襲われるか分からない。

　だから、やつらのねぐらと思おぼしき洞どう窟くつまで行って、そこにいるオークをすべて討とう伐ばつしてきてほしい──

　俺とミィナは、検定員である剣士の少女エレンに連れられて、まずは依頼をしてきた村へと向かった。

　村までは、朝に街を出立して、昼前には到着した。

　そこで村長から話を聞いて、オークのねぐらと思しき洞窟の場所を教えてもらう。

　洞窟は、村を出て森を進み、しばらく行った場所にあるという。

　俺とミィナ、エレンの三人は村を出て、村長から教わった方角へと向かった。

　そんな道中、エレンは森の中をのんびりと歩きながら、俺に声を掛けてくる。

「一応確認しておくよ。オークがどういうモンスターかっていうのは、ダグラスは当然知ってるよね？」

「もちろんだ。俺ぐらいの冒険者歴でオークを知らないやつがいたら、俺はそいつの経歴を疑うね。ミィナはどうだ？」

「うーん、なんとなくにゃね。ダグラスみたいに大きくて、体は緑色で、豚みたいな顔をしてるんにゃよね？」

「あははっ。だいたい合ってるけど、ダグラスよりもっと大きいよ。それでもって、もっとおデブちゃんなの。ダグラスは太っているっていうより、体格がいいって感じだよね。筋肉もムキムキで、たくましい男の人代表、みたいな」

「あー、分かるにゃ。それでぎゅーって抱きしめられると、すごく気持ちいいにゃ」

「えっと……ミィナとダグラスって、ひょっとして恋仲なの？」

「そうにゃ。ミィナは昨日、ダグラスの女になったにゃ。そのあとにもダグラスにたっぷりたっぷり愛してもらったにゃ」

「お、おいおい、ミィナ……！　そんなことまで言わなくても──」

「へぇ、昨日！　歳としの差ラブラブカップルかぁ……。でもちょっと分かるな、ダグラス格好いいもん。これでボクより強い人だったら、ボクもきっと惚ほれてたね。そのあたりはちょっと残念」

「…………」

　オークの話が、いつの間にか俺の話になっていた。

　なぜだ、俺がオークみたいだというのか。

　しかもあけすけな女子トークに花が咲いており、どうにも口を挟みづらい。

　それにしても、おそろしいまでのモテ期到来である。

「あー、ごほんっ。それはともあれオークの話だ。いいかミィナ──」

　俺は強引に話を戻しつつ、新人冒険者であるミィナに、オークと対たい峙じする際に必要な冒険者としての基礎知識を教えていった。

　オークはランクＦ＋という、なかなかの強さのモンスターだ。

　Ｆランクの一般冒険者では、一対一で戦えば敗北する公算の方が大きい。

　またＥランクの冒険者──すなわちロンバルディアを手に入れる前の俺のようなベテラン冒険者でも、ちょっとしたミスで簡単に敗北しうる相手である。

　オークの戦闘スタイルは、大型の棍こん棒ぼうを怪力で振り回してくるだけというもの。

　動きはやや鈍どん重じゆうだが、二メートル近い巨体から繰り出される攻撃の威力は凄すさまじく、並の冒険者ならば一撃もらえば致命傷だ。

　さらに生命力も強く、並の戦士が一撃や二撃、攻撃を叩たたき込こんでもなかなか倒れてくれない。

　つまり──繰り返しになるが、一般冒険者にとってオークは強敵ということだ。

　ただその代わりにオークは、ゴブリンなどと比べると、あまり大きな群れは作らないことが多い。

　冒険者がオークと遭遇するとき、その数は通常、一体から二体程度。

　ゆえに一般冒険者がオークと遭遇した場合、一体のオークに対して二人以上の冒険者で応戦するのがセオリーだ。

「……にゃるほど。一対一で戦ってはいけないにゃか」

「ああ。特にミィナはまだ経験が浅い。無理をして戦うべき相手じゃない」

　俺はそのように、ミィナに冒険者の常識を教えた。

　だがそこに、非常識な才能を持つ剣士が、横から口を出してくる。

「ふぅん、なるほどぉ。普通の冒険者って、そういう風に考えるんだ。勉強になるなぁ」

　エレンがいかにも天才らしい、今度はさすがに嫌味とも聞こえる相あい槌づちを打ってきた。

　おそらく本人には、その自覚はないんだろうが。

「……ちなみにエレンは、オークと遭遇したらどう戦うんだ？」

「んー、普通に？　速さで翻ほん弄ろうするよ。一体や二体が相手だったら、一切直撃をもらう気はしないね。それにタフって言ったって、ボクの攻撃力なら一息で倒せるし」

「さすがは若き天才剣士、Ｃランク冒険者様だ。言うことが違う」

「どうも。褒め言葉として受け取っておくよ」

　そう言って、にこっと笑いかけてくるエレン。

　才能がないやつのやっかみにも慣れているらしい。

　一方で俺の方は、いまだにどうも僻ひがみ根性が残っているようだ。

　長年かけて培ってきた性根は、なかなか直るもんじゃないな。

「悪い、エレン。言い過ぎた。今のは忘れてくれ」

「ううん、いいよ。ボクもなんか、気に障さわることを言っちゃったんでしょ？　よくあることだから」

「お前さん、本当にサバサバしてるな。若いのにたいしたもんだ」

「えへへーっ、どうも」

　またにっこり笑いかけてくるエレン。

　そんな笑顔もかわいいと思っちまうんだから、美人ってのは得だなと思った。

　そんな話をしながら進んでいると、やがて目的の場所と思しき洞窟が見えてきた。

　俺たちは木の陰に隠れるようにして、洞窟の入り口を覗のぞき見みる。

　洞窟の前には、一体のオークが立っていた。

　見張りなのだろう。

　それを見たエレンが、俺に言う。

「一体だ、ちょうどいいね。──じゃあダグラス、一人で行ってアレと戦ってきて」

「ま、そう来るだろうな」

　俺は聖斧ロンバルディアを肩に担ぎなおして、立ち上がる。

　一方、そんなエレンと俺の様子を見て、首を傾げたのがミィナだ。

「にゃっ……？　オークは一対一で戦ったらいけない相手だったんじゃなかったにゃ？」

「うん、そうだよ。でもダグラスが言ったそれは、『ＦランクやＥランクの普通の冒険者だったら』の話だ。ダグラスはＤランクの冒険者になるための申請を出したんだから、それにふさわしいだけの実力を見せてもらわないといけない」

「あー、にゃるほど」

　エレンから説明されて、ミィナは腑ふに落ちたという様子で見守りモードに入った。

　それを見たエレンが、少し不思議そうな顔をする。

「ねぇミィナ、ダグラスのことが心配じゃないの？　ボクが聞いた話だと、彼はここ二十年ぐらい、万年Ｅランク冒険者のままだったって話だよ。それなのに……ダグラスのことを信じているってこと？」

「んにゃ、心配じゃないかって言ったら、ミィナはこの目で見たわけじゃないから、ちょびっとだけ心配にゃ。でも多分、ダグラスは噓をついていないから、大丈夫にゃ」

「……？」

　ミィナの返事を聞いたエレンは、なおも首を傾げていた。

　俺はそんなエレンに声を掛ける。

「じゃ、行ってきていいか？」

「う、うん、いいけど……ダグラスもあまり、気負った様子じゃないね。ボクも危ないと判断したら助けには入るつもりだけど、それが間に合うかどうかは分からないよ？　冒険者は自分の命は自分で守る。それがランクアップ試験でも変わらないのは、知ってるよね？」

「ああ、もちろんだ」

「それならいいんだけど……」

　エレンはやはり、不思議そうに首を傾げる。

　まあ、Ｄランクへの昇進試験に万年不合格の俺がこの状況で余裕を見せていたら、不思議には思うか。

「んじゃあ、行ってくるぜ。よく見てろよ、エレン検定員」

　俺はそう言って、それまで隠していた闘気をむき出しにする。

　すると──

「──っ!?」

　びくんっと、エレンが震えた。

　天才剣士の少女は弾はじかれたように腰の剣に手をかけ、慌てて周囲を見回す。

　その手がカタカタと震えていた。

　エレンは周囲のどこにも脅威を見つけられなかったのか、最後に俺の方を見る。

　そして驚きよう愕がくの表情を浮かべて、怯おびえるように一歩、二歩と後ずさった。

「なっ……何が……なんで……!?」

　俺はそんなエレンにニヤリと笑って返すと、見張りのオークの方へと向かってのんびりと歩いていった。
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　俺は森の木々の陰から出て、洞窟の入り口に一人で向かっていく。

　見張りのオークは、すぐに俺に気付いた様子を見せた。

　だが洞窟の奥に逃げ込むことも警告の声を投げることもせず、その豚面にニタァっとしたいやらしい笑みを浮かべて、棍棒を片手に鼻息荒く俺の方へと向かってきた。

　オークは凶暴で残ざん虐ぎやく、そして愚ぐ鈍どんなモンスターだ。

　やつらは弱者に対して暴力を振るう絶好の機会を、逃そうとはしない。

　敗北が明白であるならともかく──人間の戦士が一人で現れたなら、たいていのオークは命の危険に怯えることよりも、思うままに暴力を振るう残虐な楽しみを優先する。

　そしてエレンのような、俺の闘気を身に浴びて恐怖するほどの鋭えい敏びんさも持ち合わせていない。

「──フゴォオオオオオッ！」

　オークは俺の前まで一目散に駆け寄ってくると、その手の棍棒を振り下ろす。

　単純だが、鎧よろいを着た戦士を一撃で、物言わぬ肉塊へと変える威力を持った攻撃だ。

　俺はそれを、左手を前に出して受け止めようとする。

「──バ、バカ！　何やってんだよ、よけろ！　相手はオークだぞ！」

　エレンはまだ混乱しているようで、背後からそんな声を投げてくる。

　シャリッと剣を鞘さやから抜く音と、駆け寄ってくる足音が聞こえてきた。

　だがそんなエレンの心配をよそに、オークの棍棒の一撃は、俺の手のひらでしっかりと受け止められた。

　ずしっと重たい衝撃が左腕に伝わってきたが、どうということはない。

「はあっ……!?　な、なんで……!?」

　エレンの困惑した声が聞こえてくる。

　一方でオークもまた、同様に困惑しているようだった。

　自慢の腕力によって一撃で叩たたき潰つぶされるはずだった人間が、腕一本へし折られることもなく平然と立っているのだ。

「──フゴォオオオオオオッ！」

　オークは棍棒を両手でつかみ、力いっぱいに俺を押し潰そうとしてくる。

　その両腕の筋肉が盛り上がり、ビキビキと血管が浮き上がった。

　だが当然、俺はぴくりとも押されない。

「あきらめろ。俺の方がパワーは上だ、圧倒的にな。──ほらよ」

「フガッ……!?」

　俺はオークの棍棒を、少し弾みをつけて、闘気を乗せた片腕の腕力だけで押し返した。

　オークはそれで押され、後ろ向きによろめく。

「──くたばれ」

　俺はそこに、右手に握った聖斧ロンバルディアを振り下ろした。

　一撃両断。

　頭頂から股下までが真っ二つになったオークの体は、血を噴き出しながら左右に分かれて倒れていった。

　オークは人間を殺すし、人間はオークを殺すものだ。

　邪悪な性格を持つオークとは、人類は古来より命の奪い合いをしてきたのだから、そこに躊躇ためらいはない。
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「……ふぅ」

　俺は戦闘が終わって一息をつく。

　それを見ていたエレンが、さらなる驚きの声を上げる。

「うっそぉ……!?　オークを上から下まで、真っ二つ……!?　ゴブリン相手じゃないんだよ……!?」

　俺はそんなエレンの方へと振り向いて、ニッと笑いかける。

「どうだ、エレン検定員。あんたの目から見て、俺の実力はＤランク合格ってことでいいか？」

「いや、ていうか……えっ、意味が分からない。何なのこれ、どういうこと？　ボク、騙だまされていたの？　ドッキリ？　ていうかダグラス──キミはいったい、何者なの？　こんなの、まるで──」

　エレンはぽかんとした顔で──それと同時に、陶とう酔すいしたような目で俺を見つめていた。

　それは憧しよう憬けいする英雄を見るような、そんな眼まな差ざし。

　俺はそんなエレンに、少し格好をつけて答える。

「別に何者でもないさ。長年地道に冒険者を続けてきた、しがないおっさん冒険者だよ。ちょっとばかり途方もない幸運に遭遇しただけのな」

「……はぁ、幸運」

　エレンはなおも腑に落ちないという様子で、ぽかーんとしていた。




　俺たちはその後、洞窟に潜ひそむ残りのオークを掃そう討とうして回った。

　念のためにミィナが前に立ち、罠に気を付けながら洞窟を進んで、オークに遭遇したら俺が前に出て蹴け散ちらし薙なぎ払はらう。

　その様子を後ろで見ていたエレンは──

「ははは……なんだこれ……。オークの群れが、一人のＥランク冒険者の手で虫けらのように薙ぎ払われていくとか、意味が分からない……。これじゃボク、とんだ道化だよ……は、ははは……」

　などと、光彩を失った瞳ひとみとともに半笑いになっていた。

　そして見張りから数えて四度目のオークとの遭遇で、群れのリーダーと思しきオークの上位種に出遭った。

　一丁前に魔法使い風のローブを着て、首飾りをじゃらじゃらと下げ、杖つえも持ったオークだ。

　俺はそいつも、取り巻きの二体の通常オークとともに、適当に薙ぎ払った。

　その際、初級の攻撃魔法ファイアボルトを一発だけ撃ち込まれたが、少し火傷やけどをした程度で、それも【治癒能力】ですぐに癒された。

　俺は群れのボスと思しき魔法使いオークと取り巻きを倒し終えると、その行き止まりの広間で、ミィナとエレンの方へと振り返る。

「これで、この洞窟のオークは全部ってとこか」

「だと思うにゃ。この洞窟には、ほかに道はなかったにゃ。ここが終点のはずにゃよ」

「じゃあ依頼達成でいいな。──エレン、もう一度聞くぜ。Ｄランクへの昇進試験は、合格ってことでいいか？」

「……はぁ。当たり前じゃん。こんなのを見せられて、ボクにどう不合格にしろと……」

　エレンはがっくりと肩を落として、大きくため息をついていた。

　だが、それからエレンは、その拳こぶしをぐっとにぎる。

　それからキッと、決意を秘めた眼差しで俺を見つめてきた。

　ん、なんだ……？

　俺が疑問に思っていると、エレンはつかつかと、俺の前まで歩み寄ってくる。

　そして俺よりも幾分か背の低いエレンは、毅き然ぜんとした目で俺を見上げて言う。

「ダグラス。あなたに頼みがある。ボクのお願いを聞いてほしい」

「お、おう。何だか分からないが、聞くだけは聞くぞ」

　なんだなんだ。

　エレンは何か深刻な事情でも抱えていて、その解決を俺に手伝ってほしいとかそういう頼みだろうか。

　などと思っていたのだが──

　次にエレンの口から出てきたのは、俺が予想だにしていなかったものだった。

「ダグラス──ボクをあなたのお嫁さんにしてほしい！　ミィナの次、二番目でいい。ボクはあなたに心底惚れたんだ。ぞっこんなんだ！　ボクはあなたに蹂じゆう躙りんされたい！　めちゃくちゃにされたい！　お願いだ──ボクをあなたのお嫁さんにしてくれ！」

「……はあ？」

　俺が間の抜けた声をあげたのは、無理からぬことだったと思う。
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「……えーっと、すまん。もう一度言ってもらっていいか？　おそらく俺は今、幻聴を聞いたと思うんだ」

「分かった、何度でも言うよ。──ダグラス、ボクをあなたのお嫁さんにして、あなたの欲望のままに、ボクをめちゃくちゃのぐちゃぐちゃにしてほしい。ボクは運命を感じたんだ。ボクはあなたに、ボクのすべてを蹂躙されるためにこの世に生まれてきたんだって」

「ああ、分かった。二度聞いても何も変わらなかった。むしろ悪化した」

　困ったことに、エレンはまっすぐで真しん摯しな目をしていた。

　胸に手を当てて、俺に向かって本心を訴えかけてきているという様子だった。

　話を整理しよう。

　エレンはどうやら、俺に惚れたらしい。

　自分より強い男にしか興味がないと言っていたし、【カリスマ】の効果も考えれば、まあそういうこともあるだろう。それはいい。

　だからエレンは、自分を俺のお嫁さんにしてほしいと言ってきた。

　話が性急すぎる気がするが、まあこれもいいとしよう。

　問題はその先だ。

　蹂躙されたい？

　俺の欲望のままに、めちゃくちゃのぐちゃぐちゃにしてほしい？

　ちょっと意味が分からない。

　いや、本当は分かる。

　ようは彼女が、そういう性癖の持ち主なのだろう。

　自分より強い男に乱暴にされたいという、そういうマゾヒスティックな何かの願望の持ち主。

　──結論。

　エレンは若き天才剣士と見せかけて、若き天才剣士（ド変態）だった。

　しかし俺の返事を聞いたエレンは、恥ずかしそうに頰を染めて、もじもじとする。

「ううっ……やっぱり、ボクみたいな女子がこういうことを言うと、男の人って引いちゃう……？　ボクも自分がどうやら、普通じゃないのは分かっているんだけど……」

「あー……いや、うん、まあ……悪いけど、引くは引くな」

「うぅぅっ……そんなぁ……。勇気を出して、ボクの全部をさらけ出して告白したのにぃ……」

　がっくりと肩を落とし、絶望した様子を見せるエレン。

　可か哀わい想そうと評価するべきなのかどうなのか、よく分からない。

　だが──

（かわいいは、かわいいんだよなぁ……）

　俺はそんなエレンの姿を、つい注視してしまう。

　まず顔は、飛び切りかわいい。

　艶つやのあるポニーテールの黒髪に、黒の瞳をたたえたぱっちりとした眼差し。

　ややボーイッシュな中性的容姿ではあるが、顔立ちは文句なく整っている。

　体つきも魅力的だ。

　スポーティで瑞みず々みずしい肢し体たいに、派手さはないが出るべきところはほどよく出て、引っ込むべきところはほどよく引っ込んだ魅惑のボディライン。

　装備は剣士らしく、金属製の胸当てと片手剣一本だけを携えた軽装のもの。

　あの胸当ての下には、柔らかさと弾力のある豊かな双丘が収まっているはずだ。

　俺はごくりと唾つばを飲む。

　あの麗しい体を思うままにむさぼれたら、蹂躙できたら、どれだけ満たされるだろう。

　──って、待て待て。

　俺はいったい何を考えているんだ。

　今朝に初めて出会ったばかりの少女を、欲望のままにめちゃくちゃにすることを想像しているなんて。

『……うん？　わが主よ、何を迷っておる。自らおぬしにその身を捧げようという乙女が、目の前に現れたのじゃぞ？　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥じゃ。それに多くの美しき女おな子ごを侍はべらせるは覇者の器よ。英雄色いろを好むというじゃろう』

「すまん、ロンバルディア。お前は黙っててもらえるか？」

『ぶーっ。わが主よ。我への扱いがちょっと冷たくないかの』

　ロンバルディアが例によって悪の道に引きずり込もうとしてくるので、聞かなかったことにする。いや、悪の道は言いすぎかもしれないが。

　俺はいろいろと迷った末に、エレンに言葉を返す。

「あー……エレンのことはその、少し個性的だが、魅力的だとは思っている。男の欲望としては、抱きたいし、乱暴にもしたい。……いや、何を言っているんだ俺は。だがそれはそれとして、お前さんはもうちょっと自分を大切にした方がいいと思うんだが……」

「自分を大切にするからこそ、ボクは自分に素直になりたいんだ！　自分が本当にやりたいことを一生我慢して、それが自分を大切にするってことなの!?　ねぇ教えて、ダグラス！　ボクは本気なんだ！」

「いや、それはその、だな……」

　見事に論破されてしまった。

　こっちに信念がなく、向こうに信念があるんだからしょうがないのだが。

　ていうかひょっとして、俺が間違っているんだろうか……？

　ダメだ、混乱してきた。

　ひとまずあれだ、矛ほこ先さきを変えよう。

「いやしかし、俺にはミィナが──」

　俺はそう言って、ちらりと我が彼女の方に助け舟を求める。

　この国では、たしかに一夫多妻は禁止されてはいない。

　だが現実には、自分一人を愛してほしいという女性も少なくはないだろう。

　エレンは二番目でいいとか言っていたが、ミィナが嫌なら──

　そう思って、俺は図らずも肉体関係を持ってしまった、歳の差の大きな恋人の方を見たのだが。

　しかしミィナは、ぽりぽりと頰をかいてあさっての方角を見ながら、こんな言葉を返してきた。

「あー、ミィナは構わないにゃよ。ていうか、性欲が強すぎて絶倫なダグラスの相手をミィナだけでやっていたら、ミィナが壊れちゃうにゃ。だからミィナは、ダグラスのお嫁さんが増えるのは大歓迎にゃ」

「なん……だと……!?」

　驚いたことに、我が彼女からの許可が下りるどころか、歓迎されてしまった。

　ていうか、なんかすまんミィナ。

　昨日は俺も、少しやりすぎたと思う。でも止まらなかったんだ、すまない。

「ほら、ミィナだってこう言ってるよ。──お願いだよ、ダグラス。ボクをあなたの女にして！　ダグラスが望むことは何でも──いや、何でもはちょっとアレだけど、できる限り頑張るよ！　だから──お願いします、このとおり！」

　エレンは最後には、俺のことを拝んできた。

　なんというか、話が右から左までおかしくて、何をどう判断したものやらまったく分からなくなってきたんだが──

　正直に言って、もう断る理由が何もなかった。

　というか、なんで断ろうとしていたのかすら分からなくなってきた。

　なので俺は、こう答えていた。

「わ、分かった。とりあえずその、『お嫁さんにしてほしい』っていうのは、受け入れようと思う。ただひとまず、お付き合いから始めよう。あとめちゃくちゃにとか、蹂躙とか、そういうあれは、また別に考えような」

「ホントっ!?　やったあ！　ありがとうダグラス！　ボク、頑張ってダグラスに尽くすよ！」

　エレンはそう言って、俺に抱きついてきた。

　女の子のいい匂い──ミィナと似ているけど少し違う──がして、俺はついエレンを抱き寄せて、その頭をなでてしまう。

　エレンはえへへっとはにかんで、俺の腕の中で嬉しそうにしていた。

　……かわいいなぁ。

　性癖が少し残念だが、それでも正直なところ、めちゃくちゃかわいいと思う。

　こんな子が、そんじょそこらの兵士や冒険者では束にならないと敵かなわないＣランクの天才剣士だって言うんだから、世の中よく分からない。

　だがこれで、俺には二人目の若くて美人でかわいらしい彼女ができてしまった。

　ちょっと幸福度が天井を突き抜けて戻れなさそうなところまで来ているんだが、大丈夫かこれ？
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　オーク退治を終えた俺たちは、まず村に戻ってその旨を報告。

　倒したオークどもの姿を村人にも確認してもらって、クエスト達成となった。

　ちなみに村までの帰り道、ロンバルディアからこんな報告があった。

『わが主よ、ちと遅れたが朗報じゃ。我の格レベルがまた一段向上して、【鬼神化】のスキルを獲得したぞ』

「【鬼神化】……？　どんなスキルだ？」

『うむ。このスキルを使うと、一時的にだがおぬしの闘気量が爆発的に増え、大幅に戦闘能力が向上する。パワー、スピード、タフネスいずれも普段の比ではなくなるの。効果時間は三分間じゃ』

「……いや、待て。これ以上、単純な戦闘能力が上がるのか。使いどころあるかそれ？」

『そんなことは我の知ったことではないわ。──だがわが主よ、覚えておけ。このスキルにはおそろしい副作用がある』

「副作用？　どんなのだ」

『スキルの使用後しばらくの間、おぬしの男としての本能が肥大化し、理性が隅に追いやられる。より具体的に言うと、性的欲望に抑えが利かなくなる。おぬしの鞘となるべき者がおらぬときは、近隣の街や村で見境いなしに何人もの女を襲うことになるぞ。重々気を付けろ』

「……いや、いやいやいや。それめちゃくちゃヤベェやつじゃねぇか」

『うむ、ヤバいやつじゃ。ま、このスキルはなるべく使わぬに越したことはないの。それでも使うつもりならば、鞘となる者は我のほかに三人は用意しておけ。一人や二人では壊れるぞ』

　新しいスキルを獲得したかと思ったが、そんなことはなかった。

　こんなスキル、使い物にならん……。

　ちなみに鞘がどうとかは、なんとなく意味が分からないでもないが、聞かなかったことにしようと思う。

　本当にどこが聖斧なのかと問い詰めたい。性斧の間違いじゃないのかと。

　まあ、さておき。

　オーク退治のクエストを完了した俺たちは、街へと戻り、冒険者ギルドでクエスト達成の報告をして報酬を受け取った。

　そして俺のＤランクへの昇進も認められた。

　エレンの話によるとギルドに認めさせるのにひと悶もん着ちやくはあったらしいが、「疑うんだったら最初からボクを検定員にしないでほしいんだけど？」と強めに出たら、Ｄランクぐらいならいいかということで通ったらしい。

　まあ万年Ｅランクだった俺が、たった一人でオークの群れをバッタバッタと薙ぎ倒したのだと率直に報告したらしいので、疑われるのも無理からぬところではあった。

　この調子だと、Ｃランクへの昇進試験は直接ギルドマスターに検定員をやってもらうぐらいはしないと難しそうだな。

　その後エレンは、当たり前のように俺たちのパーティに加わった。

　これでうちのパーティは、Ｄランクの俺、Ｆランクのミィナ、そしてＣランクのエレンという三人パーティになったので、受けられるクエストの幅はかなり広がった。

　それにしても、なんともランクが凸デコ凹ボコのパーティだ。

　通常、パーティを組むのは同程度の実力の者同士になるのが一般的なので不思議な感じではあるが、実質のところ俺とその嫁たちというパーティなので仕方がない。

　そして、クエストを完了してＤランクへの昇進も決まったら、酒場に繰り出して三人で飲み会だ。

　ミィナ、エレンという二人のかわいらしい彼女と過ごすひと時は、とても楽しい時間だった。

　そんな時間もやがては過ぎ去り、夜も遅い時間となって──





　　　　＊＊＊






　気が付いたら俺は、エレンと二人で、いかがわしい宿の一室にいた。

「こ、来い、ダグラス……！　ボクだって、そう簡単には負けないからな！」

　エレンはギシギシアンアンするための大型ベッドの上で、緊張した面持ちで正座をしていた。

　なお彼女、普段通りの衣服の上に、なぜか防具まで身に着けている。

　どう考えても、いかがわしい宿のベッドの上という状況に適した格好ではない。

　いったい何がどうしてこうなったんだったか……。

　ダメだ、記憶がもう一つ定まらない。

　酒場でミィナやエレンと飲んでいるときに、なんか話の流れでこうなった気がするのだが。

　ちなみにミィナはいない。俺とエレンの二人きりだ。

　そして俺自身も今、だいぶ酔っていて、細かいことを考えるのが面倒になっていた。

　いかがわしい宿に、成人男女二人。

　相手は身に着けているものこそ謎だが、この場にふさわしい行為に及ぶことに同意をしているのは間違いない。

　だったら、やることは一つだ。

「エレン。お前は乱暴にされるのが好みだったな」

　俺はベッドの上に正座したエレンの前に、彼女を見下ろすように立つ。

　エレンは俺を見上げ、ごくりと唾を飲んだ。

「う、うん。ボクはダグラスみたいな、ボクよりも圧倒的に強くて格好よくて体の大きな男の人に、為なすすべもなく組み敷かれたい。ボクも女なんだって、思い知らされたいんだ」

「分かった。だったら襲ってやる。後悔するなよ」

「うん。ボクが決めたことだ、絶対に恨んだりはしない。あ、でも……乱暴にしてほしいっていっても、あんまり、暴力とかはしないでくれると……」

「注文が多いな。難儀なやつだ」

「ご、ごめんなさい。ボク……わがままで……」

「そんなわがままなエレンには、お仕置きが必要だな。お前をたっぷりと犯して、躾しつけてやるよ」

「ふぇえええっ……。な、なんかダグラス、昼間と雰囲気が違うよ。でもそんな野性的なダグラスも、格好いいかも……」

「うるせぇ。これから犯されるやつが、ごちゃごちゃ抜かすんじゃねぇよ──」

　俺はエレンに、野獣のように襲い掛かった。

　少女の唇を無理やりに奪い、舌でその唇をこじ開けて、口内を犯していく。

「んむぅうううっ!?　……んぶぅっ……んはっ、あむぅっ……んふぅうううっ……！」

　エレンの唇は、柔らかい。

　口内も温かくて、Ｃランクの天才剣士であることなど一切関係ない、一人の少女を感じさせる。

　俺はエレンの背に腕を回し、少女の華きや奢しやな体を乱暴に抱き寄せる。

　少女はびくっと震え、抗あらがう余地もなく俺に抱かれていく。

「んふっ……はっ……あむっ……んふぅっ……」

　エレンの舌が、俺の舌に絡んでくる。

　ぴちゃぴちゃといやらしい水音が鳴り、互いの唾だ液えきがねっとりと絡み合う。

　俺は一通りエレンの口内を犯すと、少女の唇を解放した。

「ふぅっ……淫乱だな、エレン。それでも初めてか？」

「ぷはぁっ……い、言わないでよぉっ……ボク、ずっとこうされるのが、夢だったから……ボクを無力な女の子にしてくれる人を、ずっと探してた……」

「王都にはお前より強いやつなんて、いくらでもいるんじゃないのか？」

「いくらでもはいないよ……。それに、強ければ誰でもいいってわけじゃない……。初めて、ボクが想おもい描えがく理想の人に出会ったんだ。だから──」

「だから犯せか？　やっぱ淫乱じゃねぇか」

「んんっ……！」

　俺はエレンの首筋に舌を這はわせながら、彼女の胸当ての下に手を入れ、そこにある双丘を衣服の上から揉もみしだいていく。

　柔らかくて弾力のある胸を揉んでいくほどに、エレンは感じやすいのか、びくびくと震えて荒く淫いん靡びな息を吐いていく。

「はぁっ……はぁっ……や、優しすぎるよ、ダグラスぅ……もっと激しく、乱暴に……んんんっ！」

「ったく、どうしたらこんな淫乱な娘ができるんだかな。だいたいお前、なんで鎧なんか着けてんだよ」

「あんっ、んんっ……こ、これは……このほうが、普段のボクを……剣士としてのボクを、犯されてる気がするから……」

「はっ。本当に救いようのねぇド変態だなお前は。だったらオークのねぐらにでも単身乗り込んで、犯されてくればいいだろ」

「あんんっ……オークじゃ、ダメなのぉっ……！　ダグラスじゃないと……はぁっ、はぁっ……優しくて、乱暴な人じゃないと、ダメ……でも、言葉責めも、好きぃっ……んあぁあああっ！」

　衣服を押し上げて勃ぼつ起きしてきた乳首を指先でつまんでやると、剣士の少女はひときわ大きな喘あえぎ声ごえを上げる。

　さらに乳首をこりこりといじってやれば、エレンはぶんぶんと頭を振って取り乱す。

「やあぁっ……！　や、優しいよ、ダグラスっ……！　もっと……もっと乱暴に……ボクをめちゃくちゃにしてよぉっ……！」

　しかし注文が多いったらない。

　乱暴にするのはいくらでもできるが、限度を忘れそうで怖いんだよな。

「チッ……おら、ベッドに横になれよ。望みどおりに犯してやる」

「う、うん。……あの、鎧は着けたままでもいい……？」

「そのまま犯されたいんだろ。つべこべ言わずに横になれっつってんだよ」

「えへへっ、分かった」

　エレンはそのままの格好で、ベッドの上に横たわる。

　そして何かを期待するような目で、じっと俺を見つめてきた。

「くそっ──望みどおりにめちゃくちゃにしてやるよ、エレン！」

　我慢できなくなった俺は、剣士の少女に再び襲い掛かった。
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　俺はベッドに横たわるエレンの上にのしかかり、かわいらしい剣士の少女を思うままにむさぼっていく。

「んあっ……はぁっ、はぁっ……や、めっ……んむぅっ……！」

「はぁっ、はぁっ……へへへっ……こうしてほしかったんじゃねぇのか、剣士様よぉ」

「んはっ……！　ちょ、ちょっとダグラス……なんか変質者っぽいよ……ていうか、三下のチンピラっぽいよぉ……」

「うるせぇ。エレンのやりたいことばっか聞いていられるか。こっちのやりたいこともやらせろ」

「うぅぅっ……わ、分かったよぉ。……そんなに外れてないし……いいよ、それでも」

　エレンは照れたような上目遣いで、そう言ってくる。

　クッソかわいいな、ちくしょう。

　ていうかこいつ、俺に尽くすとか言っていたような気がするが……まあいい。

　エレンが自分の変態的欲望を満たそうとするなら、俺だってそうしよう。

　こいつが本気で嫌がらない範囲で、だが。

「んぶっ……はっ……あんっ……んんっ……」

　俺は仰あお向むけのエレンに覆いかぶさり、無理やりにその唇を奪う。

　両手は胸当ての下に潜り込ませて、柔らかく弾力のある胸を揉みしだいていく。

　エレンは気持ちよさそうに感じ入りながら頰を染め、もどかしそうに身をよじる。

「ぷはっ……おいおい、どうした剣士様よぉ？　ずいぶんと気持ちよさそうじゃねぇか。俺の愛あい撫ぶがそんなに気にいったか？」

「はぁっ、はぁっ……そ、そんなわけ、あるか……ボクはこんな愛撫なんかに、絶対に負けない……んんんっ……！」

「いいぜ、その強気がいつまでもつか、試してみようじゃねぇか」

　エレンはこっちのノリに合わせて、演技を始めたようだ。

　いかん、これは楽しいぞ。

　俺は胸当ての下から両手を引き抜いてエレンの上から体を退どかすと、少女のズボンのベルトを外していく。

　エレンが穿はいているのは、太ももが露あらわになるハーフパンツだ。

　ベルトを外し、ハーフパンツのホックも外すと、俺は右手でエレンのお腹をまさぐってから、ズボンの中に手を突っ込んでいく。

「ま、待て……！　お前、何をする気だ!?　ボクのそんなところに、手を突っ込んで……や、やめっ──んぁあああっ！」

　──くちゅり。

　俺がエレンの下着の内側に直接手を入れて、少女の大事な部分に指を突っ込むと、エレンはポニーテールの黒髪を揺らしてびくんっとのけぞった。

「はっ、何がやめろだよ。ここをこんなにぐちゃぐちゃにしやがってよぉ。期待してるんだろ剣士様。なあ、正直に言えよ？」

「んぁああああっ！　ち、ちがうっ……ボクは……そんなっ……！　──んやぁあああっ、ボクの中、かき回さないでぇっ！　あぁああああっ！」

　俺がエレンの大事なところを指でひっかき回してやると、剣士の少女は身を振り乱してよがり狂う。

　俺はぐちゃぐちゃに濡れそぼったエレンのそこを、さらに激しく指で攻撃していく。

「おらおら、犯されて気持ちいいんだろ！　言えよ！　本音を言っちまえ！」

「んぁあああっ、違うっ、ボクはっ、そんなっ、犯されてっ、気持ちいいなんてっ、気持ちいいなんてっ、だめっ、だめっ、だめっ、だめっ──だめぇえええええええっ！」

　かわいらしい絶叫の声とともに、エレンの体がびくんっと、大きくエビ反りになった。

　そして──

　じゅわぁあああああっ……。

　湯気の立つにおいある液体が、エレンが穿いているハーフパンツの股間部に広がった。

　エレンは持ち上げていた腰を力なくベッドの上に下ろし、はぁはぁと荒く吐息しながらその全身をぐったりとさせる。

　ベッドのシーツの上にも、液体の染みが広がっていった。

　俺はエレンのズボンの内側から手を引き抜き、その手をぷらぷらと振ってみせる。

「おいおい、剣士様が漏らしやがったぜ。たまんねぇな」

「はぁっ……はぁっ……うぅぅっ、ご、ごめんダグラス……ボク、我慢できなくて、お漏らししちゃった……」

　エレンは恥ずかしいのか、自分の腕で目のあたりを隠す。

　その頰は真っ赤に染まっていた。

　……いや、急に素すに戻るなよ。俺が気まずいよ。

　仕方ないので俺は、綺き麗れいな方の左手でエレンの髪をなでつつ、少女に向かって聞く。

「どうする、エレン。今日はこれでもう、やめておくか？」

「……ダグラスは、どう？　っていうか、ボクばっかり気持ちよくなって、ダグラスは全然満足してないよね……？」

「まぁな。正直下の方は、エレンを犯したくてたまらない。バッキバキだ。だがエレンがもう無理って言うなら、我慢する」

「えーっ、ダグラスそれって、ちょっと紳士すぎない？　ボク、男の人ってもっとケダモノだと思ってたんだけど。ていうかミィナから聞いてた話と違うな。ダグラスが興奮すると、見み境さかいのない野獣になるって話だったのに。……ボク、ミィナと比べてそんなに魅力ない？」

　上目遣いのエレンにそう言われて、俺の中でプチンと何かが切れてしまった。

　あーあ。

「エレン、それもう無理だわ。俺のわずかに残っていた理性、今の一言で消し飛んだ。挑発したお前が悪い」

「へっ……？」

　目を丸くするエレンの前で、俺は自らのベルトを外し、ズボンと下着を脱ぎ捨てる。

　エレンを犯したくてたまらない、俺のバッキバキにそそり立ったモノが、少女の前に姿を現した。

　エレンは俺の顔とモノとを交互に見て、額から汗を垂らす。

「あ、あの……ダグラス……目が、怖いんだけど……？　あと、おちんちんもちょっと、やる気満々すぎないかな。太くて硬そうだし、びくびくってしてるし、血管とか浮き上がってるし……」

「……めちゃくちゃのぐちゃぐちゃに犯してほしいって、言ってたよな、エレン」

「いや、言ったけど……そのぉ……ボクもちょっと、怖くなってきたっていうか……」

「……もう遅い」

「あはは、で、ですよねー……」

　俺は怯えるエレンのハーフパンツに手をかけ、下着ごと、ひと思いに引きずりおろす。

　天才剣士の少女のぐちゅぐちゅに濡れそぼった蜜みつ壺つぼが、その姿をあらわにした。

　俺はベッドに仰向けになったエレンの股を開き、その前に陣取る。

　剣士の少女の細い腰を両手でつかみ、自らのいきり立ったモノをそこに照準した。

「あはは……ボク、ダグラスに本当に犯されちゃうんだね……」

　ごくりと唾を飲むエレン。

　少女は怯えと期待が入り混じった瞳で、結合部を見ていた。

「行くぜ、エレン。お前はもう、俺のものだ」

「うん……いいよ、ダグラス。ボクをたくさん犯して……？」

「ったく、かわいすぎるんだよお前は」

　俺はぐぐっと、エレンのそこに、いきり立ったモノを押し込んでいく。

　俺の両手に腰を捕まえられたエレンは、びくんっとその背をのけぞらせる。

「──んぁあああっ！　……痛いったぁ……！」

「おい、大丈夫か」

「へ、平気……。ていうか……優しくしなくても、いいよ……。ボクを……めちゃくちゃにしたいんでしょ……？」

「……ああ、そうだな」

　それはお前が最初に言ったんだろ、と思ったが、言わないでおく。

　なんかもうこいつ、自己矛盾が激しすぎて、突っ込むのも可哀想だ。

　だからその代わりに、俺は自分のモノをエレンの中に突っ込んでいく。

「あっ……か、はっ……！　おっきい……よぉっ……！」

　奥までぶち込んだだけで、息も絶え絶えという様子になったエレン。

　だが俺は容よう赦しやしない。

　天才剣士の少女を蹂躙するため、腰を動かしていく。

「──んぁあああああっ！　あんっ、あんっ、あぁあっ、あああんっ……！」

　──ずちゅっ、ずちゅっ、ずちゅっ。

　俺が腰を打ち付けるたび、淫靡な水音が鳴り、剣士の少女が嬌きよう声せいを上げる。

「おらっ、どうした。抵抗はもう終わりか、剣士様よぉ！」

「やあっ、あんっ、あんっ……！　ボクっ、犯されてるっ……！　ボクの全部っ……蹂躙されてるっ……！　気持ちいいっ……ボクっ、気持ちいいよぉっ……！」

「はっ、とんだ淫乱の雌犬が！　おら、ワンって鳴いてみろよ雌犬！」

「わんっ、わんっ、あんっ……！　あんっ、わんっ、あんっ、あぅんっ……！」

　もはや最初に会った時の凜り々りしさはどこへやら。

　忠実な雌犬となったエレンは、ひたすらに快楽をむさぼり、喘ぎ声を上げる。

「ははっ、そうだ。いいぜ剣士様。その鎧姿のまま、もっと乱れろよ」

「ふわぁあああんっ！　だめっ、言わないで……！　でももっと言ってぇ！　ボクをもっとなじってぇ……！　あんっ、あんっ、あんっ、あっ！」

　──ぱんっ、ぱんっ、ぱんっ、ぱんっ！

　俺はエレンを犯していく。

　少女剣士はポニーテールの黒髪を振り乱し、あんあんと喘ぎ続ける。

　やがて俺たちの凌りよう辱じよく劇げき場じようも、佳か境きように入っていく。

「いいぜっ、剣士様……！　もう、そろそろだ。──選ばせてやる。中に出されるのと、顔にぶっかけられるの、どっちがいい」

「あんっ、あぅんっ、んぁあああっ……！　ど、どっちも、ほしいよ……！　中もっ……顔もっ……！　だけどっ……最初は、中っ……！　ボクの中に、出してぇっ……！」

「よしっ……！　じゃあ中だ。俺の種を、天才剣士様の中にたっぷり注ぎ込んでやるぜ」

「うんっ、来てっ……！　ダグラスの熱いのっ……！　たくさんボクの中にっ……ちょうだい……！　あんっ、あんっ、あんっ、あんっ──あぁあああああああっ！」

　エレンがイったのと俺が欲望を吐き出したのが、ほぼ同時だった。

　どくっ、どくっ、どくっ……。

　エレンの中に、俺の熱い粘液がたっぷりと注ぎ込まれていく。

「ふあっ……あああっ……！　入って、くるよぉっ……ダグラスの、熱いのぉっ……！」

　エレンは俺の欲望を受けながら、びくん、びくんと痙けい攣れんする。

　すべてを吐き出し終えた俺は、モノを引き抜く。

　下半身だけ丸出しでガニ股になった少女の大事なところからは、白濁した粘液がとろりと溢あふれ出だしていた。




　事が終わったあと、俺はエレンと二人、ベッドで抱き合い横になっていた。

　腕の中のエレンは、俺の胸に顔をうずめて、俺に甘えるようにしている。

　俺はそんな少女の髪を、優しくなでる。

「犯すとか蹂躙するとか言ってたわりには、案外普通の感じになっちまったな」

「そうだね。……でもダグラス、好きだよ。すっごく気持ち良かった。ボク、身も心もダグラスのものになったよ」

「噓つけ。お前はそんな殊しゆ勝しようなタマじゃねぇだろ。お前の心はお前のもの──お前はそういうやつだよ。どんなに従順な犬を装ってみたって、奔ほん放ぽうで自分勝手で、自分のやりたいようにするのがお前ってやつだ。違うか？」

「えーっ、なんかひどい言われよう。でもそれって当たり前じゃない？　ボクはボクのものだよ。ほかの誰かのものにはならない」

「まあ、そりゃな。でもしたら、身も心も俺のものってどういうことだよ」

「そんなの言葉の綾あやじゃん。なんかそんな気分だったって話」

「なるほど。だいたいそういうノリで話してるのかお前」

「えへへーっ。……ダグラス、好きだよ。またボクのこと、たくさん犯してね♡」

「おう、分かった。じゃあ第二ラウンドいくか」

「へっ……？　ま、待って……また、今すぐやるの……？」

「おう。さぁて天才剣士様よぉ、足腰立たなくなるまで、たっぷりと犯してやるぜぇ」

「ふぇえええっ……また今度のつもりだったのにぃ」

　──しばらくの後。

　ベッドの上には鎧姿のまま、顔も髪も身に着けているものも白濁まみれになり、すっぽんぽんの下半身からはたっぷりの白濁液を溢れさせた、めちゃくちゃにされた少女剣士の姿があった。

「あ……あ、あ……み、ミィナの言ってたことが、分かった……これは、一人で相手してたら、壊れりゅ……」

　俺はそんなエレンが横たわるベッドの脇に立ち、ぽりぽりと頰をかきながら、またやりすぎちまったかなーと思っていた。

　でも反省する気は、あまりなかった。
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　エレンと出会って初めてめちゃくちゃにした日から、一日休んでの二日後。

　俺は新たなクエストを探すため、ミィナとエレンの二人を連れて冒険者ギルドへと来ていた。

　だが掲示板の前でクエストを物色していると、そこで少々面倒くさい相手と遭遇した。

「よお、ダグラスのおっさん。まだ冒険者をやめてなかったのかよ」

「……ルークか。久しぶりだな」

　俺に声を掛けてきたのは、俺を前のパーティから追放した剣士の青年ルークだった。

　その剣士の青年には、二人の若い女性冒険者が侍はべるように寄り添っている。

　神官アデラと、魔法使いシェリル。

　この二人も、ルークに賛同して俺を追い出したやつらだ。

　女性冒険者二人を侍らせたルークは、俺を嘲あざけるように言う。

「いやぁ、おっさん無能だからさ、てっきり俺のパーティから追い出されて、傷心で冒険者をやめたとばかり思っていたよ。ていうか、よくおめおめと生きていられるよな？　俺がおっさんの立場だったら、役立たずだからってパーティを追い出されたら絶望して首吊つっちゃうね。いやぁ、恥を知らないっていいよな、長生きできて」
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　そのルークの言葉に同調して、神官アデラと魔法使いシェリルがくすくすと笑う。

　こいつら、相変わらず性格悪いな。

　というか、よく俺はこんなやつらと一緒にパーティを組んでいたものだ。

　人間関係だから多少の嫌なことはあると思って、一応は大人の自覚のある俺が水に流していたわけだが、こうして見ると麻ま痺ひしていただけなのかもしれない。

「にゃあ、ダグラス。こいつら何なんにゃ？　めっちゃくちゃ不愉快なんにゃけど」

「同感だよ。この男ってダグラスの知り合い？　ていうかバカなの？　付き従ってる後ろの女どももバカなの？」

「あー、すまん。俺の前のパーティメンバーだ。冒険者として才能はあるんだが、三人ともちょっとばかり性格が悪い」

　俺は寄り添って小声で話してくる二人の彼女に、同じく小声でそう返す。

　ミィナとエレンは「ちょっとどころじゃないにゃ」「ちょっとどころじゃないよね」と相槌を打っていた。

　だがそんな俺たちのやり取りが聞こえていない剣士の青年ルークは、ミィナとエレンの姿を認めると、さらにテンションが上がったという顔をした。

　そして美男子の青年は、大げさに両腕を広げて二人に向かって言う。

「おおっ、なんて美しくもかわいらしいお嬢さんたちなんだ。キミたちも冒険者かい？　俺の名はルーク。ひょっとして冒険者を始めたばかりで、この弱っちいおっさんとパーティを組むことになったのかな？」

　朗ろう々ろうと、謳うたいあげるように語るルーク。

　彼はミィナとエレンが啞あ然ぜんとしてることなど気付きもしない。

「よかったらキミたち、俺のパーティに来なよ。俺の方がこのおっさんより頼りになるし、いい想おもいもさせてあげられると思うよ？　なにせ俺は、この若さで冒険者ランクＤを認められた天才剣士だからね」

　ルークは胸元から、Ｄランクを示す冒険者証を取り出して、ミィナとエレンの二人に見せる。そしてきらりと白い歯を見せて笑った。

　いろいろとツッコミどころはあるのだが、まず俺の目の前で臆面もなくスカウトを始めるこの図太さがすごい。

　おそらくはミィナとエレンの容姿を見て、自分のハーレムメンバーに加えたいとでも思ったのだろうが……。

　一方で、ルークの語りを最後まで聞いたミィナとエレンの二人は、露骨に嫌そうな顔をした。

　というか、うげぇっと吐きそうな顔をした。

「……お前、なんにゃ。よく自分で天才とか言えるにゃね。恥ずかしくないにゃ？　それにお前がダグラスより頼りになる？　寝言は寝て言えにゃ」

「はぁっ……。ていうかＤランクぐらいで、よくもまあそこまで偉そうにできるね。それに悪いけど、ボクは新人冒険者じゃないよ。このとおりＣランクだから、キミより上。残念でした、自称天才剣士さん」

　エレンは胸元から、自身の冒険者証を取り出してみせる。

　Ｄランク以下の鉄製の冒険者証とは違う、銅製の冒険者証だ。

　それを目まの当あたりにしたルークは、ぎょっとした様子を見せる。

「は……？　き、キミみたいな子が、Ｃランク冒険者だって……!?　噓だろ……俺だって、先月にやっとＤランクになったばっかりだぞ……！　あ、ありえない！」

「ありえるの。どうせキミ、才能にあぐらをかいて日々のトレーニングをサボっていたんじゃないの？　──ていうかキミ、ボクより一つか二つぐらい年上でしょ。ぷぷっ、雑ざ魚こだね。絶望して首吊ったら？」

「な……んだと、この女ぁっ……！」

　エレンの挑発に、ルークが一気に沸騰した。

　安い挑発合戦だなぁ……。

　俺はため息をつき、エレンの肩をつかんで俺の方を向かせる。

「エレン、言いすぎだ。こいつと同じことをやってどうする」

「だぁってぇ。こいつダグラスのことをバカにするんだもん。許せないよ」

「あー、俺のためか。気持ちは嬉しい。ありがとうな」

「えへへっ。でもダグラスのためっていうか、ボクが許せないだけだけどね」

　エレンが甘えるように俺の胸にもたれかかってくるので、俺は少女の頭を軽くなでてやる。エレンはなおも嬉しそうに俺に寄り添ってきた。

　一方でルークは、信じられないものを見たという様子で一歩、二歩と後ずさる。

「な……何が起こっているんだ……!?　万年Ｅランクの無能のおっさんに……なんでこんなかわいい子が……!?　──い、いや、俺を雑魚とか言ったんだから、見た目がいいだけのクソブスだが、それにしたって……」

　それは意外と、至極まっとうな疑問だった。

　しかしこいつのブスの概念、ずいぶんユニークだな。

　対して、うろたえるルークの前に出て追撃を入れるのは、俺のもう一人の彼女だ。

「ていうかお前、万年Ｅランクって言うにゃけど、ダグラスはもうＥランクじゃないにゃよ。おとといＤランクになったにゃ。ほら」

　ミィナは俺の胸元にごそごそと手を突っ込んで、そこから俺の冒険者証をちゃらりと出してみせる。

　我が第一の彼女、やることがなかなか大胆である。

「なっ……!?　そんな、バカな……!?　おっさんの実力で、Ｄランクになんかなれるわけないだろ！　俺だって先月やっとＤランクになれたんだ！　あんたの実力は、俺が一番よく知っている！　いったいどんな不正をしたんだ、言ってみろ！」

　ルークはそう言って、俺に詰めてくる。

　さてどう答えたものかと思っていると、俺に寄り添ったもう一人の彼女から、ルークに向けて冷たい言葉が返った。

「不正なんてしてないよ。ダグラスの強さは、Ｃランクのボクが検定員としてちゃんと確認した。っていうか、本当はＤランクどころじゃないよ？　少なくともダグラスがボクより上なのは間違いない。ギルドの制度上、普通のランクアップ申請じゃ飛び級ができないから、ひとまずＤランクにしかできなかったけどね」

　エレンは事実を言ってやったぞざまぁ見ろとばかりに、ふふんと自慢げになる。

　しかし、それがまずかった。

「はっ……そうか、なるほどな。つまりダグラスのおっさんは、どうやったんだか知らないが、この自称Ｃランクの女を抱き込んで、そいつに検定員をやらせて自分をＤランクに上げさせたってわけか。へぇー、感心したよ。不正もこれだけうまくやればたいしたもんだ」

　ルークは冒険者ギルド中に聞こえるように、聞こえよがしに大声で言い放つ。

　ざわっ……。

　この早朝にクエストを探しに来ていた冒険者たちが、にわかにざわめき始めた。

「おいおい、あいつら不正をして冒険者ランクを上げているのか……？」

「ていうか、ダグラスがＤランクになった……？　あの万年Ｅランクの、真ま面じ目めだけが取り柄のおっさんがか……？　たしかに怪しいかもな……」

「だよな。あのおっさん、毎朝トレーニングとかして無駄に頑張っているみたいだったが、普通あの歳としになって能力が大幅に伸びたりしねぇだろ」

「いくら頑張っても成果が出ないから、ついにやっちゃいけないことに手ぇ出しちまったってわけか……。少し可か哀わい想そうだが、不正をやったのなら許されていいことじゃないな」

　事情を知らない周囲の冒険者たちが、ルークが放った根拠のない流言を信じ始める。

　その状況を受けて真っ先に焦り、憤いきどおったのはエレンだ。

「はあっ……!?　バッカじゃないの!?　ボクは何も不正なんてしてないし、ダグラスももちろんそうだ！　──おいお前、ルークとかいったな！　そこまで侮ぶ辱じよくするなら、ここでお前とボク、どっちが上かやり合うか!?　それだけの侮辱をしたんだ、覚悟はできているんだろうな！」

　憤慨したエレンは、ついに腰の剣に手をかける。

　だが、いくら状況が理不尽に傾いていても、それはダメだ。

　俺はエレンを止めようとしたが──そのときだった。

「そこまでだ。あんたたち全員、それ以上手も口も動かすんじゃないよ」

　ギルドの奥から、肝っ玉母さんと呼ぶのがふさわしい容姿の年配女性が、ずかずかと歩いてきた。

　この冒険者ギルドのギルドマスター、アンジェラだ。

　俺と同年代の冒険者であったアンジェラは、「豪ごう傑けつ」と呼ばれる凄腕のモンクだ。

　今では半ば引退してギルドマスターなどをやっているが、それでもときどき現場にも出て周囲を驚かせる、この田舎街で唯一のＢランク冒険者である。

　アンジェラは俺たちの前まで来ると、まずはエレンを睨にらみつける。

「エレン。街中での武器を使った喧けん嘩かはご法はつ度とだ。あんたはそれが分からないバカな冒険者じゃないね？」

「くっ……！　で、でもアンジェラ、こいつが──」

「でもも何もない。さっさとその剣から手を離しな」

「……わ、分かったよ。……すみませんでした」

　エレンは渋しぶ々しぶといった様子で、剣の柄から手を離した。

　それを見て、ルークが嘲あざ笑わらう。

「はっ、バカ女が！　ったく、血の気の多い女は嫌だねぇ。常識ってものが欠けている」

　だが次にアンジェラは、そのルークを睨みつける。

「先に問題を起こしたのはあんただよ、ルーク。──いいかい小僧、よく聞きな。冒険者ランクは、冒険者ギルドが承認しているんだ。その承認内容を不正呼ばわりするからには、それなりの証拠があるんだろうね？　証拠もなしに言ってんのなら、あんたが侮辱しているのは冒険者ギルドの権威でもあるってことを思い知ることになるよ。分かってんのかい」

「チッ……！」

　ルークもまた、渋々といった様子で言葉の矛を収めた。

　それでも最後に一言多かったので、エレンがルークを威い嚇かくしていたが、俺はそんなエレンの肩をポンポンと叩たたいて宥なだめてやる。

　それを見たギルドマスターアンジェラは、ふっと笑みを漏らしつつ、再び表情を引き締めて周囲の冒険者たちに向かって言う。

「ほかのやつらもだよ！　明確な証拠のない不正疑いは、冒険者ギルドに対して喧嘩を売ってるもんだと弁わきまえな！　ダグラスのＤランク昇進は、検定員エレンの証言を受けて、あたしが承認したんだ。文句があるやつは、あたしのところに直接申し立てに来な。いいね！」

　アンジェラのその恫どう喝かつじみた仲裁で、その場はどうにか収まった。

　騒ぎが終わったあと、俺はアンジェラに頭を下げる。

「悪いアンジェラ。面倒をかけた」

「まったくだよダグラス。あんたがついていながら、なんてザマだい。あたしは戦士としての技量はともかく、あんたの経験と人柄は買ってるんだよ。ガキどもが暴走したら、止めてやってほしいもんだね」

「すまない。止める間もなく話が進んだ……というのも言い訳だな。どうやら俺も、まだまだガキってことらしい。侮辱を看過するのは得意じゃないようだ」

　俺がそう答えると、アンジェラは少しバツの悪そうな顔をした。

「あー……まあそうさね。自分や仲間への不当な侮辱を、どこまでも看過しろってのは違うか。あたしもちょっと望みすぎたよ。すまないね、ダグラス」

「いや、構わない。アンジェラに迷惑をかけたのは事実だしな」

「ふっ、男前だね。──っていうかダグラスあんた、本当にちょっと男前になったかい？　雰囲気が変わった感じがするね」

「ああ、最近よく言われる」

「言うじゃないか。何か秘密がありそうだけど──ま、いいさ。聞かないでおくよ」

　それからアンジェラは、「さて」と声を張り上げて周囲の冒険者たちの注目を集めると、次なる演説を打ち始める。

「冒険者ども、あたしはあんたたちに、証拠もなく不正を疑うなと言った。だがそうは言っても、自分の目で確かめないと気が済まないってやつは大勢いるだろう。そこでだ」

　そう言って彼女が取り出したのは、一枚のクエスト依頼の貼り紙だ。

　アンジェラはその貼り紙を、頭上に掲げて周囲の冒険者たちへと見せる。

「ここに一つの厄介なクエストがある。このクエストで打倒しなきゃならないモンスターの数は、山ほどだ。つまり複数パーティからなる大人数の冒険者でこなすのに、ちょうどいいクエストってわけだけど──」

　アンジェラは冒険者たちを押しのけて掲示板の前まで行くと、その貼り紙を一番目立つところにバシッと貼り付けた。

　それから俺たちの方へと向き直り──

「こういう大人数向けの厄介なクエストってのは、自分の実力を周囲に証明してみせたいやつや、誰かの実力を疑っているやつらにぴったりだとあたしは思うんだけど──なあ、ダグラス、エレン、それにルーク。あんたたちも、そう思うだろ？」

　アンジェラはそう言って、ニヤリと笑ってみせる。

　そのクエスト依頼の貼り紙には、「イビルフラワー退治」と記されていた。
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　イビルフラワーというのは、植物が瘴しよう気きと呼ばれる邪悪なエネルギーを取り込んでモンスターとなったもののうち、花を咲かせているものの総称である。

　今回のイビルフラワー退治のクエスト現場は、街の近隣にある一つの村の中だった。

「うわぁ……こりゃひでぇな……」

　俺は現場の村に到着してその光景を見るなり、啞あ然ぜんとしていた。

　村の中を、多数のイビルフラワーが闊かつ歩ぽしている。

　その数、村の入り口付近から見える範囲だけでも、ゆうに二十体を超える。

　この村全体ではひょっとすると三十体以上、あるいはもっと途方もない数がいるかもしれない。

　しかも一体一体が、かなり大型のものだ。

　それらのイビルフラワーは、人の背丈の二倍ほどの高さにおぞましい紫色の巨大な花を一輪咲かせた巨大植物で、下部では多数の蔦つたが触手のようにうねうねと蠢うごめいている。

「たしか村人の避難は、もう済んでるんにゃよね？」

「うん、そういう話だよ。だから討とう伐ばつをするだけだけど……これだけの数がいると、確かにちょっと厄介だね。同じ数が多いにしても、ゴブリンを倒すのとはわけが違うからなぁ……」

　俺に付き従うミィナとエレンもまた、村にいる巨大植物モンスターの数に呆あきれているようだった。

　この村には昨日、突然にあのイビルフラワーが大量発生したらしい。

　発生原因は不明。

　村の外の森から来たという証言もあるが、詳しいことは分からないという。

　この村の住民は一目散に村から逃げ出して、今は一時的に街で保護されている。

　彼らの住居を取り戻すため、俺たち冒険者にお鉢はちが回ってきたというわけだ。

　冒険者ギルドからは俺たちのほかに、四つの冒険者パーティが派遣されてきていた。

　俺たちも含めれば、総勢二十名ほどの冒険者で挑む大討伐である。

　すでに俺たち以外の四つの冒険者パーティが村に入り、討伐を開始していた。

「一つのパーティで必ず一体ずつだ！　複数のイビルフラワーに囲まれるなよ！」

「一体ずつでも、まあまあ大変だけどな──って、しまっ、ぐわあーっ！」

「バカ野郎、蔦の動きに気を付けろ！　鎧よろいの上からでも骨の一本や二本折ってくるぞ！　おい、早く回復してやれ！」

「言われなくても分かっております──ヒール！　──って、げほっ、げほっ……！　これは、花粉による攻撃ですか……!?」

「まずい、みんな一度散るんだ！　──ファイアボルト！」

　多くの冒険者の声が、戦場を駆け巡っている。

　あのイビルフラワーの強さは、見たところモンスターランクＥからＥ＋といったところのようだ。

　Ｆ＋ランクのオークと比べても、幾いく分ぶんか格上の相手になる。

　その攻撃方法は、主に二つ。

　一つは蠢いている蔦を複数同時に振り回して、それぞれが鞭むちのように打ちつけてくるというもの。鞭のようにといっても威力は強く、並の冒険者では鎧の上からでも骨折させられるほどのダメージを受ける。

　もう一つは上部に咲いている巨大な花が下を向き、その花弁の内側から花粉らしき粉末を吐き出してくるもの。こちらは直接命にかかわるものではないが、事実上の催さい涙るい効果と咳せき込こみ効果があるようだ。

　侮れるモンスターではないが、平凡な冒険者パーティでも、パーティの総力で一体を叩けばどうにか死者を出さずに勝てるだろうといった相手である。

　村全体を見れば多数のイビルフラワーがいるが、移動速度が遅いため、慎重に相手を選べば複数のイビルフラワーを同時に相手取らずに済むので、かろうじて戦えている感じだ。

　そうした冒険者パーティの中でも、ひときわ大きな活躍を見せているのが剣士の青年ルークたちのパーティだった。

「俺が切り込む！　アデラ、シェリル、援護を！」

「承りました、ルーク様。我らに加護を──ブレッシング！」

「まかせて、ルーク！　これでも食らいなさい化け物──ウィンドスラッシュ！」

「よし、あとは俺が！　──はぁああああっ！」

　神官のアデラと魔法使いのシェリルが魔法で援護をし、剣士のルークが単身でイビルフラワーに切り込んでいく。

　彼らは三人という少人数のパーティでありながら、四、五人からなるほかの冒険者パーティよりも軽快にイビルフラワーを撃破していた。

　特にルークが、相変わらずだがたいしたものだ。

　仲間たちから魔法による援護を受けているとはいえ、一対一でもイビルフラワーと互角以上に戦い、危なげのない立ち回りを見せている。

　それを見た周囲の冒険者たちも、彼の実力を認め始めていた。

「あのルークとかいう若いの、言うだけあってたいしたもんじゃねぇか」

「ああ。Ｄランクっていうのは、伊だ達てじゃないみたいだな」

　それらの声に気分を良くしたルークは、相手にしていた一体のイビルフラワーを撃破すると、俺たちのほうに声を掛けてくる。

「おい、ダグラスのおっさん！　それにそっちの女、エレンとかいったか。怖おじ気けづいたんなら、今すぐ尻尾しつぽを巻いて帰ってもいいんだぜ？　ニセモノの実力じゃあ、三人パーティでこのイビルフラワーの相手はできないだろ。不正がバレるのが怖いからって、命まで捨てることはないさ」

　そのルークの声に、周囲の冒険者たちも笑い始める。

「ちげぇねぇ、命あっての物種だ」

「それにそっちの猫ちゃんと剣士の嬢ちゃんは、死んじまうにはもったいねぇ。その前に一発やらせてくれよ。そうしたらここであったことは、見なかったことにしてやるよ」

「はははっ、お前が不正じゃねぇかよ！　でもそれいいな。俺も頼むぜ」

「俺も俺も。つーかみんなで輪ま姦わそうぜ。猫ちゃんと剣士の嬢ちゃんで、十本ずつぐらい咥くわえてくれりゃあ全員すっきりするからよ」

『ギャハハハハッ！』

　ルークのところ以外はどこも女性冒険者がいないせいか、どいつもこいつも男所帯の内輪ノリだ。

　しかも戦闘で興奮しているものだから、余計に歯止めが利かない。

　つーか、あいつらぶっ殺していいかな……。

　俺の嫁たちで卑ひ猥わいな妄想をする時点で、もう許せないわ。

　そしてもちろん、それらの声を耳にしたミィナとエレンもまた、露骨に嫌そうな顔をした。

「うぇぇっ……嫌だにゃあもう。ああいうやつら大嫌いにゃ。ダグラスの爪の垢あかでも煎せんじて飲ませたいにゃ」

「本当だよ、弱いくせにさ。──あ、でもダグラスも、本当はああいうノリが好きだったりするの？　ベッドの上で、ちょっとあんな感じだったよね」

「いや、俺をあんなやつらと一緒にしないでくれ。一緒かもしれないが一緒にしないでくれ。ていうか、あいつら今すぐぶっ殺したい」

「うわぁ、ダグラスがいつになく凶暴にゃ。でも落ち着くにゃ。どうどう」

　ミィナが猛獣を落ち着かせるように、俺を宥めてくる。

　うむ、そのまま手た綱づなを引いていてくれ。でないと俺はあいつらを虐ぎやく殺さつしてしまう。

　一方でエレンは、もう少し建設的な提案をしてくる。

「ま、バカどもの言うことを気にしててもしょうがないよ。──それよりダグラス、そろそろボクたちも行こう？　言いがかりをつけられるのにも、いい加減飽きたよ」

「そうだな。あのイビルフラワーの性質もだいたい見えた。ミィナ、倒すのは俺とエレンでやるから、討伐証明部位の回収を頼む」

「了解にゃ」

　俺は聖斧ロンバルディアを肩に担ぎ、村の道を進んでいく。

　そのあとを、剣を手にしたエレンと、短剣と布袋を持ったミィナの二人がついてくる。

　向かうのは、ほかの冒険者たちがいない方──すなわち、イビルフラワーが最も密集している地帯だ。

　俺たちの移動方向を見たほかの冒険者たちが、驚いて慌てふためく。

「は……？　お、おいダグラス、そっちは──！」

「ダグラスのバカ野郎、血迷ったか！　くそっ、テメェはどうでもいいが、猫ちゃんと剣士の嬢ちゃんは置いてけよ！　ふざけんな！」

　口々に戸惑いの声をあげるほかの冒険者たち。

　イビルフラワーは、パーティ総出で一体ずつ倒すのが彼らのセオリーだ。

　そのためにはイビルフラワーの密集地帯は避け、数がまばらなところで単独行動をとっているものから狙っていくのが基本戦術となる。

　だが前提が変われば、最適な戦術も当然に変わってくる。

　俺たちは十体近くのイビルフラワーが密集している地帯に向かって、まっすぐに進んでいった。





　　　　＊＊＊






「エレン、大丈夫だとは思うが、一応気を付けろよ。二体以上にはなるべく囲まれないようにな」

「分かってるよ。ダグラスも──は、関係ないか」

「まあな」

　俺はエレンに声を掛けてから、イビルフラワーの密集地帯のド真ん中へと向かう。

　一方でエレンは、そこから少し外れたところにいる一体の方へと、剣を片手に駆けていった。

「ば、バカ野郎ダグラス！　嬢ちゃんを一人で行かせるとか、何考えてやがんだ！　ホント死ねよお前!?」

「あぁあああっ、俺たちの剣士ちゃんが死んじまうぅうううっ！　もう猫ちゃんしかいねぇじゃねぇかよぉおおおおっ！」

　ギャーギャーと騒ぎ立てるほかのパーティの冒険者たち。

　……俺の殺意がそっちに向かうんで、本当にやめてくれねぇかな。

　それを耳にした当のエレンも、どうやらお怒りのようで──

「ったくもう、誰がお前たちのもんだっての、死ねよ。ああもうむしゃくしゃする！　ボクのこの怒り、全部こいつにぶつけてやる！　──はぁあああああっ！」

　──ズバッ、ズバズバズバッ！

　エレンはバカどもへの文句を口にしながら一体のイビルフラワーのもとに駆け込んでいくと、振るわれる蔦の攻撃を人間離れした敏びん捷しよう性せいで次々と回避しつつ、その剣で連続攻撃を叩き込んでいく。

　結果、エレンが切り込んだイビルフラワーは、斬きり刻きざまれたあちこちから体液を噴き出し、あっという間に生命力を失って崩れ落ちた。

　瘴気を受けて育った魔の植物は、倒されるとすぐにしおしおと枯れてしまう。

　そこにミィナが駆け寄って、花の部分だけを切り取って手持ちの布袋に収納する。

「「「は……？」」」

　そのエレンの絶技を見て、啞然とするほかの冒険者たち。

　エレンが本当にＣランクの実力を持った剣士だとは、思っていなかったらしい。

　エレンは剣をひゅっと振ってイビルフラワーの体液を飛ばすと、満面のドヤ顔をルークの方へと向ける。

「……で、ニセモノの実力の三人パーティが何だって、自称天才剣士さん？」
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「なっ……!?　え、援護もなしで、一人でだと……そんな、バカな……!?　──うわっ」

　あんぐりと口を開けて呆ぼう然ぜんとしたルークは、危うく蔦の一撃を受けそうになって、慌てて飛とび退すさる。

　あいつ、戦闘中によそ見とか、また危ないことを。

「エレン、ルークのやつはからかいすぎると直撃を受けるから、そのぐらいにしておいてやれ。死んじまったらさすがに可哀想だ」

「はぁーい。──それじゃ死なない程度に頑張ってね、ルークくん」

　エレンは自分より年上のルークを、あえて「くん」付けで呼んでから、次の孤立しているイビルフラワーへと向かっていく。

　エレンのやつ、返事しておきながら全然分かってねぇし。

　そしてエレンのさらなる挑発を耳にしたルークは、顔を真っ赤にして仲間たちに向かって叫ぶ。

「アデラ、シェリル、俺も援護はいらない！　こんなモンスターは俺一人で十分だ！　お前たちは手を出すな！」

「で、でもルーク……」

「ルーク様、あんな山猿女の挑発に乗ってはいけません。安全に戦うためには──」

「うるさい！　お前たちは俺の言うとおりにしていればいいんだ！」

　そのルークの言葉を聞いて、少しムッとした顔になる神官アデラと魔法使いシェリル。

　あっちゃあ……ありゃあルークのやつ、完全に崩れたな。

　もともとエリート気質だから、逆境に弱いんだよなあいつ。

　まあいい。

　自分の身は自分で守るのが冒険者だし、俺ももうあいつらの保護者じゃない。

　あいつらももう一いつ端ぱしの冒険者なんだから、死ぬ前には自分たちで何とかするだろ。

　俺はそう考え、自分は自分の仕事をすることにする。

　目の前に迫るのは、六体のイビルフラワーの集団だ。

　俺の背後から、冒険者たちの声が聞こえてくる。

「お、おい……あの嬢ちゃん、あれ本当にＣランクの強さなんじゃねぇか……？」

「ってことは、まさかダグラスも……」

「いやいやいや……！　だ、だいたい仮に、ダグラスに本当にＤランクの強さがあったとしろよ！　だとしても、いくら何でもあれは死ぬだろ！　タコ殴りにされて一瞬でミンチに決まってんだろ。何体いるとこに突っ込もうとしてんだよ」

「まあダグラスだけなら、死んでくれてもいいが……むしろ死んでくれてもいいが。そうしたらあの剣士ちゃんと猫ちゃんがフリーになるし──」

「「「おおっ、それだ！」」」

　歓喜の声をあげる冒険者たち。

　どうして俺の斧は、いまだにあいつらに向けられていないのか。とても不思議だ。

　まあ、いいとして。

「俺もエレンに負けてらんねぇよな、っと──」

　一体のイビルフラワーの間合いに入ると、俺は聖斧ロンバルディアを無造作に一振りした。

　すると目の前のイビルフラワーは、俺を攻撃しようとしてきた蔦ごとまとめて両断され、上から巨大な花のついたイビルフラワーの上部がぼとりと落っこちてきた。

　両断された上も下も、わずかの間だけびくびくと震えていたが、すぐにしおしおに枯れてしまう。

　まずは一体、と。

「「「は……？」」」

　後ろの方から、冒険者たちの疑問符のついた声が聞こえてきた。

「あれ……？　お、俺の見間違いか？　今、ダグラスのやつが斧を一振りしただけで、イビルフラワーが一体、瞬殺されたように見えたんだが……」

「い、いやぁ、まさか……。だって、俺たちが十回以上攻撃を仕掛けて、やっと倒せる相手だぜ……？　いくらＤランクっつったって、そんなバカなことがあるわけが……」

「お、おい！　そんなこと言ってるうちにダグラスのやつ、ついに三体に囲まれたぞ！」

「オイオイオイ死ぬわあいつ」

　植物なりに生存本能があるのか、一体のイビルフラワーを瞬殺した俺に、別の三体のイビルフラワーが一斉に迫ってきた。

　移動速度が遅いから逃げることは可能なんだが、そんなことをする必要もない。

　俺はただ、わが道を往ゆけばいいだけだ。

　そいつらの間合いに入ると、俺はまずロンバルディアを一振りし、目の前に現れた一体のイビルフラワーを両断する。

　しかしその間に、残りの二体が鞭のようにしなる蔦を振り回して、四方八方から攻撃を仕掛けてきた。

　──パパパパパンッ！

　岩すらも砕くだきかねない打撃が、俺の全身のあちこちを打ち据える。

「ああーっ！　ダグラス死んだーっ！　全身の骨がバッキバキに折られて……ない？　あれ？」

「っていうか、あいつぴんぴんしてねぇか!?　一体どうなってんだよ!?」

　──が、岩を砕きかねない程度の打撃力では、俺の闘気の防御を突破して大ダメージを与えることはできない。

　後頭部を殴られようが、顔面を打たれようが、まあちょっと痛い程度で大事はない。

　そのわずかなダメージも【治癒能力】によってすぐに治っていく。

　俺はさらに二度ロンバルディアを振るい、目の前の二体のイビルフラワーを撃破した。

　これで撃破数は四体。すぐ近くにいるのは、残り二体だ。

　すると残った二体のうち一体が、ぐぐっと巨大な花の部分を動かし、俺に向かって花粉攻撃を放ってきた。

「そいつは御免だな」

　俺はそれだけは、横に跳んで回避する。

　催涙や咳き込む程度の効果にせよ、なるべくならもらいたくはない。

　それから俺は残る二体のイビルフラワーのもとに駆け込むと、さらにロンバルディアを二回振るってそいつらも撃破。

　その際さらに何発か蔦による打撃を受けたが、当然ながら重傷にはならず、わずかなダメージはすぐに治癒された。

　俺の背後から、啞然としたような声が聞こえてくる。

「な……なんだ、ありゃあ……」

「六体のイビルフラワーが……あっという間に、全滅……？　しかもダグラスのやつ、全然ダメージ受けてなくないか……？」

「い、意味が分からねぇ……なんだあれ……化け物かよ……」

「あのさ……俺思ったんだが、ダグラスとかその女にちょっかいかけるのって、ひょっとしてめちゃくちゃヤバいんじゃ……」

「「「あっ」」」

　そのときから野次馬冒険者たちは、ぴたりと口をつぐんだ。

　よしよし、分かってくれて俺は嬉しいよ。

　一方で俺が倒したイビルフラワーの残骸は、ミィナが駆け寄ってきて、しおれた花の部分を切り取って回収していく。

　ミィナは俺の隣で、ふにゃーっとため息をついた。

「ダグラスが強いのは分かってたにゃけど……もうなんか、よく分からないぐらい強いにゃね。あれだけ打たれて痛くないにゃ？」

「少しだけ痛いな。でも【治癒能力】ですぐに痛みも治まる」

「それなんかもう、怪物って感じにゃね。ていうかダグラスを倒せるモンスターとか、想像つかないにゃ」

「ドラゴンとかなら分からんな。戦ったことがないから、実際どのぐらい強いかは分からないが。あとはキマイラより強いモンスターっていうと、巨人族とか魔族、あるいはヒュドラやロック鳥、クラーケンなんてのも……」

「怪獣大決戦にゃ……」

　ミィナの中で、俺は怪物枠に入ったようだ。

　しかし我が彼女、相方を怪物呼ばわりはちょっとひどいと思う。

「ただいまー。ボクも二体目を倒してきたけど──やっぱすごいね、ダグラス。何体いたのあれ？」

　エレンも戻ってきて、しおれた魔ま花かを一つ、ミィナに渡す。

　ミィナはそれも、手元の布袋に放り込む。

「今倒したのは、六体だな」

「六体……この短時間で、ボクの三倍……。おっかしいなあ……ボクもＣランクにふさわしいだけの実力は、持ってるはずなんだけどなぁ」

「エレン、ダグラスと比べたらダメだと思うにゃ。うちの旦那は怪物枠にゃ。人間の枠で考えたらダメにゃ」

「性欲も怪物級だしね」

「まったくだにゃ。ミィナたちは怪物の生いけ贄にえとしてぱくって食べられちゃう、憐あわれな娘だにゃ」

「怪物にお供えされた憐れな娘同士、お互い頑張ろうね、ミィナ」

「うん、二人で頑張るにゃ。二人で……二人だけで、頑張れるにゃ？」

「あー、どうだろ。もう一人か二人ぐらいは、いた方がいいかも。ダグラスが本気を出したら、ボクたちなんてぺろりと食べられちゃうし……」

　ひどい言われようだった。今すぐここで食ってやろうかお前たち。

　──さておき。

　俺たちはそんな調子で村じゅうを回って、次々とイビルフラワーを狩っていった。

　しばらくの後、ほかの冒険者たちの分も含めて四十体近い数のイビルフラワーを狩り終えた頃には、村に邪悪な植物モンスターの姿は見当たらなくなっていた。

　だが──

「あれ、そういやルークたちはどうした？」

「ん……？　そういえば、少し前から姿を見ないね。どこ行ったんだろ」

　全部で五つの冒険者パーティが、パーティごとに村全体に散ってイビルフラワー退治を行った結果、ルーク、アデラ、シェリルの三人だけが見つからなくなっていた。

　ひょっとして、何かのミスで全滅したか……？

　いや、だとしても村のどこかに、その姿があるはずだが──

　と、そのときだった。

「──いやぁあああああああっ！」

　どこか遠くから、聞き覚えのある女性の悲鳴が聞こえてきた。





　　　　＊＊＊






　ミィナが猫耳をぴくぴくとさせる。

「今の声は村の外──森の方からにゃ」

　俺はミィナが指し示した方へと走った。ミィナとエレンもそれについてくる。

　村を出て、鬱うつ蒼そうとした森の中へと入っていく。

　背の高い木々の間を走っていくと、途中、イビルフラワーの死骸をいくつか発見した。

　花は刈り取られているから、冒険者の仕業だろう。

　おそらくはルークたちだ。

　さらに進んでいくと、やがて森の中の広場のような場所が、木々の先に見えてきた。

　そこにいたのは──

「……なるほどな、親玉がいたか」

　俺は森の中を駆けながら、そうつぶやく。

　道理でアホみたいな数のイビルフラワーがいるわけだ。

　俺の視線の先、森の中の広場にそそり立っていたのは、イビルフラワーの親分のようなやつだった。

　これまで戦っていたイビルフラワーも大きいとは思っていたが、それよりもさらに一回りも二回りも大きい。

　その巨大植物の全長は、六メートルほどにも達する。一般的な成人男性の背丈の三倍よりもなお大きいと言えば、そのサイズ感が伝わるだろうか。

　最上部には、これまた巨大な花が一輪咲いている。人ひとりを余裕で包み込めるほどの大きさだ。

　花を支えているのは、人の脚よりも太い茎を何十本も絡めて束ねたような巨大茎で、その頑強さは大木の幹を思わせる。

　下部では無数の長く太い蔦が、触手のようにうねうねと蠢いていた。

　その巨大植物モンスターの周囲の地面には、先ほどまで戦っていたイビルフラワーの成長前のようなやつが、何体分も生えている。

　いずれも花はつぼみ状態で咲いておらず、サイズも人間大やそれより大きいもの小さいものとまちまちだが、あれらが成長したら、俺たちがこれまで倒してきたあのイビルフラワーになることは間違いないだろう。

　つまり、あの親玉が今回のイビルフラワー大量発生の元凶に違いない。

　逆に言うと、あいつを倒さなければ、いくら雑魚を倒しても意味がないということだ。

　そして──

「いやぁあああっ……！　や……やめて、ください……こんなの……気持ち良すぎて……あんっ、あんっ、あんんっ……！　突かないで、くださいぃっ……！」

「だめぇっ……！　い、いいのぉっ……！　ルークのよりっ……あんっ、あぁんっ……気持ちいいのぉっ……！　ふぐぅっ……!?　んぐぅうううううっ……！」

　二人の冒険者がまるで生贄のように、触手のごとき蔦に捕らえられ凌りよう辱じよくされていた。

　神官アデラと、魔法使いシェリルだ。

　二人の美女は蔦によって両手両足を拘束され、宙に吊るされている。

　蔦は二人を拘束するだけではなく、彼女らの衣服の中にまで入り込み、さらには女性の大事な部分や口の中にも潜り込んで、二人の女性冒険者を激しく責め立てていた。

　アデラの神官衣も、シェリルの魔法使いのローブもビリビリに破り裂かれている。

　彼女らが吊るされた下の地面には、聖せい杖じようと神官帽、魔法使いの杖つえと鍔つば広ひろの三角帽子が、敗者の証のように無様に転がっていた。

　二人の女性冒険者は、植物モンスターに無理やり犯されていながら、ともに頰ほおを真っ赤に染め、瞳ひとみには快楽の色を宿している。

　蔦には何やらぬめぬめとした分泌液のようなものが滴したたっているが、ひょっとするとあれが原因かもしれない。

「あぁんっ、あんっ……もっとぉ……！　もっと私を、犯してくださいぃっ……！」
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「ふぐぅうううっ……！　むぐっ……むぐぅぅうううっ……！　んんんんんっ……！」

　じゅぷじゅぷと、無数の蔦に搦からめ捕とられて犯された二人の若き女性冒険者たち。

　それを目の当たりにしながら、何もできずに手をこまねいていたのは、剣士の青年ルークだ。

「くそっ……！　俺のアデラとシェリルを、放せぇっ！　──うぉおおおおおおっ！」

　ルークは剣を片手に、巨大イビルフラワーへと立ち向かっていく。

　襲い掛かる蔦の攻撃をかいくぐって仲間たちのもとにたどり着くと、二人を搦め捕っている蔦を必死に切り捨てていく。

　だがそんな決死の突撃は、無む謀ぼうであった。

「しまっ──ぐわぁあああああっ！」

　複数の蔦を束ねたものによる殴りつけ攻撃が、横よこ薙なぎにルークの体を捉とらえた。

　剣士の青年は派手に吹き飛ばされ、大木の幹に強く背中を打ちつけると、そのままずるりと崩れ落ちた。

　俺たちが現場に到着したのは、そんなタイミングだった。

　大木の根元に崩れ落ちたルークは、気絶しているだけで命に別状はさそうだ。

「ミィナ！　ルークを安全な場所に移動させてくれ！」

「了解にゃ！　まったく、手間を掛けさせるなにゃよ」

　気絶したルークの体を、ミィナが背負って森の中の広場から引きずり出していく。

　さて──

　どういう流れでこの状況になったのかは知らないが、放っておくわけにもいかない。

　俺は聖斧ロンバルディアを肩に担いで、巨大植物の前へと歩み出ていく。

「あはは……これまた、とんでもないのが出てきたね……。本来なら一度、冒険者ギルドに戻って報告、対策を立て直すっていうのがセオリーだけど……」

　俺の隣まで来て剣を構えたエレンが、額から冷や汗を流す。

　自分の力では押し負けるであろうことを、鋭えい敏びんに感じ取っているようだった。

「だがそれでは、あの二人が犯し尽くされて、命まで落としかねないな。あのモンスターがどういう習性を持っているのかは知らないが、二人が気持ち良く絶頂したらはい解放とはならないだろ」

「だ、だよねー。……どうする、ダグラス。勝てそう？」

「やってみなければ分からない部分はあるが、おそらくな」

「聞き方を変えるよ。──あの二人、見捨てて逃げる？　それとも頑張って助ける？」

「後者だな。なんならエレンは、下がっていてもいいが」

「冗談。旦那をしっかりと支えるのが、いいお嫁さんでしょ？」

「分かった。だが無理はするなよ。お前たちに何かあるのが、俺は一番嫌だからな」

「うん、分かってる。危なくなったら、すぐに撤退するよ」

　そんなやり取りをしている間にも、神官アデラと魔法使いシェリルのあんあんという嬌きよう声せいが、森の中に木こ霊だましている。

　……これが終わったら、また一発やりたくなってきたな。

　あとでミィナとエレンに頼んでみよう。

「でもあんな風にめちゃくちゃにされるのも、ちょっといいかも……」

「……ん？　エレン、何か言ったか？」

「う、ううん、何でもない！　気のせい気のせい、あははははっ」

　エレンが触手凌辱されている二人の冒険者の姿を見て、よだれをたらしていた気がするのだが……そうか、気のせいか。

「……ねぇ、ダグラス。つかぬことを聞くけど……ひょっとしてダグラスって、体から触手が生えてきたりしない？」

「ねぇよ」

　気のせいじゃなかった。

　ていうかうちの嫁たち、本当に俺のことを何だと思っているのか。

　そして事態はさらに進展する。

　ほかの野次馬たちが、現場に到着したのだ。

　全部で三パーティ、十五人弱の冒険者たちだ。

「うわっ、何だありゃ!?　イビルフラワーの親玉か!?」

「噓だろ、なんだあのデカさは……!?　アレと比べりゃ、さっきまで倒してたイビルフラワーなんて、まるで子供じゃねぇかよ」

「それより見ろよ！　神官ちゃんと魔法使いちゃんが、触手に凌辱されてるぞ！」

「ヤバい、あれは抜ける。ハァハァ」

　……ブレねぇなぁ、こいつら。

　俺は一応、そいつらにも告げておく。

「お前らは危ないから、命が惜しけりゃ下がってた方がいいと思うぞ。あいつは俺とエレンでやる」

「へい、ダグラスさん！　ダグラスさんの御姿、俺たちがばっちり見届けさせていただきます！」

「…………」

　気が付けば、冒険者どもの俺への態度が百八十度変わっていた。

　調子のいいやつらだなおい。

　と、思っていると──

「にゃにゃっ……!?　──ダグラス、普通のイビルフラワーがまだいるにゃ！　それもたくさん！　この広場に近付いてくるにゃ！　近くに来てるだけでも三体いるにゃ！」

　目め敏ざといミィナがそんな報告をしてくる。

　言われて周囲を見渡せば、森の奥に蠢く気配を多数、たしかに感じることができた。

　……ちっ、マジかよ、めんどくせぇな。大物に集中させろよ。

　だがそこで、調子のいい冒険者たちが動いた。

「ダグラスさん、雑魚は俺たちに任せてください！」

「ダグラスさんはあのデカブツを頼みます！」

　まわりの冒険者たちは、それぞれパーティごとに分かれて、近付いてきている普通のイビルフラワーを迎撃しにいった。

　あ、それはちょっと助かるわ。あいつらもたまにはいいことするな。

　これで俺は、あの親玉イビルフラワーに集中できるってわけだ。

「よし──じゃあエレン、俺たちもやるか。……一応言っておくが、わざと捕まったりするなよ」

「や、やだなぁダグラス。そんなことするわけないじゃないか、あははははっ……」

「…………」

　不安だ……。

　と、そんな冗談はさておき。

　俺はエレンとともに、親玉の巨大イビルフラワーへと立ち向かっていった。
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「あんっ、あぁあんっ……！　イくっ……！　イってしまいます……私っ……！」

「ぅんっ、んっ、んんっ、ふぐっ、むぅっ、んぅううううっ……！」

　蔦に拘束され宙に浮かされた二人の冒険者が、大事なところに粘液滴る蔦をじゅぷじゅぷと突き入れられ、快楽に耽ふけっている。

　俺とエレンはそれを目の当たりにさせられながら、親玉のイビルフラワーへと向かっていく。

「ああもう、目の毒だよ。……でもいいなぁ、気持ち良さそう」

「ダメだからな、エレン」

「わ、分かってるよ！　……でも、その、ダグラス……あとで、ボクにもちょうだいね……？　ふ、普通の太いのでいいから……」

　エレンが頰を染め、もじもじしながら言ってくる。

　どうやら俺だけでなく、エレンもあてられてしまったらしい。

　そんな緊張感のないやり取りをしつつも、俺とエレンは、あと二、三歩も踏み込めば敵の蔦の攻撃範囲に入るという位置まできた。

「さて、行くか」

「そうだね──剣士エレン、参る！」

　まずはエレンが、親玉イビルフラワーの支配領域に踏み込んでいく。

　だが──

「──うわっ！　とっ！　ひぇっ！」

　ぶん、ぶん、ぶんっ！

　エレン目掛けて放たれた、幾本もの蔦の連続攻撃。

　エレンは猛烈なスピードで襲い掛かる蔦攻撃を三発回避したところで、慌てて敵の支配領域から逃げ出してきた。

「はぁっ、はぁっ……！　ご、ごめんダグラス……これ、ボクには厳しいかも……。無理すればいけなくもないけど、二、三回立て続けにミスったら瞬殺されるやつだこれ」

「へぇー。じゃあルークのやつ、結構頑張ってたんだな。これをかいくぐって、あの二人のもとまで行ってただろ」

「頑張ってたなんてもんじゃないよ。あいつの実力だったら、命を捨てる覚悟じゃなきゃ、あそこまで行けないよ」

「あいつなりに体を張って仲間を助けようとしたのか。まあいいや。じゃあエレンは下がってな。無理をされると俺が困る」

「う、うん、分かった。……でも、ダグラスは大丈夫？」

　心配そうに聞いてくるエレンに、俺は口元を吊り上げてニッと笑いかける。

　それから巨大イビルフラワーの支配領域に無造作に踏み込んでいった。

　ぶん、ぶん、ぶん……！

　エレンのときと同じように、幾本もの蔦が襲い掛かってくる。

「ほっ、よっ、おっと」

　上から振り下ろされたものを横に動いてかわし、横薙ぎの上段攻撃をかがんでよけ、同じく横薙ぎの下段攻撃を軽くジャンプして回避。

　そのあと斜めからの回避しづらい攻撃が来たので、それは左腕でガードして対応。

　多少ダメージはあるが、無視できる範囲だ。

　俺はその後も、攻撃を適当によけたり、めんどくさいから当たったりしながら、ずんずんと進んでいく。

「あー、そっか……ダグラスの場合、全部よけなくてもいいんだ……。は、ははは……その発想はなかった……」

　背後から、エレンの呆れたような声が聞こえてくる。

　実際、俺とエレンとでは敏捷性に大差はない。

　圧倒的に違うのは打たれ強さと、【治癒能力】の有無だ。

　そうやって細かいことを無視して進んでいけば、やがて大木の幹のごとき太さの茎の前までやってくる。

　俺は木こりのように斧を振りかぶると──

「──うらあっ！」

　それを思いきり、目の前の巨大茎に叩きつけた。

　──ガゴォオオオオオオオオンッ！

　轟ごう音おんを上げ、聖斧ロンバルディアは巨大茎の半ばまで刃を食い込ませた。

　斧を引き抜くと、巨大植物の大きく割れた傷口から、大量の体液が噴き出していく。

「な、なんだ今の音は……!?　すげぇ音がしたぞ！」

「いったい何だ!?　城壁でも壊れたか!?」

「大丈夫！　ダグラスが、斧を打ち付けた音！」

「「「いやいやいや！　斧でそんな音はしねぇよ！」」」

　周囲の冒険者たちとエレンとが、声を掛け合っているのが聞こえてくる。

　このぐらいの手ごたえは、キマイラ相手のとき以来だな。

　斧を打ち込みがいがあるってもんだ。

「もう一丁だ──おらぁあああっ！」

　俺はもう一度、直前に打ったのとまったく同じ場所に、斧を叩き込む。

　再び轟音が鳴り響き──

　──ブチブチブチッ、ズバァッ！

　巨大茎の最後の繊維まで引き千切って、巨大茎を両断した。

　──ズドォオオオオンッ！

　茎が両断され、巨大な花を伴った上部が落下してきて、地響きを鳴らした。

「おっと、あぶねぇ」

　拘束していた蔦の支えを失って落下する神官アデラと魔法使いシェリルの二人を、俺は抱きとめて救助する。

　その頃には巨大イビルフラワーの花も茎も蔦も、すべてがしおしおに枯れ落ちていた。

　俺は艶あで姿すがたの二人の女性冒険者を両脇に抱えて、エレンのもとへと戻る。

　俺を出迎えるエレンは、目をぱちくりとさせていた。

「終わったぞ──って、どうしたエレン？　妙な顔して」

「あ……お、おかえり。いや、その……まさかこんなにあっさり終わらせるとは、思ってなかったもんだから……。ところで、その人たちはどうするの？　絶頂前に助けられたせいで、すごくもどかしそうだけど」

「どうもしねぇよ。俺はこいつらのことを、エレンやミィナみたいには愛せないしな」

「そっか、良かった。正直ボクも、その人たちのことはあんまり好きになれそうになかったし。でもダグラスって、そういうところは本当に紳士だよね。そうなっちゃってることをいいことに、ヤリ捨てしようって考える男も世の中にはたくさんいるでしょ？」

「ま、一応そこは俺なりの線引きだ。どんなにいけ好かないやつらでもな。それに──わざわざそんなことをせずとも、俺には望めばエッチなこともさせてくれるかわいい彼女が二人もいるしな」

「うん。好きだよ、ダグラス」

「俺もだ、エレン」

　俺はエレンと軽くキスをする。

　唇を離すと、エレンは恥じらうように頰を染め、上うわ目め遣づかいで俺を見てきた。

「あーっ、ずるいにゃエレンだけ。ミィナもキスしたいにゃ。あんあん言う声をずっと聞いてたから、ミィナも体が熱くなってるにゃよ」

　ミィナが駆け寄ってきてそう言うので、俺はその猫耳の少女ともキスを交わす。

　ミィナは両腕を俺の首の後ろへと回し、絡みつくようなディープなキスをしてきたので、少し驚いた。

　俺は両腕に二人の娘を抱えているので、ミィナにされるがままだ。

　やがてミィナは俺から離れると、真っ赤に頰を染め、太ももをもどかしそうにこすり合わせながら、これまた恥ずかしそうな様子で俺を見つめてくる。

「だ、だから、その………ダグラス……このあと、ミィナはダグラスと、エッチなことしたいにゃ……そういうのダグラスは、はしたない女って、思うにゃ……？」

「仮に思ったとして、その場合のはしたないは褒め言葉だな。──ただその前に、大掃除が先だ。残りのイビルフラワーを片付ける。二人とも手伝ってくれ」

「うん、ダグラス！」

「了解にゃ！」

　そうして森の中にいた、残りのイビルフラワーも全滅させた。

　どうも親玉を中心に広がっていたらしく、まだまだ結構な数がいたが、無限にいるわけでもないので時間の問題だった。

　それから俺は、ミィナとエレンの二人を、森の中のひと気のない場所へと連れ込んだ。





　　　　＊＊＊






　ほかに誰も人の来ない、静かな森の中。

　俺とミィナ、エレンの三人だけが、その場所にいた。

　俺はミィナには待機させ、剣士の少女の両手を縄で縛りつける。

「あ、あの、ダグラス……？　これは一体どういう……」

　俺が縄の先を口にくわえて、太い木の幹を登とう攀はんしていくと、当の縛られた少女から疑問の声があがった。

　俺はエレンの頭上、地上から三メートルほどの高さにある太い木の枝に、縄を括くくりつけながら答える。

「エレンが触手に浮気しようとしていたからな。拘束してお仕置きだ」

「いや、あの……ダグラスが言っていることが、よく分からないんだけど……んんっ！」

　拘束が完成する。

　エレンは頭上で両手を縛られた形で、腕を縄で吊るされた姿となった。

　俺は木から下りていくと、拘束姿のエレンの背後に立つ。

　そして少女剣士の胸当ての内側に両手をすべり込ませ、ほどよく立派な双丘を揉もみしだいていく。

「ん、あっ……な、何を……ダグラス……んんんっ……！」

「だからお仕置きだ。──ミィナも、エレンの愛撫を手伝ってくれ」

「了解にゃ」

　ミィナはエレンの腰回りに取りつくと、その手でエレンの下半身をまさぐっていく。

　お腹、太もも、お尻、股間部などを、獣人の少女は優しい手つきでなで回していく。

[image: ]

「はぁっ……はぁっ……み、ミィナまで……ボク、どうしたら……んっ、うぅんっ……」

「素直に感じればいいにゃ。どうせ最後はダグラスが太いのをぶち込んでくれるにゃよ」

　ミィナは剣士の少女の腰のベルトを外し、ハーフパンツに手をかけて膝あたりまでゆっくりと下ろしていく。

　そうして露あらわになった純白の下着の上から、ミィナの手が、エレンの大事なところを優しく愛撫していく。

「やっ……あぁあっ……ボク……頭、おかしくなるよ……胸も、下も、同時に、たくさんいじめられて……」

「まだまだこれからにゃよ、エレン。ほら、お豆さんも大きくなってきたにゃ」

「やあっ……！　待って、ミィナ……そこは……！　──あぁあああああっ！」

　びくんっと、エレンの体が大きくのけぞる。

　ぎしぎしっと、エレンを拘束する縄をつないだ樹がきしむ音をあげた。

「下着の上からでも、いい反応にゃね。エレンの体、びくびくいってるにゃ」

「はぁっ……はぁっ……ま、待ってよ、ミィナ……そんなの、続けられたら、ボク……ダグラスのを挿れられる前に、イっちゃうよ……」

「……だ、そうにゃけど。どうするにゃ、ダグラス？」

「だったらもうぶち込んじまうか。エレンのことだ、そろそろ準備もできてるだろ。ミィナ、下着も下ろしてくれ」

「了解にゃ」

　ミィナはエレンの下着も、膝あたりまでするりと下ろしていく。

　とろっとした蜜の糸が、エレンの秘部と純白の下着の間を伝う。

　たいした愛撫もしていないのに、エレンのそこはすでに、ぐちゅぐちゅの淫液にまみれてできあがっていた。

　俺も自身のベルトを外し、ズボンと下着を脱いで、その下にあるものを取り出す。

　エレンを犯したくてたまらなくなっている、バキバキに硬くなったモノが姿を現した。

　俺はその先端部を、エレンの濡れそぼったその場所へと押し付ける。

「んんっ……！」

「エレン、お前はあの巨大イビルフラワーの蔦に犯されたがっていたな。そんなにあのモンスターに種付けされて、あれの苗床になりたかったのか？」

「そ、それは違うよ……ボクはダグラスがいるから、いつでも助けてもらえるだろうなって思って……だから、ちょっとだけああいうのも、体験してみたいなって……」

「つまり、一時的にモンスターに股を開いて、浮気をしたかったわけだ。俺の目の前で」

「そ、それは……！　違うの！　そういうことじゃなくて……！　ボクはただ、その……いろいろなものに、無理やりに犯されてみたいっていうだけで──気持ちはいつも、ダグラスにあるんだよ？」

「言い方を変えれば、お前の体はどこまでもビッチで、浮気性ということだ。だったら──お前の体が本当は誰のものか、その都度教え込んでやらねぇとな！」

　──ずどんっ！

　俺は少女の腰を両手でつかみ、自分のモノをエレンの奥まで叩き込んだ。

「か、はっ……！　奥まで……来たぁ……！」

　白い喉のどをさらし、天を仰ぐ剣士の少女。

　俺は自らのモノに貫かれた少女に向かって、ささやきかける。

「どうだ、エレン。お前が誰のものだか、思い出したか？」

「わ……忘れて、ないよ……最初から……ボクの体は、もう……ダグラスだけのもの、だから……ダグラスのおちんちん以外は……挿れない……」

「そうだ、いい子だ」

　俺はエレンの頭をなでてから、腰を動かし始めた。

　拘束されたエレンを下から突き上げるようにして、ガンガンと責め立てていく。

「あんっ、あっ、あんっ、あぁんっ……ふ、太いぃっ……ダグラスのがっ……ボクを……打ち付けてっ……あぁあああっ……あんっ、あぁあんっ……！」

　──じゅぷっ、じゅぷっ、じゅぷっ。

　たっぷりと溢あふれ出だすエレンの蜜を潤滑油に、俺は剣士の少女に絶え間ない連続攻撃を叩き込んでいく。

　一方、それを横でしゃがんで見ているミィナは、呆れたようなジト目になっていた。

「にゃあダグラス、そういうのも、独占欲っていうにゃ？　モンスターを相手に浮気って言い方は、ミィナ初めて聞いたにゃよ」

「だろうな。俺も始めて言った。ていうか普通ないだろそんなこと」

「そうにゃね。エレンは難儀な性癖をしてるにゃ。ミィナには分からないにゃ……んっ」

　ミィナは自分の手の指をちゅぱちゅぱと舐めてから、自身のホットパンツの内側へと潜り込ませていく。

　俺がエレンに腰を打ち付けている横で、くちゅくちゅという別の水音が鳴り始める。

「はぁっ……んんっ……でも……ダグラスに責められて、あられもなくなっているエレンは……かわいいにゃ……ミィナも……興奮してくるにゃ……」

　ミィナは自慰をしながら、もどかしそうに腰をふりふりする。

　尻尾がくねくね、猫耳がぴくぴく動いていた。

　一方で、俺がずんずんと攻撃していたエレンは、早くも限界に達する。

「あんっ、あんっ、あんっ、だめっ、だめっ、だめっ、だめっ、もうだめっ、もうだめっ、イくっ、イっちゃう、イっちゃう、イっ──くぅぅぅううううううっ！」

　拘束状態で吊るされた体を、びくんっと大きくのけ反らせるエレン。

　俺が達したのもエレンの絶頂と同時で、拘束娘の中にたっぷりと出した。

　やがてエレンの体もがくりと力を失い、自身を拘束する縄がなければ倒れるような姿勢でぐったりとしながら、びくびくと痙けい攣れんし始める。

「はぁーっ……はぁーっ……また……ダグラスのが、たくさん……中に……」

　俺がエレンの中からモノを引き抜くと、少女の大事なところからぽたぽたと白濁液が垂れ、膝にずり下ろされた下着とハーフパンツを汚していった。

　一方で、俺のもう一人の彼女も──

「んんっ……あんんっ……ダグラスぅっ……ミィナにも、欲しいにゃあっ……」

　自慰で完全にできあがったミィナは、ホットパンツと下着を自ら脱ぎ捨て、腰を俺のほうに突き出して大事な部分をくぱぁっと広げて見せていた。

　獣人の少女のそこは、もちろん、たっぷりと濡れそぼって準備万端だ。

　俺はふらりとミィナの方へ向かっていって、少女の細い腰を両手でつかむと、まったく萎なえていないモノを誘惑されるままにぶち込んだ。

「──んにゃぁあああああっ！」

　俺にモノを叩き込まれたミィナは、大きくエビ反りになり、それだけで軽くびくんびくんと震える。

「あ、あっ……相変わらず、大っきいにゃあ……！　息が……できにゃ……い……！」

「でもミィナもだいぶ慣れただろ。動かすぞ」

「う、うん……ダグラスの、思うとおりに……動いて、大丈夫にゃ……。──にゃああああっ！」

　──じゅぷっ、じゅぷっ、じゅぷっ。

　俺は欲望のままにミィナを抱き、愛していく。

　最初は正常位で交わっていたが、途中から彼女の上半身を持ち上げ、ミィナには俺に抱きつかせるようにする。

　下からずんずん突き上げていけば、ミィナはあらん限りの嬌声を上げる。

「あんっ、あぁんっ、ああっ、あぁあっ……！　ダグラスっ……気持ちいいっ、気持ちいいにゃっ……！　あああっ、あぁんっ、ああっ……もうっ……ミィナもうっ……イっちゃうにゃ……！　イくっ、イくっ、イくっ、イくっ──んにゃぁぁあああああっ！」

　ミィナは天高く声を上げて絶頂。

　俺の腕の中で、びくんびくんと小刻みに震える。

　俺はそんなミィナを地面に下ろすと、ぐったりと仰あお向むけになった獣人の少女の前で、自分の竿をしごく。

　びゅるっ、びゅるっ、びゅるるるるっ……！

　俺のモノから吐き出されたたっぷりの白濁液が、ミィナの顔から衣服までを汚していった……。
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　カー、カー、カー。

　夕焼け空を、鳥が鳴き声を上げながら飛んでいく。

　俺はミィナとエレンを連れ、村から街へと戻る街道を歩いていた。

　イビルフラワー退治を終え、街に帰ってクエスト達成報告をする前に、矢も楯たてもたまらず二人と森の中での青あお姦かんをしてしまった。

　ほかの冒険者たちはもう街へと帰還していることだろうが、まあ慌てることもない。

　俺たちは牧歌的な風景の中を、雑談をしながらのんびりと歩いていく。

「にゃうぅぅっ……はやく街に帰って、お風呂に入りたいにゃ。外でやると、そういうところがにゃあ……」

「替えの服も洗濯しないとだしね。……でもボクもだけど、ダグラスもひょっとして、服を着たままエッチなことするの好きだったりする？」

「ああ。裸もいいが、エレンの言っていることも分かるな。服を着たままだと、普段どおりのお前らを征服している気がして、かなり興奮する」

「……ダグラス、それはぶっちゃけすぎにゃ。男ってみんなそうにゃ？」

「あはは。でもボクは好きだよ、ダグラスに征服されるの」

「エレンがそうなのは知ってるにゃ。ミィナは……まあ、ダグラスならいいにゃけど」

　そんな風にしてぷらぷらと街道を歩いていると、肩に担いだ聖斧ロンバルディアから声がかかる。

『わが主よ。またも報告が遅れたが、いつもの朗報じゃ』

「お、あれか。レベルが上がって新しいスキルを修得したってやつだな。……しかしロンバルディア、お前ひょっとして、いつも言うタイミングを考えてくれているのか？　そのレベルってやつが上がるのって、俺がお前を使ってモンスターを倒したときだよな」

『いかにも。だが我は、誇り高き聖斧ロンバルディア。そんじょそこらの魔剣や魔ま槍そうとは格が違うのじゃから、空気を読むぐらいは造作もないわ。……しかしな、わが主よ。一つだけ重要なことを言っておこう』

「なんだ？」

『誇り高き我とて、構ってもらえぬと寂しい。……最近の我の出番、このスキル報告しかないのはどうかと思うのじゃ。我に出番を、もっと出番を』

「…………」

　それは立ち位置的に難しいんじゃねぇかな。

「それで、ロンバルディア。新しく覚えたスキルがあるのか？」

『さらっと流しおったな……まあよいわ。そして喜べわが主よ。今回は格レベルが二段階上がって、修得したスキルは二つじゃ』

「ほう」

　まあイビルフラワーの親玉はキマイラ以上の強さだった気がするし、普通のイビルフラワーも最終的に相当な数を倒したからな。そういうこともあるだろう。

「で、内容は？」

『うむ。まず一つ目は【毒耐性】のスキルじゃ。これでおぬしは、致死毒、麻ま痺ひ毒そのほかあらゆる毒物に対して常人よりもはるかに強い耐性を得た。これも【カリスマ】と同じく常時発動型パツシブのスキルじゃな』

　なるほど。地味だが役に立つ機会はあるかもしれないな。

「もう一つは？」

『二つ目は【絶対防御】じゃ。このスキルを発動すると、わずかの間じゃがおぬしは一切のダメージを受けつけなくなる。効果時間は五秒ほど。一度使用すると以後二十四時間は再使用ができなくなるから注意せい』

「【鬼神化】みたいな副作用はないのか？」

『うむ。副作用はないの』

　そうか。使いどころがあるのかないのかいまいちよく分からんが、少なくとも、反動がないなら普段使いする余地はあるな。

　しかしロンバルディアの力、最初からとんでもないのに、それにどんどん拍はく車しやがかかっている気がするんだが大丈夫かこれ？
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　やがて街に到着すると、俺とミィナ、エレンの三人は公衆浴場でひと風呂浴びてから、冒険者ギルドへと向かった。

「クエストお疲れさまでした、ダグラスさん、それにミィナさん、エレンさんも。皆さんは今回の一番の功労者だと聞きましたけど、倒したイビルフラワーの数は何体になりますか？」

「ほかの冒険者たちは、どのぐらいだったにゃ？」

　受付嬢の質問に、質問で返すミィナ。

　受付嬢は記憶を探るようにして答える。

「えぇっと確か……ルークさんたちのパーティが合計十一体で暫定トップ、ほかのパーティが七体、六体、六体だったと思いますけど……正確な数を確認してきますか？」

「ううん、いいにゃ。ざっくり聞きたかっただけにゃ」

　そう言ってミィナは、大袋をどさっと前に出す。

　出てきた大袋を見て、首を傾げる受付嬢。

　しおれた魔花が数個入っているというような袋の大きさではない。

「カウンターには乗りきらないと思うにゃから、ここの床に出してもいいにゃ？」

「はぁ……はい、いいですけど……えっ、どういうこと……？」

　受付嬢がポカーンとしている中、ミィナは大袋からざらざらっと、大量のしおれた魔花を床に吐き出した。

　その中には、親玉イビルフラワーのものである、とりわけ大きな魔花も含まれていた。

　受付嬢は「はい……？」と言って、首を傾げたまま動かなくなった。

　それから数秒硬直していた受付嬢だが、我を取り戻すと──

「ちょ、ちょっと待っていてくださいね。──ギルドマスターッ!?」

　受付嬢は慌ててギルドの奥へと引っ込んでいった。

　やがて受付嬢が俺たちの前に戻って来たときには、ギルドマスターのアンジェラがついてきた。

　アンジェラは俺たちの前にある大量のしおれた魔花を見て、眉み間けんを軽く指でつまんでから、再度その光景を目にして呆れた顔をした。

「あー……これ、全部でいくつあるんだい？」

「ちゃんと数えてないけど、五十個以上あるのは間違いないと思うにゃ」

　その場の全員で手分けして数えてみると、全部で八十七個のしおれた魔花と、一個の大きなしおれた魔花があった。

　村にいたイビルフラワーは、ほかの冒険者が倒した分も含めてトータル四十体弱だったのだが、親玉の巨大イビルフラワーを倒した後に行った森の大掃除が、とにかく大変だったのだ。

　エレンが倒したのが、トータルで十五体ほど。

　残りの七十体ほどは、俺が倒したことになる。

　総討伐数を確認したアンジェラは、困ったような顔でばりばりと頭を搔く。

「悪いダグラス、こいつはちょっと想定外の数だ。素材の買い取り料を含めて一体につき金貨五枚を支払うってクエスト契約だから、その分は何とかして払う。でもこの親玉の分に特別報酬は出せそうにない。普通に一体分としての勘定になっちまうね」

「それは構わない。本来はあれを発見した時点で、事前報告が必要な案件だからな」

　俺はアンジェラにそう答える。

　もともと俺も、親玉の分の特別報酬までは期待していなかった。

　今回の依頼者が出せる報酬やギルドの資金繰りを考えれば、討伐数分の報酬を全額出すだけでもギルドは赤字になりかねないと思っていたからだ。

　討伐数分を満額もらえるだけでも御の字である。

　それだけでも金貨四百四十枚──ミィナ、エレンと三人で暮らしても、ゆうに半年以上は働かずに暮らせる金額だ。

「すまないね、ダグラス。……しかし、なるほどねぇ。こりゃあエレンの報告も、真実味を帯びるってもんだ」

「でしょ？　ボクは噓なんかついてないって、最初から言ってるじゃん」

　アンジェラの言葉を聞いて、ふふんと得意げに胸を張るエレン。

　と、そこに──

「おおっ、さすがダグラスさん、すげぇ数だ！」

「これ一体いくつあるんすか？　さすがダグラスさん、パネェわ～」

「やっぱダグラスさんは、どこかのＤランクぽっちで威張ってる若造とは格が違うぜ」

　ともにイビルフラワー討伐に行った冒険者たちが集まってきた。

　相変わらず、手のひらの返しっぷりがすごいやつらである。

　そんな冒険者たちが視線を向ける先には、一人の青年がいた。

　剣士の青年ルーク。

　彼は俺の方をキッと睨みつけると、つかつかと歩み寄ってくる。

　彼の背後には、神官アデラと魔法使いシェリル。

　もちろん、びりびりに破かれた衣服は交換されてまともな身なりだし、浴場に行ったのかその身も綺き麗れいになっているようだ。

　ルークは俺の前まで来ると、俺に食って掛かってきた。

「おっさん、今回は俺の負けを認めてやる！　だがいずれ、俺はあんたを超えてやるからな！　覚えてろよ！」

　そう啖たん呵かを切ったルークは、そのまま冒険者ギルドを出ていった。

　もしこれで日々の修練を怠らなくなれば、あいつもひょっとすると、相当な実力を身につけるようになるかもしれないな。

　また神官アデラと魔法使いシェリルは、出ていったルークと俺の方を交互に見て、慌てて俺の方に駆け寄ってくる。

「この度は助けてくださって、ありがとうございました、ダグラス様。あなたは命の恩人です。……それに、昔はああして助けてもらったことが何度もあったなと思い出しました。私たちは、恩を忘れていたのですね。数々のご無礼、申し訳ありませんでした」

「わ、私も助かったわ、ありがとう。……それに、いろいろとごめんなさい。あなたのこともルークのことも見誤って、私、どうかしてた……」

「二人とも、ルークについていくのか？」

　俺がそう聞くと、二人の女性冒険者はこくりとうなずく。

「もうダグラス様の隣には、私のような者の居場所はないでしょうし。ルーク様をしっかりと支えて、やっていこうと思います」

「ルークのやつがだいぶどうしようもないのは、今回のことでよーく分かったけどね。もともと薄々は感じていたし──それでも私は、あいつを選んだから」

　二人の女性冒険者はそれだけ言い残して、俺に頭を下げてからルークのあとを追いかけていった。

「あの三人の関係も壊れるかもしれないと思ったが、少し意外だな」

「ま、あいつらにもきっと、いろいろあるにゃよ」

「いろいろだよねー」

　俺はミィナやエレンとそんな話をしつつ、三人の若き冒険者たちを見送った。

　その後、ひと通りのクエスト報告処理を終えて報酬を受け取ると、俺はミィナとエレンを連れて冒険者ギルドを出た。

　だが──

　ギルドの入り口を出たところで、俺は一人の少女とぶつかった。

「きゃっ……！」

「お、悪い。大丈夫か」

「ご、ごめんなさい。少しぼーっとしていたみたいで……」

　俺は尻餅をついた少女に手を差し出して、助け起こす。

　賢者のローブを身にまとった、銀髪の美少女だった。

　その首もとには、エレンと同じ銅製の冒険者証──Ｃランク冒険者の証がちらりと見える。

　少女は俺の手を取り、立ち上がろうとして──そこでぴくりと動きを止めた。

　彼女は顔を上げ、俺の方をまじまじと見てくる。

　そして──

「や、やっと……私の勇者様、やっと見つけました！」

　少女は俺の手を取り立ち上がると、いきなり俺に抱きついてきたのである。
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　俺は冒険者ギルドの入り口前の路上で、見知らぬ少女に抱きつかれていた。

「ゆ、勇者様ぁ……？　いったい何だ、藪やぶから棒に」

　女の子の甘い匂いが、ふわりと襲い掛かってくる。

　こう若くて可か憐れんな見知らぬ少女にいきなり抱きつかれれば、俺としてはうろたえるしかない。

　いや、本当に「見知らぬ」少女なのかどうかと問われれば、どこかで見た覚えがあるような気もするのだが……。

「はっ……!?　し、失礼いたしました！　私、あまりにも嬉しくて、つい……！」

　賢者のいでたちをした銀髪の少女は、慌てて俺から離れた。

　彼女は真っ赤になって、俺の目の前で小動物のようにしゅんと小さくなる。

　や、やばい……かわいい。

　頭をなでなでしたい。

　俺がそう思って我が手の衝動を抑えてうずうずしていると、そこにミィナが間に割って入ってきた。

「何にゃ、お前。いきなりダグラスに抱きついて、勇者様だのなんだのと。常識ってものを知らないにゃ？」

　ふしゃーっと、猫っぽい警戒心を剝むき出だしにするミィナ。

　一方の賢者姿の少女は、そんな猫耳族の少女に対してムッとした顔を見せる。

「何ですかあなたは。私と勇者様の間に割って入るなど、無礼ですよ」

「ぶ、無礼……!?　ダグラス、何を言ってるにゃこいつは！」

「いや、俺にも何がなんだかさっぱりだが。ミィナもどうしたんだ、いきなり突っかかって。お前らしくもない」

「だ、だって……！　こいつダグラスに、いきなり抱きついたにゃよ!?　ダグラスの嫁になる覚悟があるやつならともかく、何の覚悟もないポッと出の女に許していいことじゃないにゃ！　ダグラスの嫁として、そこは譲るところじゃないにゃ！　ほら、エレンも何か言ってやるにゃ！」

　ミィナはそう言って、俺のもう一人の彼女に援軍を求める。

　だが当の剣士の少女は、きょとんとした様子で首を傾かしげていた。

「セラフィーナ様……？　どうしてここに」

「あらエレン、ひさしぶりですね。あなたこそどうして、このような田舎街に？」

「ボクはこのダグラスのお嫁さんにしてもらって、彼に付き従っているんだけど」

「って、おいエレン、知り合いか？」

　俺がそう聞くと、剣士の少女はこくんとうなずいて、こう答えた。

「うん。彼女の名前はセラフィーナ・ウェントワース。王都で活動するＣランク冒険者の一人であると同時に、このウェントワース王国の第六王女でもある。──つまり、この国のお姫様の一人だよ」

「「お、お姫様ぁ……!?」」

　俺とミィナは、二人して素すっ頓とん狂きような声をあげていた。
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　賢者姿の少女──セラフィーナがあまり人の多い場所で話したくないというので、俺たちは宿の一室に場所を移して、彼女から話を聞くことにした。

　俺、ミィナ、エレンがいる前で、銀髪の少女は賢者のローブの裾すそをドレスのようにつまみ、俺に向かって優雅に一礼してくる。

「それではあらためまして、勇者様。私はセラフィーナ・ウェントワース。エレンが紹介してくれたとおり、このウェントワース王国の第六王女です。──と言ってもこのとおり、冒険者なども行っているお転てん婆ばではありますが」

　そう言ってセラフィーナは、胸元の銅製の冒険者証を見せてくる。

　エレンと同じ、Ｃランク冒険者である証だ。

「俺はダグラス。いろいろと分からないことがあるんだが、まずその『勇者様』ってのは何なんだ？　……いや、王女様相手なら、敬語を使った方がいいのか。すまない。生まれてこの方、ずっと無作法な育ちなもんで」

「いえ、そのままで構いませんダグラス様。むしろダグラス様は私の勇者様なのですから、私のことは従者のように扱ってください。──それで、勇者様に関してのご説明ですね。それは私が『予言の巫み女こ』であることと深くかかわりがあります」

「またよく分からない言葉が出てきたにゃ。『予言の巫女』って何にゃ？」

　ミィナがそう口を挟むと、セラフィーナ王女はにこりと笑って猫耳の少女を見る。

「私はダグラス様にお話ししているんです。関係のない方は黙っていてもらえますか？」

「にゃっ……!?　か、関係ないって何にゃ！　ミィナはダグラスの──」

　ふしゃーっと牙きばをむいて襲い掛かりそうになるミィナを、俺はどうどうと宥なだめる。

　なんだか分からんが、この二人は相性が悪そうだ。

「エレン、悪い。ミィナを連れて外で待っていてもらえるか？　事情はあとで俺の方から話す」

「その方がいいみたいだね。ほらミィナ、行こう」

「うーっ、分かったにゃ」

　エレンがミィナを連れて、部屋の外に出ていく。

　部屋は静かになり、俺とセラフィーナ王女の二人だけになった。

　落ち着いたところで、俺は王女とあらためて話をする。

「騒がせてすまなかったな。でもミィナは俺の仲間で、エレンもそうなんだが、その……俺の大事な人なんだ。だからあまり、無下にしないでもらえると助かる」

「そうですか……分かりました。ダグラス様がそうおっしゃるのでしたら、なるべくそのように努力いたします」

「そうしてもらえると嬉しい。じゃあ、話の続きを頼む」

「はい、ダグラス様。『予言の巫女』に関する話からでしたね──」

　そう言ってセラフィーナ王女が語り始めたのは、こんな内容の話だった。

　このウェントワース王国の王族の娘には、稀まれにある種の特殊能力を持った者が生まれる。

　その特殊能力とは、未まだ起きていない何かの事態を「予知する」能力。

　そうした予知能力を持った者が、「予言の巫女」と呼ばれるのだという。

　ただ、この予知能力は本人が知りたい内容を知れるわけではなく、寝ている間に見る夢という形で、まだ見ぬ未来の姿が受動的に与えられるらしい。

　それに加えて、予知の的中率は百発百中ではなく、むしろ三回に二回は外れる。

　ゆえに予言の巫女の存在を眉まゆ唾つば扱いする者も、王家の関係者には少なくないとのこと。

　ただ「予言の巫女」の存在は、王家の伝承として代々伝わっている。

　誰がこの予知能力を持っているかは、本人の証言と現実に起こった出来事とを照らし合わせて判断するしかないのだが、王家の関係者でも信心深い者たちの間では、セラフィーナは今代唯一の「予言の巫女」と目されているのだという。

　そこまで話を聞いた俺は、やや途方に暮れてしまった。

「……そりゃあ何とも、難しい話だな。三回に二回外れるんじゃあ、当てずっぽうで適当なことを言っても、予言の内容次第ではそのぐらいの的中率になってもおかしくはないだろ。眉唾扱いするやつの気持ちも分かるな」

「ええ。ですがダグラス様、予言の巫女にはもう一つ、重要な役割があるのです」

「もう一つの役割？」

　俺が聞き返すと、セラフィーナは大きくうなずいた。

「はい。私たち予言の巫女には、己の仕えるべき勇者様を見つけ出し、一生を賭としてその従者としてご奉仕する役目がある──王家の伝承には、そう伝わっております」

「……んん？」

　なんだかもう一つ、途方もない話が転がり込んできた。

　一生を賭してご奉仕するとか何とか、変な言葉が聞こえた気がするが……。

「えっと……すまん、なんだって？　今のところをもう一度頼む」

「はい。ですから私たち予言の巫女には、自らの見み出いだした勇者様にお仕えして、その側そば女めとして勇者様に一生をかけてご奉仕する使命があるのです。ダグラス様、私はあなた様のお姿を、鮮明に夢に見たのです。私が仕えるべき勇者様は、あなた様なのです、ダグラス様」

「……マジか」

「マジです」

　セラフィーナ王女はぐっと両手をにぎって、ふんすっと鼻息を荒くしていた。

　その姿がとてもかわいらしいだけに、どうしようかこいつと思ってしまう俺であった。
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　ミィナとエレンを部屋に呼び入れると、俺は二人に、セラフィーナ王女から聞いた話を説明した。

「……と、いうことらしい」

「ふぅん……。ダグラスが、予知夢に出てきた勇者様にゃあ。それでダグラスに一生仕えて尽くすと、そう言ってるにゃか」

　ミィナは胡う散さん臭くさそうな目で、セラフィーナを見る。

　セラフィーナはそのミィナの態度に、少しムッとした表情を見せた。

　また喧けん嘩かになっても困る。

　俺はミィナを手招きで呼ぶと、何事かと寄ってきた獣人の少女を、軽く抱き寄せた。

　驚いた様子を見せ、頰ほおを染めるミィナ。

　その栗色の髪を優しくなでると、ミィナは俺の腕の中で「んっ」と小さく喘あえいで気持ち良さそうにした。猫耳がぴくぴくと、かわいらしく動く。

「ミィナはセラフィーナがパーティに加わるのは嫌か？　嫌なら俺も、少し考えるが」

「べ、別にパーティに加えるのは、嫌じゃないにゃ。でも本気じゃないやつがダグラスにべたべたするのは、ちょっと……ううん、かなり嫌にゃ」

「私は本気です！　いつでも勇者様にお仕えできるよう、幼少の頃より魔法の修練を続けてまいりましたし、成人してよりは夜よ伽とぎの練習だってしています！」

　ミィナの言葉を聞いたセラフィーナが、必死の様子で訴えかけてくる。

　……が、今また何か、変な言葉が聞こえた気がするぞ。

「今、夜伽と言ったか？」

「はい、夜伽の練習です。勇者様に一生お仕えしてご奉仕するのが私たち予言の巫女の役目ですから、当然に必要なことです」

「それってセラフィーナ様も、ダグラスのお嫁さんになるってこと？」

　エレンが横から口を挟んでくる。

　それに対してセラフィーナはふわっと笑って、こう答えた。

「それはダグラス様のご意向次第です。ですが代々の予言の巫女は、勇者様の伴はん侶りよとして仕えた者がほとんどであるといいます。私もダグラス様さえお嫌でなければ、伴侶の一人としてご寵ちよう愛あいをいただければ、それに勝る幸いはありません。無論そうでなくとも、望まれれば従者として夜のご奉仕もさせていただきますが」

　至し極ごく当然のことのように言い放つセラフィーナ。

　だが俺からしてみれば、それは異常とも思える習わしだ。

「待ってくれ、セラフィーナ王女。お前さんは本当にそれでいいのか？　代々の言い伝えだとか何とか、それはお前さん自身の意志じゃないだろう」

　俺がそう聞くと、セラフィーナはきょとんとした顔を見せた。

　それから口元に手を当てて、考え込む仕草をする。

「うーん……何をもって私の意志とするかにもよりますけど……ダグラス様、私が今、最も恐れていることをお伝えしてもよろしいですか？」

「恐れていること……？　ああ、構わないが」

「ありがとうございます。……私が今最も恐れているのは、私の勇者様であるダグラス様に、私を拒絶されることです。私は勇者様にお仕えするために、これまでずっと頑張ってきました。ですから私は、ダグラス様に今ここで拒絶されて、私のことを『いらない』と言われるのが最も怖いのです。……これって、私の意志ではないでしょうか？」

「…………」

　……重い。

　エレンのときもそうだったが、決意が重すぎる。

　生半可な綺き麗れい事ごとで太刀打ちできるレベルの決意じゃない。

「わ、分かった。セラフィーナ王女がそれでいいなら、俺には断る理由もない。是非ともついてきてくれ」

「本当ですか……!?　ありがとうございます！」

　満面の笑顔で喜びを表現してくるセラフィーナ。

　ヤバい、かわいい。

「ミィナもそれでいいか？」

「うん、構わないにゃ。本気ならいいにゃよ、本気なら。遊びでダグラスをかどわかそうとするのは許せなかっただけにゃ」

「そうか」

　俺は再び、腕の中にいるミィナの髪をなでる。ミィナは「にゃはっ」と鳴いて、俺の胸元でごろにゃんと懐いてきた。こっちもこっちで相変わらずかわいい。

　俺はもう一人の彼女にも問いかける。

「エレンもいいか？」

「もちろんだよ。──それじゃ、これからよろしくね、セラフィーナ様」

「はい。ですがエレンも様付けはやめて、私のことはセラフィーナと呼んでください。──ダグラス様も、私のことはどうぞ呼び捨てになさってください。そして従者だと思って、お望みのことは何でもお申し付けください」

「分かった。従者っていうのはあれだが、セラフィーナと呼ばせてもらう」

「はい♪」

　満面の笑顔で、にっこりと微笑ほほえみかけてくるセラフィーナ。

　やっぱりかわいいなぁと思った俺だった。

　だったのだが──





　　　　＊＊＊






「不束ふつつか者ものですが、よろしくお願いします」

「あ、ああ……」

　薄暗いランプの灯あかりだけが部屋を照らす、いかがわしい宿の一室。

　その夜、俺とセラフィーナの二人だけが、同じ部屋にいた。

　俺はベッドの側面に腰掛けているのだが。

　その前の絨じゆう毯たん敷じきの床では、銀髪ロングの美少女が三つ指をついて頭を下げていた。

　セラフィーナは夜伽用の淫いん靡びな薄うす衣ぎぬ一枚の姿であり、俺は裸同然の姿で布一枚を腰に引っかけているばかりだ。

　どうしてこうなったのかと問われれば、話の流れでとしか答えようがない。

　ミィナが「本気であるところを見せるにゃ」と吹っかけ、セラフィーナが「いいでしょう。今こそ磨みがいてきた夜伽の技を見せるときです」と受けて立った。

　そして今ココ、である。

「セラフィーナ、ここまで来て言うのもなんだが……ミィナはああ言っていたが、嫌なら無理はしなくていいんだぞ」

「……ダグラス様は、私に夜伽をされるのはお嫌ですか？」

　セラフィーナは不安そうな表情で、俺にそう聞き返してくる。

　俺はバリバリと頭をかきむしった。

「俺が嫌なわけがあるか。セラフィーナみたいなかわいい子にご奉仕しますなんて言われたら、嬉しすぎるに決まってるだろ」

　それを聞いたセラフィーナは、ホッと胸をなでおろす。

「でしたら私もです、ダグラス様。私は夢で一目お姿を見たときから、ダグラス様に抱いていただくことを現うつつでも夢見ておりました。頼りがいのある大きな体に、逞たくましく鍛え上げられた肉体。それに優しくて思いやりのあるお方とも感じます。恋い焦がれるお方に尽くせる私ほど幸せな者が、ほかにおりましょうか」

　そう言って、またにこりと笑いかけてくる。

　本当に笑顔がかわいいな、この王女は。

　しかしあまりにもモテ期すぎて、逆に怖い。

　長年不幸に慣れすぎていて、これだけたて続けに幸福が続くとどうにも落ち着かない。

　だが慣れるしかないのだろう。頑張れ俺。

「分かった。じゃあよろしく頼む、セラフィーナ」

「はい、ダグラス様。では、失礼いたします」

　セラフィーナは膝をついた姿勢のまま、俺の目の前まで来ると、俺の股間に掛けられていた布をそっと取り払った。

「ふぇっ……!?」

　俺のガッチガチに勃ぼつ起きしたモノがセラフィーナの眼前に現れると、少女は素っ頓狂な声をあげる。

　夜伽用の薄衣姿のセラフィーナをずっと目まの当あたりにしていて、俺の息子はすでに辛抱たまらない状態になっていた。

「す、すごい……おっきくて、太くて、びくびくってしています……。ダグラス様、殿方のものは、みなこのような姿なのでしょうか……？」

「さあな。よそのやつのは知らないが、俺のはセラフィーナがかわいすぎて、どうしようもなくなっちまってるんだ」

「えへへっ、それは嬉しいです。……触ってもよろしいですか？」

「ああ」

「では、失礼いたします……」

　セラフィーナはごくりと唾を飲むと、その白魚のような両手を伸ばして、俺のそそり立ったモノをためらいがちに触ってきた。

　柔らかな少女の手の感触が、俺のものを包み込む。

「すごい……血管が浮き出ていて、とても硬いです」

「ああ。セラフィーナの手も、柔らかくて気持ちがいい」

「なんか、そう言われると……すごくエッチなことをしている気がしてきますね。あ、いえ、実際にしているのですけど……なんだかちょっと、恥ずかしいです……」

　はにかむようにしてそう言いながら、セラフィーナは俺のモノをにぎにぎしてくる。

　その刺激だけで、もう結構ヤバい。

　いや、結構じゃない、これは本気で──

「ま、待ってくれ、セラフィーナ……！　その刺激は──」

「えっ、何ですか……？　──きゃっ!?」

　──びゅるっ、びゅるっ、びゅるっ！

　俺の息子は、我慢できずにたっぷりの白濁液を発射してしまった。

　それがセラフィーナの顔面や髪に直撃して、美しい少女の姿を汚けがしていく。

「うぶっ……！　ふああっ……これは……すごい匂いです……くらくらしてきて……」

　白濁した姿で瞳ひとみを潤ませ、恍こう惚こつとした表情を浮かべてぺたんと座り込んだ王女様。

　ヤバい、エロすぎる。

　その姿を見ていたら、俺の理性が一瞬で消し飛んだ。

「セラフィーナ」

「ふぁい、ダグラス様ぁ……」

「すまん──我慢できない」

　俺はたまらず、セラフィーナに襲い掛かっていた。
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　蕩とろけるような表情で呆ほうけ、絨毯敷きの床の上でぺたんと女の子座りをしているセラフィーナ。

　俺はベッドから立ち上がると、その前までおもむろに歩み寄っていって──

「ふぁっ……ダグラス様、何を……ふぐぅっ!?」

　まったく萎なえていない自分のモノを、王女様の口の中にぶち込んだ。

　目をまん丸くして、驚いた表情を見せるセラフィーナ。

　俺はその少女の頭を押さえつけるように両手でつかんで、最後に残ったひとかけらの理性を言葉にする。

「本当に嫌だったら、俺の腰を手で叩たたいてくれ。セラフィーナがかわいすぎて、もう我慢ができない」

　そう伝えると、セラフィーナは俺のモノを咥くわえたまま、俺の方を上うわ目め遣づかいで見てこくこくとうなずいてきた。

　かわいすぎて、エロすぎる。

　俺は欲望のままに腰を振り、少女の口でそれを興奮させていった。

「ふぐぅぅっ……！　んっ、むぐっ、んぐぅっ……！　んんっ、むぐぅぅっ……！」

　セラフィーナは俺に無理やりされているにもかかわらず、口の中のものを懸命に舐なめしゃぶり、俺を満足させようとしてくる。

　たまらない。

　温かい舌や唇の感触、絡みついてくる唾だ液えき、すべてが俺の欲望を加速させる。

「出すぞ！　セラフィーナの口の中に……！」

　俺がそう伝えると、再びセラフィーナがこくこくとうなずく。

　そして──

「──ふぐぅうううううううっ！」

　セラフィーナが再び目を丸くする。

　どぴゅっ、どぴゅっ、どぴゅるるるるっ……！

　俺の欲望が、セラフィーナの口の中に吐き出されていった。

　こくっ、こくっと、セラフィーナの喉のどが動く。

　けなげにも全部吞のみ込こもうとしているのか、そうでなければ呼吸ができないのか。

　俺は腰を引き、塞ふさいでいた少女の口を解放する。

「けほっ、けほっ……！　んぐっ……はぁっ……はぁっ……」

「大丈夫か、セラフィーナ……って、俺が言うのも何だが」

「は、はい……大丈夫、です……。ダグラス様の、濃いの……私のお口に、たくさんいただきました」

　そう言って、白濁に染まった顔で、なお笑顔を向けてくるセラフィーナ。

　なんだこれ……。

　かわいいなんてもんじゃない。

　どうして一国の王女様が、一介のおっさん冒険者の前でこんなことになっているのか。

　すべてがおかしい。どうかしている。

　そして今の俺も、セラフィーナの色香にあてられて、どうかしていた。

　俺は少女の手をつかみ、ベッドへと引っ張っていく。

「来い、セラフィーナ」

「あ、あの、ダグラス様。もう二回もたて続けに精を出されています。少しお休みになっては……」

「必要ない。寝ろ」

「きゃっ……！」

　セラフィーナを乱暴にベッドの上に寝かせると、俺はその上から覆いかぶさった。

　少女の首筋から胸元まで舌を這はわせ、その下の豊かな双丘の頂、薄衣の上から透けて見えるツンと尖とがった乳首に甘く嚙かみついていく。

「んっ……ダグラス様っ……ああっ……！」

「かわいい喘ぎ声だな。興奮する」

「んんっ……！　あぁあっ……！　そんなに、そこを……舐められたらぁっ……あぁああっ……！」

　舌を使って尖った乳首をころころとねぶってやれば、セラフィーナは体を弓なりにして感じ入る。

　俺はそのまま蜥蜴とかげのようにベッドの上を後退し、少女のお腹を通り、下半身の方へと舌を這わせていく。

「はぁっ……はぁっ……ダグラス、様ぁっ……そっちは、もう……とっくにダメで……恥ずかしいです……こんな、はしたない……」

「はしたないってのは、ぐちゃぐちゃになったここのことか？」

　俺はワンピースの薄衣を手でまくり上げ、その奥にある下着をずり下げていく。

　とろりとした蜜が糸を引いて、たっぷりと濡れそぼったその部分が露あらわになった。

「ううっ……見ないで、ください……。私……もうダメなんです……ダグラス様の、熱くて……すごい匂いのするものを、浴びてから……ずっと……」
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「淫らな気持ちになって、ここがこんなにどうしようもない状態になっちまったってことか？」

　俺の意地悪い尋問に、セラフィーナは涙目でこくんとうなずく。

「そうか。つまり俺のせいってわけだな。だったら責任をもって──もっといじめてやらねぇとな」

「──あぁああああっ！」

　俺はセラフィーナの大事なところを、舌で舐め回していく。

　蜜をじゅるじゅるとすすり、舌を中に入れてそこをたっぷりと味わう。

「んぁあああっ！　ダメですっ！　そんなにっ、れろれろってされたらぁっ……！」

「セラフィーナの中、キツキツに締まってるぜ。ここに俺のモノが入るか？」

「わかりませんっ！　わかりませんっ……！　でもっ、頑張りますからぁっ……！　あぁあああああっ……！」

　いやいやと身を振り乱すセラフィーナ。

　俺はほどほどでそこを舐めるのをやめ、身を起こすと、セラフィーナの股の間に腰を置いて、自分のモノの先端部をそこに当てる。

「本当にいいんだな、セラフィーナ」

「はぁっ……はぁっ……は、はい、ダグラス様。来てください。あなたの形を私に教え込んで、私をあなただけの女にしてください」

　なるほどな。確かに男が悦ぶ言葉を教わっていやがる。

　だがそうと分かったところで、この欲望を止められるわけもない。

　俺は乱れ切った王女様の細い腰を両手でつかむと、その可憐な少女の急所に自分の太いモノを思いきりねじ込んでいく。

「あぁあああああっ……！　あっ……かっ、はっ……！　ダグラス様の、大きいのが……私の、中に……入ってぇっ……！」

　途中でぶちんっと何かを突き破った感触。

　一筋の赤いものが、結合部から漏れ出てくる。

「痛いか、セラフィーナ？」

「はぁっ……はぁっ……は、はい……少し……ですけど、大丈夫ですから……」

「ゆっくり動くぞ。無理だったらすぐに言えよ」

「はい……お願い、します……んんっ！」

　ぶち込んだことで少し落ち着いた俺は、ゆっくりと腰を動かし始める。

　ぐじゅっ、ぐちゅっ、ぐちゅっ。

　結合部で水音が鳴り、二人だけの淫靡な世界を作り出していく。

「んっ……んんっ……ダグラス、様ぁっ……」

「いいぞ、セラフィーナ。お前の中は、俺のものをたっぷりと締めつけてくる」

「ああっ……あぁあんっ……ダグラス様の、モノもっ……私の奥を、たくさん突いてきます……あんっ、んぅぅっ……」

　セラフィーナの声が、少しずつだが艶つやを増していく。

　俺はそれに合わせ、ゆっくりだった動きを徐々に激しくしていく。

「やっ、ああっ！　ダグラス、様っ！　気持ち、いいですっ、私っ！　あんっ、あっ、あぁんっ……！」

「そろそろ俺も限界だ。外に出すか？」

「ダメです、中にっ……！　中に、お願いしますっ！　ダグラス様の、熱いのっ！　私の中に、たくさんくださいっ！　私をっ、ダグラス様の女に……！　お願いします……！」

「分かった。だったら中に、全部出してやる──行くぞ」

「私もっ、もうダメっ、イくっ、イっちゃいます、イっちゃいますから──んぁあああああああっ！」

　俺の欲望がセラフィーナの中に吐き出されるのと、セラフィーナがびくんっと跳ね上がって大きくエビ反りになったのとが同時だった。

　どぷっ、どぷっ、どぷっ……。

　俺の熱いものがたっぷりと注がれる中、セラフィーナはびくびくと、その体をしきりに痙けい攣れんさせていたのだった。
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　交わりを終えた後、俺とセラフィーナの二人は、ベッドで横になっていた。

　俺はセラフィーナを胸に抱き、その長い銀髪を優しくなでる。

　セラフィーナは俺の体に身を寄せるようにして、心地よさそうにしていた。

「でも……すみません、ダグラス様……。私がご奉仕する立場なのに……途中から私、心地よさに打ちのめされて、わけが分からなくなってしまって……私ばかりが、気持ち良くしてもらっていましたよね……？」

「何言ってんだ、そんなわけあるか。最初から最後まで最高だったよ。それに俺の方こそ、途中で乱暴にしちまって悪かったな。セラフィーナがかわいすぎて、我慢できなかったんだ」

「い、いえっ。あのぐらいなら全然大丈夫です。それに……かわいいって思ってもらえるのは、すごく嬉しいです。私に夢中になってくれているってことですよね……？」

「まあな。……しかし今更だが、王女様なのにやっちまって大丈夫だったのか？　それで打ち首って言われたら、お前さんをかっさらってほかの国に逃げるまで考えたが」

「あははっ、大丈夫ですよ。私が予言の巫女と目された時点で、私が勇者様にお仕えすることは王家の了解事項となっていますから」

「そいつは良かった。安心した」

「そうだ。それで、もしダグラス様のご都合がよろしければなんですけど、一度王都まで来ていただけませんか？　お父様──国王に、私の勇者様に出会ったことを報告したいのです」

「あー……今のところ、すぐに何かをする予定はないな」

「でしたら、よろしければ明日にでも出立しませんか？　ここから王都までは、四日ほど馬車に乗っていけば着きますので」

　王都か……。

　というか、国王に挨拶？

　おたくの娘さんをいただきましたって？

　今になって途方もないことをした気にもなってきたが……まあ、今さら腰が引けても仕方がない。

　こうなったら、覚悟を決めて行くしかないな。

「分かった。じゃあ明日すぐに、ミィナとエレンにも話して出立しよう」

「はい！」

　そうして俺は、あれよあれよという具合で王都へと向かうことになったのである。
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　セラフィーナ王女に出会った日の翌朝に出立して、馬車に揺られること四日。

　俺とセラフィーナ、ミィナ、エレンの四人は、王都へとやってきていた。

　馬車が市門前に到着したのは、空が夕焼け色に染まり始めた頃だ。

　俺たちは市門で門番によるチェックを受けてから、都市の中へと入っていく。

「んんっ……！　やっと着きましたね。これだけずっと馬車に乗っていると、体が固まってしまって」

「あー、分かるそれ。それにしても、王都に戻ってくるのは、ボクもずいぶん久しぶりな気がするなぁ」

「ミィナは王都に来るのは初めてにゃ。こう人がたくさんいるとびっくりするにゃよ」

　三人の少女たちが、思い思いの言葉を口にする。

　俺も王都に来たことはそう何度もなく、どちらかと言えばお上りさんの気分だった。

　市門をくぐった俺たちは、セラフィーナの案内で賑にぎやかな中央通りへと進んでいく。

　すると街の子供たちが何人か、セラフィーナの姿を見て駆け寄ってきた。

「あ、セラフィーナ様だ！」

「ねぇ、セラフィーナ様！　また予言聞かせてよ予言！」

「ふふっ。それはまた今度、私が夢を見たときにね」

　セラフィーナは子供たちに笑顔を振りまきながら、人々の間を進んでいく。

　さらに路上の物売りや、道端で世間話をしている女性たちも、セラフィーナに向かって気さくに声を掛けてくる。

「おっ、セラフィーナ様。旅からお帰りですか？」

「セラフィーナ様、探していた勇者様は見つかったのかい？」

「はい。それをこれから、お父様に報告に行くところです」

　セラフィーナがそう答えると、周囲から「おおーっ」とどよめきの声が上がる。

　それから俺に向かって、好奇の声がいくつも飛んできた。

「ってことは、あんたが勇者様か？　確かに貫かん禄ろくがあるな。いかにも勇者様って感じがするよ」

「いやぁ確かに風格はあるが、俺は勇者様って言ったら、もっと若い剣士を想像していたけどな。こう、立派な聖剣を腰に差してさ」

「あー、分かる。でもあの勇者様が背負っている斧も、相当立派だぜ。並の斧じゃないのが一目で分かる。ありゃとんでもない業わざ物ものだろ」

「でもいいよなぁ。勇者に選ばれたら、セラフィーナ様に一生添そい遂とげてもらえるんだろ？　俺も勇者になりてぇ～」

「いや待て待て。隣に剣士の女の子もいるだろ。あっちが勇者様の可能性もワンチャン」

「うはっ、百合キタコレ」

「バーカ、知らねぇのかよ。ありゃＣランク冒険者のエレンちゃんだよ。セラフィーナ様とはもともと知り合いだったはずだぜ」

「なぁんだ。じゃあ百合じゃねぇのか」

「でも、あっちの猫耳族の子もめちゃくちゃかわいくねぇ？　ていうか勇者様、どんだけ美女侍はべらせてるんだよ」

「くっそーっ！　一人でいいから俺にくれよ～！」

　外野が賑やかすぎる……。

　俺はセラフィーナの隣に寄り、小声で話しかける。

「それにしても、セラフィーナの人気はすごいな」

「……そうですか？」

「ああ。王都のみんなから好かれている庶民派王女様って感じだ。──そんなセラフィーナを独ひとり占じめにして、夜の奉仕までしてもらえる俺は、途方もない幸せ者だな」

「も、もう、ダグラス様ってば……。あんまり、人前でそういう話は。人に聞かれたら、恥ずかしいです……」

　頰を真っ赤に染めて、俺の隣でもじもじとするセラフィーナである。

　めちゃくちゃにかわいかった。

　そんな調子で人々の波をかき分けながら、俺たちは王城へと向かっていく。

　ウェントワースの王城へは、商業の中心である中央通りからは少し外れた上流階級の住宅街を通って、緩やかな上り坂の道を進んでいくとやがてたどり着く。

　深い堀と、高く頑強な城壁で守られた王城には、堀の上に渡された跳ね橋を通って、門番が守る城門を通り抜けることで入ることができる。

　もちろん俺たちは、セラフィーナがいるので門番は顔パスだ。

　城門を潜り抜けた先には広い中庭があり、その一角では騎士や兵士たちが今日の訓練を終え、片付けに入っている姿を見ることができた。

　先導するセラフィーナは、その中庭を堂々と歩いていく。

　途中、騎士や兵士たちがセラフィーナに恭うやうやしく挨拶をしてきて、セラフィーナはそれに「今日もお疲れ様です」と笑顔で応えて、戦士たちの敬意を一身に集めていた。

　またセラフィーナは、そこにいた騎士の一人に何やら頼みごとをしていた。

　どうやら国王への謁えつ見けん許可を取るよう頼んだらしい。

　セラフィーナは一礼をして立ち去っていく騎士を笑顔で見送ると、さらに中庭を進んでいく。

　やがて城館へとたどり着くと、立派な扉を開いて城館の中へと入る。

　入り口すぐの場所はシャンデリアの灯りに照らされた煌きらびやかなホールとなっており、セラフィーナはそこにある螺ら旋せん階段を上って上階へと向かっていった。

　なお、セラフィーナは当然ながら堂々としたものだが、俺を含めたほか三人は、その荘そう厳ごんな雰囲気に完全に吞まれていた。

「ひえーっ……ボクも王城の中に入ったのは初めてだよ……」

「にゃうぅぅっ……ミィナはどうしてこんな場所に来てるにゃ……？　ダグラスぅ、なんか怖いにゃあ……」

「いや、別に取って食われりゃしないだろ。……セラフィーナを頂いちまった俺以外は」

「あはは……ダグラス様も食べられはしませんから、ご安心ください」

「ていうかダグラスだったら、このお城にいる騎士や兵士全員を相手取っても勝てちゃいそうだよね」

「防犯的にはダグラスをこの城に入れた時点で負けてるにゃ」

「いや、近衛このえの騎士とかは相当の腕利き揃ぞろいだろ？　一人でこの城の全員を相手にってのは、さすがになぁ」

「あ、あのぉ……あまり物騒な話は、さすがにちょっと……」

　セラフィーナが、困ったような笑い顔で窘たしなめてくる。

　すまんな、俺たち庶民はこういう場所にあまり慣れていないんだ。

　そんな話をしながら二階へと上がり、セラフィーナに連れられて、城館の廊下を歩いていたときだった。

　廊下の向こうから、煌びやかなドレスをまとった令嬢が一人、数人の騎士や侍従を連れてやってきた。

　令嬢はセラフィーナと少し似ているが、幾いく分ぶんか年上に見える。

　そのドレス姿は、旅汚れた賢者のローブをまとっているセラフィーナとは対照的に小綺麗で、箱入り娘という印象だった。

　令嬢は俺たちの前まで来ると、セラフィーナに向かってこう声を掛けてくる。

「あらセラフィーナ、お帰りなさい。相変わらず薄汚れた格好をしているものね。冒険者なんて下げ賤せんな者たちの真ま似ね事ごとなんて、いい加減やめたらいいのに。──そちらの付き人たちも、小汚い格好を見たところ冒険者かしら？　あまり勝手に平民を出入りさせないでほしいのだけどね」

　開口一番、呆あきれるほどの憎まれ口をたたいてきた。

　それを聞いたセラフィーナは、ムッとした表情を見せる。

「ベアトリス姉様。こちらは私が見出した勇者様とその御一行です。あまり失礼なことは言わないでもらえますか」

「あら、あらあらあらあら！　勇者様って、いつもセラフィーナが言っていた、『予言の勇者様』のことぉ？　──あははっ、なるほどぉ。みすぼらしい姿の第六王女には、こんなみすぼらしい格好のおじさまがお似合いということねぇ？」

「ベアトリス姉様！」

「──何よ、セラフィーナ。末妹のあなたが、姉である、第一王女である私に意見するわけ？　……ふんっ。末席のくせに、迷信深い老人連中に『予言の巫女』なんて持ち上げられて、ずいぶんと調子に乗ってくれたものね」

「……もういいです。行きましょう、ダグラス様」

「あ、ああ」

　セラフィーナは令嬢とその従者の横を通り抜けて、その場から歩み去っていく。

　令嬢はふっと笑って、そちらも従者を連れて去っていった。

　やがてセラフィーナは、俺たちを彼女の自室へと案内する。

　そして俺たち三人を部屋の中に入れると、入り口の扉を閉めた。

　それからセラフィーナは、大きくため息をつく。

「ダグラス様、先ほどは私の姉が無礼な態度をとって、申し訳ありませんでした。私が姉に代わってお詫びいたしますので、どうかご容赦を」

「いや、それはいいんだが……またずいぶん強烈な姉君だな。たしか第一王女って言っていたか」

「はい。彼女はベアトリス・ウェントワース。このウェントワース王家の現在の第一王女です。ベアトリス姉様は、ほかの姉たちにはそれほどでもないのですが、なぜか私だけは目の敵にしてくるもので……申し訳ありません」

　するとその話を横で聞いていたミィナが、口元に手を当て、名探偵のように鋭い視線を見せる。

「なるほどにゃ。──ミィナの見立てでは、あれは自分が持っていないものを持っている人間に嫉しつ妬とするタイプにゃね。あの王女様はきっと、自分が『予言の巫女』になりたかったんにゃ。でも自分がなれなかったものにセラフィーナがなったから、セラフィーナのことを憎んでいるにゃ。完全に八つ当たりにゃね」

「そうですか……？　でもベアトリス姉様は、『予言の巫女』を眉唾だとする人たちの筆頭ですよ？」

「『すっぱい葡ぶ萄どう』っていう寓ぐう話わがあるにゃ。おなかを空かせたキツネが葡萄の木を見つけるんにゃけど、高いところになっていて葡萄が取れないもんだから、あんな葡萄はすっぱくてまずいんだと決めつけて葡萄を取るのをあきらめるにゃ。人は欲しいものが手に入らないと、それを価値のないものだと思いたがるものにゃよ」

「へぇー。ミィナって結構物知りなんだね」

「物知りっていうのはちょっと違うにゃね。洞察力はシーフに必要な能力にゃよ」

　エレンに褒められて、えへんと胸を張るミィナ。

　俺がその頭をなでてやると、獣人の少女はごろにゃんと俺に懐いてきた。

　と、そんな一幕もありつつ。

　俺たちがしばらくセラフィーナの部屋でくつろいでいると、やがて国王への謁見の準備ができたという報告が部屋に届いた。

　俺はミィナとエレンを部屋で待たせ、セラフィーナのあとについて謁見の間へと向かった。
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　謁見の間。

　赤い絨毯が入り口から奥まで敷かれた、石造りの大広間である。

　奥の玉座には国王が腰掛け、かたわらには王族や重鎮たちがずらりと控えている。

　天井から吊つるされたシャンデリアの下、俺の前で絨毯敷きの床に片膝をついて報告をするのは、第六王女にして「予言の巫女」と目されるセラフィーナだ。

「国王陛下。私、『予言の巫女』セラフィーナは、ついに自らの勇者様に出会うことができました。その旨をここにご報告するとともに、私はこのお方──ダグラス様に付き従って一生を尽くすことを、ここに宣言いたします」

　その報告を受ける国王は、穏やかな顔立ちの初老の男性である。

　国王はセラフィーナに向かって、玉座から言葉を返す。

「うむ、分かった。セラフィーナよ、その者がお前の運命の相手だというのだな？」

「はい、お父さ──失礼しました。その通りでございます、国王陛下」

「お父様で構わぬぞ、セラフィーナ。どちらかといえば、これはそういった話だとわしは考えておる。『予言の巫女』は我がウェントワース王家に代々伝わる古き言い伝えだ。予言の巫女は自らの見出した勇者に一生をかけて仕え、そのうち多くの者は勇者たる男と添い遂げたという。──ならばこれは国王としてよりも、娘を持つ父親として、かわいいお前をどこの馬の骨とも知れぬ一人の男にくれてやるという話になる。そうであろう？」

「なっ……!?　それではお父様──国王陛下も、『予言の巫女』は噓偽りの存在であるとおっしゃるのですか!?」

　セラフィーナの声が、悲痛な響きを帯びる。

　国王のかたわらに控えていたうちの一人、ベアトリス第一王女が、「当然じゃない。お父様がそんな迷信を信じるとでも思っていたのかしら？」と嘲あざけるように口にした。

　だがそれに対して国王は、「待て待て」と言って二人の娘を宥めにかかる。

「セラフィーナもベアトリスも、わしはそうは言っておらぬ。真相がどうであれ、この儀はわしのかわいい娘の一人であるセラフィーナを、一人の男のもとに送り出すものであることに変わりはないと言っているだけだ」

　それを聞いたセラフィーナは、小声で「それは……ほとんど信じていないと言っているようなものではありませんか」と不満を漏らしたが、彼女のすぐ近くにいた俺にしか聞こえなかっただろう。

　一方でベアトリス王女は、「また煮え切らないことを言って」とつぶやき、その態度をすぐ隣にいた老齢の側近から窘められていた。

　話は仕切り直される。

　国王は、今度は俺に向かってこう言ってきた。

「勇者殿──ダグラス殿といったな。いずれにせよ、政略に左右されぬ身である我が娘が、そなたを選んだということに変わりはない。わしがそなたに聞きたいのは一つだけだ。──そなたは我が娘、セラフィーナを幸せにしてくれるか？」

「お、お父様……！　それでは普通の男女の話と一緒です！」

「セラフィーナは黙っていなさい。わしはダグラス殿に聞いているのだ」

「ううぅっ……わ、分かりました。……すみません、ダグラス様。このような話になるとは……」

　頰を真っ赤に染めたセラフィーナが、心底恥ずかしそうな様子で謝ってきた。

　だがまあ、返答に迷うこともない。

　予言の真偽はどうあれ、その問いに対する答えと覚悟は、すでに決めてきている。

「はい、陛下。どうあれセラフィーナが俺に一生ついてくると決め、俺がそれを受け入れた以上は、彼女には幸せになってもらいたいと考えています」

「そうか。──そなたには、ほかにもそなたに想おもいを寄せる者が二人いると聞いたが、その者たちも同じように幸せにできるのか？」

「分かりません。ですが、そうありたいと考えております」

　俺は国王の目をまっすぐに見て、そう答える。

　国王もまた俺の目を見て、納得するように一つうなずいた。

「……うむ。正直者の目であり、言葉のようだな。十分だ、ダグラス殿。これからセラフィーナをよろしく頼む」

　意外とあっさり承認が下りた。

　俺はホッと胸をなでおろす。

　イビルフラワーの親玉と戦ったときより遥はるかに緊張したわ。

　国王のかたわらでは、ベアトリス王女がつまらなそうな顔をして「何よこの茶番」とつぶやいて、また老齢の側近に小言を言われていたようだった。

　そうして、俺と国王の謁見は、終了になるかのように思えた。

　だがそのとき、一人の兵士が謁見の間に飛び込んでくる。

「し、失礼します！　国王陛下に危急の知らせがございます！」

「なんだ騒々しい。構わん、申してみよ」

「はっ……！　辺境に火竜レツドドラゴンの討とう伐ばつに向かった冒険者パーティ、〝太陽の双そう璧へき〟全滅の報告が、たった今、届きました！」

「なんだと……!?」

　国王が玉座から、ガタッと立ち上がる。

　側近たちも、ざわざわと騒ぎ始めた。

　一方、俺の隣にいたセラフィーナも、驚きの表情を浮かべる。

「〝太陽の双璧〟が、全滅……!?　そんな……!?」

「〝太陽の双璧〟っていえば、二人のＢランク冒険者が率いる、王都でも最強クラスの冒険者パーティの一つだったか」

「はい、ダグラス様。王都を中心に活躍する冒険者パーティの中でも、五本の指には確実に入る実力派パーティだったはずです。それが、全滅なんて……」

　セラフィーナはそう言って、青い顔をしていた。

　顔を青くしているのは、もちろんセラフィーナだけではない。

　国王もまた、慌てて側近の騎士に声を掛ける。

「近衛騎士長、〝太陽の双璧〟はドラゴンを倒したこともあるドラゴンスレイヤーの冒険者パーティであると聞いていたぞ。それがなぜ全滅などするのだ」

「分かりません、陛下。時の運か、戦術や地の利の問題か、あるいは……」

「あるいは、なんだ」

「此こ度たびのドラゴンが、〝太陽の双璧〟が以前に戦ったドラゴンよりも強かった可能性もあります。一言にドラゴンといっても、その強さは個体によって大きな隔たりがあると聞きます。一般には年かさのドラゴンほど強力で、千年を生きる古竜エンシエントドラゴンともなれば、たった一匹を討伐するのに千の兵を要するほどの強さであるとか」

「わ、分かった。ならば千の兵を向けるのだ。竜が怒り狂って街を焼きにくれば、千どころではない、万を超える民が犠牲になるのだぞ」

「そういうわけにもいかないのです、陛下。千の兵で応じられるというのは、平野など軍勢が実力を発揮できる場で挑んだ場合のこと。レッドドラゴンは山奥の洞どう窟くつに身を潜めております。狭い洞窟や山道では、千の軍勢もその力を発揮できません」

「むぅ、そうなのか……？」

「はい。それに多数の兵を登山させて討伐に向かうのは困難であり、仮に向かわせたとて、ドラゴンにその翼で飛んで逃げられてしまえば元の木もく阿あ弥み。糧りよう食しよくや兵の士気の問題も見過ごせず、現実的ではありません。ですからドラゴン討伐には、少数精鋭の英雄たちを向かわせるのが一番なのです」

「だからその少数精鋭の〝太陽の双璧〟を向かわせたのだろう！　それが全滅したというのだぞ！　ならばどうしろと言うのだ！」

「そ、それは……これより軍議を設け、話し合うよりほかには……」

　理路整然と説明をしていた近衛騎士長も、どう対策するかという話になるとしどろもどろになる。

　だがそこで、第一王女ベアトリスやつかいものの登場だ。

　ベアトリスは愉快そうな口調で、国王にこう進言する。

「ちょうどいい話ではありませんか、お父様。ドラゴンを倒す力を持った英雄──まさにと呼べる人物が、私たちの目の前におりましょう？　セラフィーナの予言の力というのが本物であれば、あそこの小汚い格好ながらも風格のあるおじさまは、偉大な力を持った勇者様だという話なのですから」

　ベアトリスはそう言って、口元に愉ゆ悦えつの笑みを浮かべる。

　一方で、それに慌てた様子を見せたのがセラフィーナだ。

「なっ……!?　待ってくださいベアトリス姉様！　ダグラス様を、我々王家のために好きに動かせる都合のいい駒こまだとでも思っているのですか!?　勇者様は常に自由に、己の心の赴くままに行動してこそ勇者様なのですよ！」

「あーら、セラフィーナ。自分の予言の力が、本当は噓だとバレるのが怖いと言っているように聞こえるわねぇ？」

「違います！　勇者様への無礼をやめろと言っているのです、ベアトリス姉様！」

「セラフィーナ！　あなたこそ、私に対する無礼を今すぐにやめなさい！」

「ま、待て待て。やめないかお前たち……」

　国王が二人の娘の争いを止めに入るが、どうも弱腰でぐだぐだになる。

　この国王、人柄は良いのかもしれないが、あまり統率力があるタイプではないようにも見えるし、特に娘には甘くてどうしようもないようだ。

　どうやらこの事態、騒然としていてまとまりそうにない。

　それに──

　千の軍勢を犠牲にしても竜を倒せず、竜が怒り狂って街を焼きにくれば万の人々が命を落とす、か……。

〝太陽の双璧〟が全滅したから古竜エンシエントドラゴンだと決めつけるのも早計だと思うが、山中のドラゴンを相手に大軍で攻めるのが愚策なのも事実だ。

　ならば──たしかにそれも一手だろう。

　俺は国王に向かって進言する。

「分かりました。そのドラゴン退治、俺が行きましょう。ただし条件がある」

「お、おおっ、行ってくれるのか……！　して、条件とは」

　国王が食いついてくる。

　俺は三本の指を立てて、条件を提示する。

　仕事の話になると、慣れない敬語はすっぽりと抜け落ちた。

「一つ目、敵の戦力が未知数だ。俺が行っても勝てるかどうかは分からない。俺の手におえないと判断したら撤退してくる場合もあるから、それは承知してくれ。二つ目、セラフィーナからは勇者様なんて呼ばれているが、俺も本来は冒険者だ。討伐依頼には適切な報酬を約束してほしい。このドラゴン討伐、〝太陽の双璧〟にはいくらで依頼した？」

「た、たしか……いくらだったか、近衛騎士長」

「金貨五百枚だったと記憶しております、陛下」

「分かった。ならばそれが全滅したのだから、金貨千枚で引き受けよう。危険手当を含めて前金で二割、成功報酬で残りの八割だ。三つ目、ドラゴンのねぐらに財宝があった場合は、それを俺たちのものにすることを許可してくれ。──以上三つの条件をすべて吞んでくれるなら、俺たちが行ってこよう」

　俺がそこまでまくし立てると、国王がおそるおそる聞いてくる。

「で、では……そなたは勝てると言うのか、〝太陽の双璧〟が挑んで全滅したという竜に」

「分からない。だが勝算はあると思っている」

「そうか……分かった。その条件で、そなたにドラゴン討伐の依頼をしよう。頼む──ドラゴンの魔の手から、我が国の民を救ってくれ、勇者殿」

　そう言って国王は、俺に頭を下げてきた。

　やはり人柄はいいのだろう。国王として頼りになるかどうかは、また別の話だが。

「分かった。報酬をもらうのだから、俺にできる限りの尽力はする。──行こう、セラフィーナ」

「はい、ダグラス様」

　俺はセラフィーナを連れて、謁見の間をあとにした。

　そして俺たちは翌朝に王都を発ち、ドラゴンが棲すむという辺境の地へと向かった。
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　俺はセラフィーナ、ミィナ、エレンの三人を連れて、問題の火竜レツドドラゴンが棲みついたという辺境の地へと向かう。

　馬を使ったり徒歩で移動したりで、現地に到着するまでには三日がかかった。

　やがて火竜レツドドラゴンが棲みついた山の、最も近くの村へとたどり着く。

　俺たちはそこで、悲惨な光景を目にすることとなった。

「ひでぇな……」

　俺はその光景を見て、ぽつりとつぶやく。

　村は焼け落ちていた。

　家々はいずれも倒壊し、全身が焼やけ爛ただれて死んだ村人らしき死骸も、百ほどの数を発見した。

　死骸は老若男女、老人のものも子供のものも、男のものも女のものも平等にあった。

　何の偏りもなく、ただ無差別に殺されていた。

「これが、ドラゴンの仕し業わざ……許せない……！」

　人々の変わり果てた姿を見て、セラフィーナが怒りに震えて拳こぶしをにぎりしめる。

　ミィナとエレンもまた、厳しい表情だった。

「種族の生存競争だ。許せないっていうのは俺たち人間の勝手な言い分だろうが──だったら向こうさんにも、それなりの報いは受けてもらうだけだ。行くぞ」

　俺のその言葉に、三人の少女たちは力強くうなずいた。

　俺たちは焼かれた村をあとにすると、ドラゴンが棲みついたという山へと向かい、麓ふもとについてからはその山を登っていく。

「でも、ダグラス……。そのドラゴンに、本当に勝てるの？　〝太陽の双璧〟の生き残りの話を信じるなら、やっぱり並のドラゴンではないんだよね……？」

　登山の最中、エレンがそう聞いてくる。

　冒険者パーティ〝太陽の双璧〟の全滅の報は、命からがら逃げ延びてきたパーティメンバーの一人、Ｃランク冒険者のシーフによってもたらされた。

　その冒険者から話を聞いたのだが、この地に棲みついたドラゴンは、〝太陽の双璧〟が以前に戦ったことのあるドラゴンとは段違いのおそるべき強さだったという。

　体の大きさも、鱗うろこの硬さも、爪や尾の破壊力も、そして灼しやく熱ねつの炎の威力もすべてが想定を超えており、〝太陽の双璧〟は善戦をしたものの力及ばず、ついには壊滅したらしい。

「若竜ヤングドラゴンでないことだけは間違いないだろうな。壮竜アダルトドラゴンか古竜エンシエントドラゴンか……。いずれにせよ、ドラゴンとなんてやり合ったことはないから、強いのも弱いのも実際に殴り合ってみなけりゃ分からん。ただ、冒険者ギルドが発行しているモンスター図鑑では、若竜ヤングドラゴンの格付けがＡランクだったか」

「はい。そして壮竜アダルトドラゴンはＳランク。古竜エンシエントドラゴンは格付け不能です」

　セラフィーナがそう付け加える。

　俺が実際に戦ったことがあるモンスターで最も強いのは、Ｂランクのキマイラだ。

　あるいはイビルフラワーの親玉がキマイラ以上の強さだった気もするが、イビルフラワーは多種多様すぎて、図鑑には明確な格付けがされていない。

　あれに格付けをするとしたら、Ｂ＋ランクなのか、Ａランクなのか。

　いずれにせよ、これから戦うことになるであろうドラゴンは、キマイラよりも二ランク以上強いのはほぼ確実だ。

　その二ランク以上強いというのが実際に戦ってみたときにどの程度のものなのかは、やってみないと分からないのだが。

「ま、出たとこ勝負しかねぇだろ。なるようになるさ」

「ワイルドにゃね……。冒険者ってそんなもんにゃ？」

「まあな。それに多少は英雄風でも吹かせねぇと、この聖せい斧ふロンバルディアを使っている身としては格好がつかねぇ」

　俺はそう言って、ミィナに笑いかける。

　ちょっとばかり、天から幸福をもらいすぎたとは思っていた。

　ここらで一度、命の一つもかけて英雄の真似事でもしないと、ぬるま湯のような膨大な幸福に押し流されてしまいそうだ。

　とは言え、むざむざ死にに行くつもりもない。

　勝算もなしに命がけの戦いに挑むのは、英雄ですらないただの無バ謀カだ。

　例のスキルとその副作用のことは、王都を出立する前にミィナ、エレン、セラフィーナの三人には話して、彼女たちの意志は確認している。

　彼女らはいざとなったときには、身を挺ていして俺を止めてくれると言った。

　俺のことは、三人が支えてくれる。いや、三人と一振りか。

　だったら──たかだか火を吹くトカゲもどきに、負けるはずもない。
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　登山を続けていった俺たちは、やがて山頂近く、ドラゴンの棲すみ処かと思おぼしき巨大洞窟の前へとたどり着いた。

　洞窟の中からは、ごうごうとおそろしい鼓動が聞こえてくる。

　耳に響く音ばかりではない。

　もっと漠然とした圧のようなものが、洞窟の中からあふれ出していて、洞窟前に立つ俺たちに寒気を感じさせた。

「だ、ダグラス……怖いにゃ……」

「ははっ……これは、もう……格が違うや……」

「ダグラス様……すみません、私……お役に立てそうに、ありません……」

　ミィナ、エレン、セラフィーナの三人は、己の身を抱き、震えが止まらないという様子を見せていた。

　俺は両腕を広げ、三人をまとめて抱き締めると、次に一人ずつその頭をなでていく。

「大丈夫だ。ここから先は俺一人で行ってくる」

「ダグラス、気を付けてにゃ」

「絶対に勝ってきてね。死んだりしたらボク、ダグラスのことを一生許さないから」

「ダグラス様……ここでご武運をお祈りすることしかできませんが。どうかご無事で」

　そう言って見送る嫁たちをもう一度抱いてから、俺は洞窟の中へと歩いていった。

　洞窟は広大で、王城の入り口にあった大ホールがずっと奥まで続いているような、そんな空間だ。

　そんなところを歩いていれば、自分がちっぽけな存在になったかのようにも感じる。

　だが実際にちっぽけだった俺には、今は力がある。

　聖斧ロンバルディア。こいつに出会ったことが、すべての始まりだった。

　そんなロンバルディアが、俺に語り掛けてくる。

『のう、わが主よ。我は不思議なんじゃがの。こんなところに来ずに、のうのうと幸福な日々に浸つかっていることもおぬしにはできたはずじゃ。なぜこの道を選んだ？』

「さてな、俺にも分からねぇ。ただ、こうしなきゃいけない気がしたんだ。力があるなら多くの人々の命を救わなきゃいけないと思ったとか、そういう綺麗事を言やあ、全部噓になる。だから、まあ……そういう気がしたって、それだけだ」

『くくくっ、そうか。やはりおぬしには、英雄の器たる素質があるんじゃろう。我の目に狂いはなかったの。じゃがおぬしについていくあの娘たちは、大変じゃのう』

「違いねぇ。とんだ貧乏くじだな」

　そうして歩いていくと、広大な洞窟のトンネルが、さらに大きく広がる。

　貴族の豪邸すらすっぽり収まるであろうと思うほどの膨大な広間。

　その奥に、この洞窟の主がとぐろを巻いていた。

　洞窟の主──巨大なレッドドラゴンは、俺が広間に踏み込んだと時を同じくして、その首をもたげる。

　次に四つの肢あしで起き上がり、こちらに威い嚇かくの目を向けてきた。

『……人間、小さき者よ。貴様はたった一人で、ここへ何をしに来た』

　地の底から響くような竜の声。

　俺は聖斧ロンバルディアを肩に担いで、ニヤリと笑ってこう答える。

「ドラゴン、お前を倒しにだ。シンプルでいいだろ？」

『不ふ遜そんだな。死ね』

「断る。俺はまだまだ、ミィナともエレンともセラフィーナともイチャイチャし足りねぇんだよ。お前を倒して生きて帰って、今後もたっぷりとエロいことをさせてもらう」

　俺は聖斧ロンバルディアを片手で一振りすると、ドラゴンへと向かっていった。





　　　　＊＊＊






　聖斧ロンバルディアを片手に、俺はドラゴンへと向かっていく。

　広大な広間、まだ距離がある。遠隔攻撃を持つ相手の方が有利だ。

　ドラゴンはまず、大きくひと吠え、咆ほう哮こうをあげた。

　それだけで周囲の空気が震え、恐怖の圧が襲い掛かってくる。

　ドラゴンの咆哮はそれ自体が魔力を持ち、力なき者たちをただのひと吠えで恐慌に陥れるという。

　だがそんなものは、今の俺には通用しない。

　強い圧を感じながらも、俺は足を止めることなくドラゴンに向かっていく。

　あと一手を凌しのげば、接近戦に持ち込める。

『ほう、ただの狂人ではないか。では──これはどうだ』

　ドラゴンの口の奥に、轟とどろく灼熱が巻き起こった。

　炎の吐息フアイアブレスが来る──

　──ゴォオオオオオオオオッ！

　炎が吐き出される直前、俺は右手へと走った。

　直前まで俺がいた空間を、おそるべき炎が焼き払う。

　だがそれでは終わらない。

　ドラゴンはその頭部を俺の方へと向け、その場のすべてを薙なぎ払はらうように吐き出す炎を掃そう射しやしてきた。

　迫りくる炎から、走って逃げる。

　だが今の俺の走力をもってしても、炎の方が速い。

「ぐぅううううううっ……！」

　ギリギリで追いつかれ、左の上半身が焼かれた。

　灼熱の炎の威力は、キマイラのそれの比ではない。

　炎がやんだ。

　俺の左上半身は焼け爛れ、左腕は麻ま痺ひして感覚がなくなっていた。

【治癒能力】が働き始めるが、すぐに治癒が完了するようなダメージでは到底ない。

　いつぞやのキマイラとの戦いを思い出す。

　だがこれで、接近戦の距離までたどり着いた。

「──うぉおおおおおおおっ！」

　俺はドラゴンの巨体に駆け寄り、右手一本でロンバルディアを振り上げ、叩たたきつける。

　聖斧の刃は轟ごう音おんをあげて突き刺さり、ドラゴンの左ひだり前まえ肢あしを深々と断ち切った。

　ドラゴンが苦く悶もんの咆哮をあげる。

　この好機を逃すわけにはいかない。

　俺はそのままの勢いで、ドラゴンの左翼側へと回り込み、そこにあったドラゴンの片翼へと聖斧を叩きつけた。

　刃は硬い皮膜を難なく突破して、ドラゴンの翼の一部を派手にぶち破った。

「はっ！　これで飛んで逃げることもでき──っ！」

　メキメキメキッ……！

　油断したつもりはなかったが、死角から来たドラゴンの尾の一撃が、俺の胴体に横薙ぎに直撃していた。

　俺の体はその勢いで、噓のように大きく吹き飛ばされる。

　そして大広間の地面に、俺はあっけなく転がった。

　どうにか力を振り絞り、かろうじて立ち上がる。

　肋ろつ骨こつが何本か、確実にやられた。

　折れた骨が内臓に突き刺さっているのではないかとすら感じる。

【治癒能力】はまったく追い付いていない。

　それでも、まだやれる……気もする。

　だが一方で、次の一撃で俺は死ぬのではないかという予感もある。

　このままやっても勝てるかもしれないが、このままやれば負けるかもしれない。

　負ければ死だ。

　死ぬのは嫌だ。

　死んだらもう、俺のかわいい嫁たちとイチャイチャエロエロできないではないか。

　俺は血の味のする唾を吐き捨て、言葉を放つ。

「意地を張るのはここまでか。いけるんじゃないかとも思ったんだがな。──なあ竜よ、死ぬ前に一つ教えてくれよ。俺は今年で四十歳になった程度の小こ童わつぱなんだが、あんたこれまで何年生きてるよ？」

　俺に次なる攻撃を仕掛けようとしていた竜は、その動きを止め、俺の問いに答える。

『さて、よく覚えておらんな。二百五十年か、三百年か……貴様ら矮わい小しようなる人間どもが生まれて死ぬまでの、何倍も長くは生きているであろう。だが人間、貴様は死の間際に、そのようなことが知りたいのか？』

「ああ、俺がお前を殺す前に、聞いておきたくてな。しかしそうか、これで壮竜アダルトドラゴンか。世界は思ったより広いな」

『最後まで世迷言か。もういい、貴様は死ね』

　ドラゴンは再び、その口の奥に溶岩のごとき炎を溜め、放ってきた。

　俺の全身を、灼熱の劫ごう火かが包み込む。

「──【絶対防御】！」

　切り札スキルの一枚を使用。俺の全身を光の幕が覆った。

　炎がやむ。その炎は、俺にさらなるダメージを与えることは叶かなわなかった。

　だがこれは、その場しのぎの手段に過ぎない。

　本命はもちろん、もう一枚の方だ。

「──【鬼神化】！」

　スキル使用と同時に、俺の体の奥底から莫ばく大だいな闘気が噴き上がってきた。

　それを見たドラゴンが、大きく目を見開く。

　俺は地面を蹴ける。

　これまでとは比較にならないほどの速度でドラゴンの懐ふところに滑り込む。

　斧を振る。

　鋭い刃はドラゴンの顔面に突き刺さり、竜の片眼をあっさりと潰つぶした。

　ドラゴンは苦悶の咆哮をあげる。

　ドラゴンは鋭い鉤かぎ爪づめのついた前肢を無茶苦茶に振り回し、あるいは牙で俺を嚙み殺そうと懸命に攻撃してくる。

　俺はそれをことごとく回避し、隙あらば反撃を叩き込んでいく。

　ドラゴンの前肢の片方が、ぶった斬られて飛んだ。

　ドラゴンの尾の一撃が、再び俺を捉とらえる。

　だが俺は、その殴打攻撃を受け止める。

　ずしんと重たい衝撃が来たが、今度はどうということはない。

　うろたえるドラゴンの尻尾しつぽを、斧でぶった斬る。

　尻尾はナイフを入れたハムのように真っ二つになった。

「はははははははっ！　──オラァッ！」

　俺は哄こう笑しようし、ドラゴンの首に斧を叩きつける。

　竜りゆう鱗りんも分厚い闘気も、今の俺の一撃の前にはさしたる役にも立たず、ドラゴンの首の半分が派手に断ち斬られた。

　ドラゴンは首から鮮血を噴き出して悶もだえ苦くるしみ、最後にいくらかの抵抗をしたが、今の俺を殺すにはまったく届かない。

　やがてその悪あがきも終わり、ドラゴンは力尽きた。

　俺の勝利だ。

　だが俺の衝動は、まったく収まらなかった。

　こんなものでは、まだまだヤリ足りない。

　女だ。女が必要だ。

　俺のこの昂たかぶりをぶつける、美しい女が。

　俺は洞窟の入り口へと向かう。洞窟の外には女がいたはずだ。

　だがそのとき、俺が手にしていた斧が、その姿を変えた。

　俺が手にしていた斧は、美しい黒髪を備えた褐色肌の少女の姿になった。

　斧をつかんでいた俺の手は、今は少女の細い手首をにぎっている。

　この女はもう、俺からは逃げられない。

　褐色肌の少女は額から一筋の汗を垂らしつつ、俺に向かって不敵に笑いかけてくる。

「わが主よ、まずは我が相手をしよう。実は我も初めてじゃから、お手柔らかに頼む──と言っても、無理じゃろうがな。やれやれ、【鬼神化】の副作用を鎮めるのが、化身の我による初の奉仕となろうとはな」

　どうでもいいことをごちゃごちゃと言う女だ。

　だが極上の女でもある。

　俺は目の前の女を第一の獲物と定め、欲望のままに押し倒した。
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　俺は女を押し倒すと、さっそく穴にぶち込もうとした。

　しかし俺はズボンを穿はいており、俺のモノはその中に封じ込められていた。

　めんどくせぇ。

「……まったく、ほんに野獣同然じゃな。ほれ、一度立て。我が脱がしてやる」

「逃げるつもりか、女」

「逃げたりせんわ。我はおぬしにすべてを捧ささげた身じゃぞ。それにおぬしは我の力でそうなっておるのじゃ。責任ぐらい取らせんか」

「……いいだろう。やれ」

　俺は押し倒していた女を解放し、立ち上がる。

　女は起き上がると、その手で俺の腰のベルトを外し、ズボンを下ろしていく。

　さらに女は俺の下着も下ろすと、そこから飛び出したものを見て、目を丸くした。

「な、なんと、これほどか……こう間近で見ると、ほんに恐ろしい形をしておるの。こんなものが我を貫くのかと思うと恐々とするわ。──じゃがその前に、少し上で奉仕をさせろ。下だけで受け止めては到底かなわん」

　全裸の女は、そう言って俺のモノを口に咥え、同時に小さくしなやかな手でそれを扱しごきはじめた。

　悪くはないので、俺は女の頭に手を置いて、ひとまずはこの女がするに任せることにした。

「んっ……あむっ、んふぅっ……じゅるっ……れろっ……」

　女は舌を使い、唾液を絡め、しゃぶりつき、俺に奉仕をしていく。

　同時にしなやかな手指も動かし、そこにあるモノを扱いていく。

「んぶっ……はむっ……ぷはぁっ……。ど、どうじゃ、気持ちいいかの、わが主よ……？」

　女は上目遣いで、俺の顔色を窺うかがうようにおそるおそる聞いてくる。

「いいぞ。続けろ」

「う、うむ。我が口で一度、果てさせてやろう」

　女はその後も、口と手で奉仕を続けた。

　やがて俺の欲望がせり上がってくる。

　俺は達するタイミングで女の頭を押さえつけ、女の口の中にたっぷりと解き放った。

「──ふぐぅうううううっ!?」

　女は目を丸くする。

　どぷっ、どぷっ、どぷっ……！

　先端部を女の喉のど奥おくに押し付け、俺の欲望を直接女の喉に注いでやった。

　女の喉がこくこくと鳴る。

　俺が押さえつけていた頭を解放すると、女は慌てて俺のモノから口を逃がした。

「うぇええええっ……！　げほっ、げほっ……って、ま、まだ出るのか……！　ふわぁああああっ……！」

　びゅるっ、びゅるっ、びゅるるるっ……！

　女の口から抜いた後も止まらず、俺のモノはさらに勢いよく発射する。

　女の長い黒髪、褐色肌の見た目あどけない顔。

　汚したくてたまらないところに、思いきりぶっかけていく。

　やがてそれが収まった頃には、女の上半身はたっぷりと白濁に染まっていた。

「はぁーっ……はぁーっ……こ、これは……思っておったよりも、強烈じゃな……。濃いのを無理やり飲まされて……顔にも髪にもぶっかけられて……こんな匂いをずっと嗅かがされては、我とてその気にもなってしまうわ……」

　女は膝立ちの格好のまま、その手で胸と股間をまさぐり始める。

　揉もむところのろくにない胸だが、乳首はしっかりと起たっており、それを自らの手指でつまみ、転がしていく。

　下ではその中に指を突っ込み、もぞもぞと動かしていく。

「んっ……はぁっ……わ、我としたことが……自じ慰いとは、なっ……はぅんっ……んぁあああっ……」

　強気に輝いていた瞳も、今や快楽の虜とりこ。

　くちゅくちゅと水音を立てて、自ら女の大事な部分を弄いじり倒たおしていく。

　だがそんなものをいつまでも見ているつもりもない。

　俺は自慰をする女を、地面に押し倒した。

　押し倒された全裸の女は、淫靡に染まったつぶらな瞳で俺を見つめてくる。

「はぁ……はぁ……わ、わが主よ……我を思うままに、存分に嬲なぶり尽つくすがいい……じゃがその分、外の娘どもには少し優しくしてやるのじゃぞ……？」

「黙れ、女。獲物が俺に指図をするな」

「だ、ダメじゃなこりゃ……ははは……ひぎっ……！」

　ずぶずぶずぶっ……！

　俺は女の中に、太くいきり立ったモノをねじ込んでいく。

「あっ……かはっ、あっ……お、大き……すぎるっ……！　──あぁあああっ！」

　女は息も絶え絶えと言った様子で、褐色肌の裸体を悶えさせる。

　知ったことではない。俺は欲望のままに腰を動かし、女を犯していく。

「んぁあああああっ！　やっ、あっ、あぐっ、あがっ……！」

　女は苦しいのと快楽が半々というような悲鳴を上げる。

　この女を征服している感じがたまらない。

　いつも生意気な口を利く女を、俺のモノでねじ伏せる快楽。

　だがそんな女の悲鳴も、やがて艶のある嬌きよう声せいへと変わっていく。

「あんっ、あっ、あぁんっ、あんっ……！　ダメじゃあっ……！　我がっ、こんなっ、こんなぁっ……！」

「はっ、無理やり犯されてんのに、ずいぶんいい声上げるようになってきたじゃねぇか」

「だって、だってぇ……！　我っ、こんなの初めてでぇっ……！　やんっ、あっ、あんっ、あぅうううううんっ！」

　俺が腰を打ち付けるたび、女は身悶えして快楽に打ち震える。

　たまらない。ナリは小さいが、極上の女だ。

　俺はなおも欲望を加速させ、女を責め立てていく。

　そうして続けていれば、やがて女には一度目の、俺には二度目の限界がやってくる。

「あんっ、あっ、あぁんっ、あんっ……！　ダメじゃっ、もうっ、我はっ、我はっ……！」

「中に出すぞ！　たっぷり受け取れ！」

「分かった、分かったからっ、早くっ、早く出してくれっ、中にっ、我の中にっ──イっくぅうううううううううっ！」

　女が絶頂すると同時、俺は女の中にたっぷりと吐き出した。

　どくどくと注がれながら、女の体がびくっ、びくっと震える。

　ひと通り出し終えた俺は、女の中から自分のものを引き抜く。

　地べたにぐったりと横たわった女の股からは、白濁液がごぽりとあふれ出した。

「はぁーっ……はぁーっ……こ、これが……主との、まぐわいか……このような悦えつ楽らくに、襲われるのであれば……虜になるのも、分かろうというもの……」

　まだときおりびくんびくんと痙攣をしながら、女はそんなことを口にする。

　どうやら女は、これで一段落ついたつもりでいるらしい。

　俺はそんな女の片手首をつかみ、無理やりに引っ張り上げる。

「立て、女。次は後ろからだ。四つん這いになれ」

「は、はは……そりゃあ、休ませてなどくれんか……んんっ！」

　俺は犬のように四つん這いになった女に、少しも萎えていないものを後ろから叩き込む。

　──そうして俺は、女を犯し続けた。何度も何度も。

　しばらくすると女は、全身が白濁に染まった姿で、びくびくと痙攣するばかりの有り様となった。

　すこし前からずっとアヘアヘと言っていて、ろくな反応を見せなくなっていた。

　このままこいつを使い続けてもいいが、あまり面白くはない。

　この洞窟の外に、まだ女がいたはずだ。俺が犯していい、極上の女たち。

　俺は褐色肌の女をそこに捨ておき、洞窟の外へと出た。

　そこでは三人の女が、俺を待ち構えていた。

「で、出てきたにゃ！　ロンバルディアはどうなったにゃ!?」

「わ、分からない。でも、ダグラスはおちんちん丸出しで出てきたし、この匂いは……」

「聖斧ロンバルディアの化身は、すでに力尽きたと見るべきでしょうね。──ダグラス様、このセラフィーナは我が身を賭して、あなたをお止めしてみせます……！」

　まずは銀髪の女が、決意の眼まな差ざしとともに俺に歩み寄ってくる。

　俺は口元が吊り上がるのを感じながら、その女のローブを破り捨て、襲い掛かった。
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　あれからどれだけの時間がたっただろうか。

　ドラゴンの洞窟に入る前は昼下がりだったものが、今はもう夜の帳とばりが下りている。

「あんっ、あんっ、あぁんっ……もう、ダメにゃあっ……」

　裸で仰あお向むけになった俺の上で、全裸のミィナが腰を動かしていた。

　夜闇の中、焚たき火びの炎が艶あで姿すがたを照らし、とても綺麗だ。

　周囲を見れば、洞窟の前の広場には焚火が作られ、その横には全裸で白濁に染まったエレンとセラフィーナが横たわっている。

　胸は規則正しく上下しているし、命に別状はなさそうだ。

　記憶は飛び飛びに残っている。

　やむなく【鬼神化】のスキルを使ってドラゴンを倒した俺は、スキルの副作用で理性を失った野獣のようになり、人化したロンバルディアやセラフィーナ、エレン、ミィナを襲った。

　何度も何度も、乱暴に犯した。

　ロンバルディアに続き、セラフィーナ、エレンも力尽き、最後に残ったのがミィナだった。

　といっても、ミィナもそろそろ限界のようだが。

　正気を取り戻した俺は、できる限り優しい声を作って、俺の上にまたがっているミィナに語り掛ける。

「ミィナ、ありがとう。ようやく戻ってこられた」

「ふあっ……!?　だ、ダグラス……ダグラスにゃあっ！」

　ミィナは下で俺のモノを咥えたまま、俺に抱きついてくる。

　俺はそんなミィナの髪を、優しくなでる。

「怖かったにゃあ……！　ダグラスが、ダグラスじゃないみたいだったにゃ……。でも、頑張ったにゃ。エレンもセラフィーナも頑張ったにゃ……ぐすっ」

「すまない。俺がもうちょっと強ければ、こんなスキルは使わずに済んだんだけどな」

「そんなことないにゃ……！　ダグラスは、たくさんの人を救うために頑張ったにゃ。ダグラスが戦ってなかったら、もっともっとたくさんの人が不幸になってたにゃ」

「そうかもな。──ミィナ、できればもう一発、最後までお願いしていいか？」

「う、うん。最後のひと頑張りにゃね。ミィナに任せるにゃ」

　ミィナはそう言って再び騎乗の姿勢を取ると、俺の上で腰を動かし始めた。

　快楽を搾しぼり取とるように、なまめかしくだ。

「んっ……ぅんっ……にゃあっ……あぅんっ……ダグラス……ダグラスぅっ……！」

「はぁっ……たまらねぇな。ミィナ、俺も動かしていいか」

「にゃっ……う、うんっ……つ、突き上げて、ほしいにゃ……ミィナのこと、たくさん……にゃううぅっ……！」

　ミィナの嬌声が心地いい。

　俺は獣人の少女の細い腰を両手でつかみ、下からずんずんと突き上げていく。

「あっ、あぁんっ、あっ、あぁっ……！　ダグラスぅっ……気持ちいいにゃあっ……！」

　ミィナは両手を俺の胸の上に置いて、自らもじゅぷじゅぷと腰を動かしていく。

　気持ち良さそうなミィナの顔を見て、俺の欲望も加速していく。

「ミィナ……中に出すぞ……！」

「う、うんっ……！　来てにゃ……！　ミィナの中にっ……全部っ……あぁん、んっ、あんっ、ああっ、あぁああっ──ふにゃぁあああああああっ！」

　──びゅるるるるるるるっ！

　今日何十回目か知れない俺の欲望の液体が、ミィナの中に注ぎ込まれる。

　焚火に照らされたミィナの裸身は、弓なりになって天を仰いでいた。

　やがてそんな少女も、くてっと力を失ったように俺の胸の上に倒れてくる。

「はぁっ……はぁっ……好きにゃよ、ダグラス……」

「俺もだ、ミィナ」

　俺は再びミィナの髪を優しくなでる。

　ミィナはにゅふっと満足げに笑って、俺の胸にすり寄ってきた。

「ふぁっ……み、ミィナだけ……ラブラブエッチしてる……？」

「こ、この駄猫……抜け駆けしましたね……！」

　意識を取り戻したらしきエレンとセラフィーナが、まだ起き上がることはできない様子でぴくぴくとしながら、そんな言葉を向けてくる。

　さらに──

「ふぅっ……どうにかなったようじゃの……。やれやれ、我が力ながら、難儀なスキルじゃ」

　洞窟の入り口に寄り掛かるようにして、へろへろのロンバルディアが化身姿で現れる。

　いろいろあったが、どうにか全員無事のようだ。

　俺は嫁たちと相棒に向かって、なるべく穏やかな笑顔を作って見せ、こう伝える。

「みんな、すまなかった。それにありがとう。全員動けるようになったら帰ろうぜ」

　そうして俺たちはドラゴン退治を終え、しばらくの後、王都への帰還の途についた。

　なお、ドラゴンのねぐらにはなかなかの量の金銀財宝があり、それを私財として持ち帰ったことは付け加えておこうと思う。
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　ドラゴン退治を終えた俺たちは、のんびり四日間をかけて王都へと帰還した。

　王都に着くと、セラフィーナのあとについて王城へと入り、国王に謁見して討伐終了の報告をする。

　討伐証明部位である竜牙や竜鱗などを大袋からざらざらと出して見せると、国王もその側近たちも目を丸くした。

　俺たちがドラゴン討伐に成功したという事実は認められ、国王は「そなたこそ真の勇者だ！」と俺のことを称賛した。

　そして国王は、英雄をたたえる式典を催もよおそうと言った。

　俺はこの段に至ると、地位も名誉もわりとどうでも良くなっていたので断ろうかとも思ったが、先方の厚意を拒否するのも逆に失礼だし、セラフィーナの立場のことも考えて素直に受けることにした。

　式典は王城の中庭を開放して、盛大に行われた。

　俺は武骨な感じのほうがそれらしいとのことで、普段着で登壇したのだが、セラフィーナは珍しくプリンセスドレス姿で俺に寄り添った。

　ミィナとエレンは「今日だけはセラフィーナに譲るにゃ」「お城の催しだからしょうがないね」と言って、少し引いた位置で祭りを楽しんでいた。

　俺とドレス姿のセラフィーナは王城のバルコニーに立ち、ドラゴンスレイヤーの勇者と予言の巫女として、また生涯の伴侶として、式典に集まった国民たちに紹介された。

　集まった国民たちは、俺たちのことを盛大に祝福した。

　ちなみに、第一王女ベアトリスだけは俺たちに会うなり「わ、私は絶対に認めないんだから！」と言って、顔を真っ赤にして逃げていった。
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　俺とセラフィーナはそれを見て、互いに顔を見合わせて苦笑したのだった。

　そうして式典も無事に終わり、後日のこと。

　俺はミィナ、エレン、セラフィーナとともに、王都の街中を歩いていた。

　俺たちが王都の目抜き通りを歩けば、道行く人々から羨せん望ぼうの眼差しを向けられ、あることないこと噂される日々だ。

　いつかどこかで憧れた自分の姿のような気もするが、実際にこうなってみるとちょっと面倒くさい。

　俺は道を往ゆきながら苦笑しつつ、三人の嫁たちに声を掛ける。

「こういつも注目されてるってのも、落ち着かねぇもんだな。目立てばその分だけ面倒事も増えるだろうし。手に入れたドラゴンの財宝を売っ払って、どこか静かな場所に家でも買って暮らすかねぇ」

「あ、それいいにゃね。前にいた街……もちょっと面倒にゃし、行ったことない街がいいかもにゃ」

「何ならいっそ、別の国にでも行ってみる？　セラフィーナが言う勇者様っていうのも、別にこの国でどうこうしなくてもいいんでしょ？」

「ええ。ダグラス様はただそこにいるだけで、どこにいても勇者様です。ダグラス様がどういった道をたどろうとも、そこで何かの運命に出会い、何かを成し遂げるでしょう。そういった定めにあるお方です」

「運命ねぇ……。でもそれもまあ、モノは言いようだわな。誰だって生きていれば運命っぽい何かに出会うかもしれねぇし、何かを成し遂げたり成し遂げなかったりするだろうよ。三回に二回ぐらいは、成し遂げられない方かもしれないけどな」

「もうーっ、ダグラス様！　まだ私の予言の力を信じてくださらないんですか!?　──あ、そうだ。ねぇダグラス様、私たち予言の巫女の力は、巫女と繫つながる未来を持つ勇者様にも伝でん播ぱすることがあるそうですよ。いつかどこかで、私とお会いした夢、見たことはありませんか？」

　セラフィーナにそう言われて、俺はふと考える。

　ミィナやエレンやセラフィーナと、ともに歩く未来を思い描いた夢。

　そんなものを見たような、見ていないような。

　だが考えたところで思い出せるものでもないので、俺は──

「さあ、どうだろうな。夢の内容なんて、たいていは覚えちゃいねぇからな。ただ俺にとっては、お前たちと一緒にいる今が、ほかの何にも代えがたい夢みたいなもんさ」

　そう言って、腕を広げて三人をまとめて抱き締めた。

　街の往来だったので、どよっとあたりがざわめき、三人の嫁たちは俺の腕の中でみな恥ずかしそうにじたばたとした。

「にゃーっ、ダグラス！　こんなところで抱くなにゃ！　そういうのは夜にするにゃ！」

「そ、そうだよ。なんならぎゅーって逃げられないように締め上げられるベアハッグプレイでも、ボクは受けて立つからさ。だから、その……人前では、ね……？」

「うぅっ……私の勇者様は、大胆です……」

　──そんな風に三人のかわいい嫁たちとイチャイチャしながら、俺は今日も明日も、楽しい日々を過ごしていく。

　自分がずっと何に憧れていたかなんて、もう忘れちまったが。

　間違いなく言えるのは、今が最高に幸せだってことだ。

　どうにも報われなかった俺の人生は、あるときから激変した。

　俺はその発端となった、背中に括くくりつけた一振りの斧に声を掛ける。

「お前さんもまた、俺の大切な宝物だ。これからもよろしくな、相棒」

『くくくっ、良かろうともわが主よ。この聖斧ロンバルディア、おぬしと生涯をともにしようぞ』

　──そうして俺たちは、どこまでも幸福な道を歩いていく。




　英えい雄ゆう譚たんの脇役になるはずだった俺の人生は、一振りの斧と出会って激変した。

　かわいい嫁たちにたくさん愛されながら、誰もが羨うらやむ英雄への道を駆け上がる。

　これはそんな、一人のしがないおっさん冒険者の、新たな人生の物語。

　斧使いのおっさん冒険者のイチャエロハーレム英雄譚である。
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　ある日の夜の時間、いかがわしい宿の一室。

　俺はベッドに腰を掛け、獣人の少女を抱いていた。

　ミィナは俺に抱き着いて、その顔を俺の胸板に寄せている。

　俺が髪をなでると、ミィナは猫耳をぴくぴくと動かして心地よさそうにする。

　いつまでもこうして抱いていたい──

　そんな風に思いながらも、俺は戯たわむれに、ミィナに一つ質問をした。

「んにゃ……？　ミィナがどうして、ダグラスを好きになったかにゃ？」

　ミィナが問い返してくるので、うなずく。

　ロンバルディアの【カリスマ】の効果に関しては嫁たちにも話してあるのだが、それを話したときにミィナは「ミィナの場合、それが全部じゃないと思うけどにゃあ」と言っていたので、いつかそれを聞いてみたいと思っていたのだ。

　ミィナは恥ずかしそうに頰ほおを染めつつ、こんな風に答える。

「……それはまあ、いろいろとあるにゃよ。でも多分、運命だった気がするにゃ」

　そう切り出しつつ、愛らしい獣人の少女は俺と出会ったときの思い出を語り始めた。




　ミィナが初めてダグラスをいいなって思ったのは、遺跡で一緒に冒険をしたときにゃ。

　まずにゃ、ミィナは大きくて頼りになる人が好きなんにゃよ。肉体的にも精神的にも、包容力があるっていえばいいかにゃあ。

　でにゃ、ダグラスは、ほかの二人──今思えばどうしようもないやつらだったあの神官と魔法使いのことにゃけど、あの二人と違って頼りになったし、ミィナにも優しかったにゃ。

　それにこういう関係になるまでは、ミィナのことをスケベな目で見てきたりもしないで普通に冒険者仲間として見てくれたし……とにかくいろいろ好印象だったにゃよ。

　──だからあそこでキマイラと遭遇して、ダグラスのことを見捨てさせられたときには、本当に胸が痛かったにゃ。

　言い訳になるかもしれにゃいけど、ミィナ、あいつらに羽は交がい絞じめにされて身動きを封じられても必死に抵抗したし、口を塞ふさいできた手に嚙かみついたりもしたにゃ。

　でも、そしたらあいつら、本気で怒って……。

　最後には魔法使いがミィナの短剣を奪って、それをミィナの首筋に当ててきたにゃ。

　言うことを聞かないと殺す、って。

　……ミィナ、それ以上は、怖くて抵抗できなかったにゃ。

　本当に、ごめんなさいにゃ。

　──にゃははっ。ここでなでてくれて、大丈夫だって言ってくれるんにゃよね。

　そういうとこにゃよ？　ダグラスは優しいんにゃ。

　で、話を戻すにゃ。

　そのままミィナ、あいつらに遺跡の外まで無理やり連れていかれて、ロープで木に縛りつけられたにゃ。

　それからあいつら、ミィナの顔を押さえつけて変な薬を飲ませたり、ミィナの服を短剣で切り裂いたり……。

　ミィナはもう、あいつらに好きなようにされるんにゃって、全部に絶望したにゃ。

　信用しちゃいけないやつらを信用しちゃったにゃあって、今わの際だと思って後悔したにゃ。

　でも、そのときにゃよ。

　物語の英雄みたいに、ミィナを助け出してくれる格好いいおじさんが現れたにゃ。

　魔獣に殺されてしまったかと思ってたのに、不死鳥みたいに蘇よみがえってきて、悪党どもをぶん殴ってばったばったと倒してくれて。

　それに、その──【カリスマ】だったっけにゃ？

　それのせいだと思うにゃけど、目の前に現れたダグラスの姿がキラキラ輝いて、それまでの何倍も格好良く見えたにゃよ。

　あれは惚ほれるなっていう方が、無理だったと思うにゃ。

　それでミィナ、それまでずっと怖くて、誰かにすがりつきたかったから、ダグラスに抱きついたにゃ。

　短剣で脅おどされたぐらいでダグラスを見捨てた自分が、そんなことは図ずう々ずうしいと思ったにゃけど、あのときのミィナは本当に不安でいっぱいだったから、自制なんてできなかったにゃ。

　でもダグラスは、ミィナのことなんて一つも責めないで、大きくてたくましい体で優しく抱いてくれて、全部大丈夫だっていうふうに頭もなでてくれたにゃ。

　あのときミィナがどれだけ救われたか、分かるにゃ？

　もうそれで、ダグラスへの好きが止まらなくなったにゃ。

　で、そのあとのミィナは……ダグラスも知ってのとおり、酷いもんにゃよ。

　媚び薬やくのせいで体がどうしようもなくなったからって、勝手にキスとかして、自分でもよくもあんなに図々しくやらかしたもんだと思うにゃ。

　でもダグラスは受け入れてくれて、ミィナをたくさん愛してくれて。

　それで──




「──それで結果オーライだから、あのときの自分グッジョブ、とか思ったりもするんにゃけど……ダグラスは、どう思うにゃ？　やっぱりミィナのこと、ズルくて図々しいダメ女だと思うにゃ？」

　俺の腕に抱かれたミィナは、上うわ目め遣づかいのつぶらな瞳ひとみで俺を見上げ、少し不安そうな様子で聞いてくる。

　めちゃくちゃかわいい。

　抱きしめたい。頭なでなでしたい。

　でもどちらも現在進行形でやっているので、はてどうしたものか。

　俺は──

「ミィナ」

「な、なんにゃ……？」

「大好きだ！」

「ふにゃっ……!?」

　俺はミィナとめちゃくちゃセックスした。
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　ある日の夜の時間、いかがわしい宿の一室。

　俺はベッドに仰あお向むけになったエレンの手を、ロープで縛りつけていた。

「ボクがダグラスのことを好きな理由……？」

　剣士の少女は、俺に縛られながら首を傾かしげる。

　俺はベッドの端とエレンの腕とをロープで結びつけながら、うなずいてみせる。

「うーん、そうやってあらためて聞かれるとなぁ……じゃあダグラスは、ボクのことなんで好きなの？」

　そう聞き返されたので、俺はかわいい、好きだ、愛していると理由を三つ提示してみせた。

　それを聞いたエレンは、ベッドの上で顔を赤らめる。

「ずっる……それ理由になってないし。だったらボクも、カッコイイ、好き、愛してるでいい？」

　まあそれでも嬉しいけどな、と俺はエレンの頭をなでる。

　エレンはえへへっとはにかんで、嬉しそうにした。

　その上でエレンは、俺にこう伝えてくる。

「もちろんダグラスのことを好きな一番の理由は、最初にダグラスのお嫁さんにしてほしいってお願いしたときに言ったとおりだよ。ボクよりも圧倒的に強いダグラスに、ボクを組み敷いてめちゃくちゃにしてほしかった。ボクをどうしようもなくなるぐらいにたくさん犯して、無力な女の子にしてほしかった。ボクのその願いは叶かなったし、今も叶い続けている。──でもさ」

　エレンはまだベッドに縛りつけられていないほうの手で、ちょいちょいと俺を手招きしてくる。

　そして「んっ」と言って、口づけをするように俺に要求してきた。

　俺はエレンの上に覆いかぶさり、その唇を奪う。

　ぴちゃぴちゃ、れろれろと互いの唇を求め合ってから、しばらくして離れた。

　頰を赤らめたエレンは、微笑ほほえんで言う。

「ぷはぁっ……えへへっ、そういうところだよ、ダグラス。──知ってる？　ダグラスってボクたちに、すっごく優しいんだよ。ボクが無理なわがままを言っても、結構叶えてくれる」

　俺はエレンのもう一方の腕も、ロープを使ってベッドの端と結んでいく。

　エレンの姿勢は両腕を広げて万歳をしたようになる。

　エレンは俺の動きに構わず、話を続ける。

「ほら、ボクって結構矛盾したようなこと言うじゃない？　乱暴にしてほしいけど暴力はやめてほしいとか、そういうの。ボクの中では基準があるんだけど、伝わんないだろうなーって思うようなことなんだけど」

　俺はさらに、エレンの足を縛っていく。

　ロープを使って少女の両足をベッドの端に縛りつければ、目的の状態のできあがりだ。

　エレンは両手両足にぐっ、ぐっと力を入れて引っ張ってみたりしつつ、言葉を続ける。

「でもダグラスって、そういうボクの気持ちを、一所懸命に汲くみ取とってくれようとするところあるじゃん。それってきっと、ボクのことを本当に想おもってくれてるんだろうなーって思って。だからやっぱりボクは幸せ者で、ダグラスのことを大好きだなって思ったりするんだけど……これで拘束、できた？」

　エレンの問いに、俺はうなずく。

　彼女の要求どおりに、ベッドの上で両手両足を大の字に拘束され、無力化された剣士の少女の姿が完成していた。

　それを確認したエレンは、すーはーと深呼吸。

　ついで、俺のことをキッと睨にらみつけて、こう叫んできた。

「くっ……！　ボクのことをこんな風に縛りつけて、何のつもりだ！　ボクを今すぐ解放しろ！」

　さて、楽しい即興演劇の時間の始まりだ。

　俺はベッドに縛りつけられた少女に覆いかぶさり、再びその唇を奪いにいく。

「なっ、何をするんだ、やめろ──んむぅううううっ!?」

　今日も愛するエレンと、幸せな陵りよう辱じよくごっこに興じる俺であった。
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　ある日の夜の時間、いかがわしい宿の一室。

　俺はセラフィーナとともに裸でベッドに横たわり、毛布の下で抱き合っていた。

「私がダグラス様のことを好きな理由、ですか……？」

　俺に抱かれたセラフィーナが、かわいらしく小首を傾かしげてくる。

　俺がうなずいてみせると、銀髪ロングヘアーの少女は、「んー」と言って唇に人差し指を当てて考える。

「ダグラス様が大きくて、お優しくて、力強くて、従者である私にもたくさんの愛情を注いでくれる最高の勇者様だからでしょうか？　勇者様に一生を捧ささげてお仕えする予言の巫女として、これ以上ない幸せですよ」

　べた褒めだった。

　俺はセラフィーナを抱き寄せ、愛をささやく。

　セラフィーナはえへへっとはにかみ、俺の胸板に顔を寄せてくる。

「私もです。ダグラス様のことが大好きです。いつも愛しております」

　そうして懐いてくるセラフィーナの銀髪を、優しくなでる。

　至福のひととき。

　そんな中、セラフィーナは少しだけ、憂うような声をあげる。

「……でも本当は、ダグラス様のことを夢に見るまでは、そして実際にお会いするまでは、私も不安だったんです。私の勇者様は、どんな人なんだろうって。……少し、代々の予言の巫女と勇者様に関するお話をしてもいいですか？」

　そう上うわ目め遣づかいで聞いてくるので、俺はうなずいて先を促す。

　セラフィーナは滔とう々とうと語りはじめた。




　予言の巫女と、勇者様の関係ですが──

　以前にもお伝えしたとおり、予言の巫女には、その一生を捧げて勇者様にお仕えする使命があります。

　私はダグラス様のような最高の勇者様にお仕えすることができて、とても幸せなんですけど──歴代の予言の巫女が、すべて私のような幸せ者であったわけではないんです。

　予言の巫女は、自らの一生を捧げる相手を、自分の意志で選ぶことができません。

　歴代の予言の巫女には、自らの勇者からひどい扱いを受けた者もいたと聞いています。

　奴隷のように虐しいたげられ、暴力的欲求のはけ口として使われた者も……。

　勇者といっても、必ずしも人格者とは限らないんです。

　エレンやミィナから聞きましたが、ダグラス様に対してひどい失礼を働いた、人格未熟な若い剣士がいたそうですね──ルークという名前だったでしょうか。

　あるいは冒険者によくいるタイプの、粗暴で思いやりがなくて女性を道具のように扱う男性でもいいですが。

　そういった人たちが、運命によって私の勇者様に選ばれていた可能性も、当然にあったわけです。

　そして自らの運命の勇者がどういった人物であっても、予言の巫女は一生を尽くし、その人物の従者として仕え続けなければならないのが習わしです。

　勇者様の隣から逃げ出した予言の巫女に、帰れる場所はありません。

　それどころか、何か大いなる禍わざわいが起きたときに、それを防げなかったのは予言の巫女が勇者様のそばを離れたからだとされ、民衆の手で予言の巫女が火あぶりにされたことも過去にはあったと聞きます。

　さすがに現代では、そこまでの扱いは受けないだろうと信じたいですが……。

　それでも、人々は自らの身に起こった理不尽な禍には『元凶』を求めたがるものですから、今でもそういったことは起こるかもしれませんね。

　ですから──




「ですから、ダグラス様のようなお優しくて立派な勇者様に一生をかけてお仕えできる私は、途方もない幸せ者なんです。しかもこんなにたくさん愛してもらって、幸せな想おもいが口から飛び出してしまいそうなぐらいです。──ダグラス様、この私の想いのすべて、受け取っていただけますか……？」

　少し不安そうな上目遣いの瞳ひとみで、セラフィーナは俺の顔色を窺うかがってくる。

　俺はもちろんだと答え、少女と唇を重ねた。

　そして互いにベッドの上で絡み合い、激しく求め合う。




　なお、今更確認するまでもないことだが──

　一番の幸せ者が誰かといえば、この俺自身に決まっている。

　そこだけは、ミィナにもエレンにもセラフィーナにも譲る気はない俺であった。





あとがき




　ハーレム──それは心が嬉しくなる、幸せの響き。

　どうもこんにちは、作者のいかぽんと申します。

　このたびは本作『[image: ]おの使つかいのおっさん冒ぼう険けん者しやイチャエロハーレム英えい雄ゆう譚たん』をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。

　ファミ通文庫様からは『魔ま術じゆつ学がく院いんを首しゆ席せきで卒そつ業ぎようした俺おれが冒ぼう険けん者しやを始はじめるのはそんなにおかしいだろうか』『捨すて猫ねこ勇ゆう者しやを育そだてよう』に引き続いての、三シリーズ目の書籍化作品となります。

　お読みいただいた方にはすでにお分かりいただけていることかと思いますが、本作はこういった作品でございます。作品タイトルに恥じない内容の作品に仕上がっているかと自負しておりますが、いかがだったでしょうか。

　これまでに書籍化させていただいている二シリーズともどもそうなのですけど、「ファンタジー冒険譚」×「ハーレムラブコメ」というのが、僕いかぽんの書籍化作品の基本的な路線となっております。

　ただ──僕は思ったのです。

　ハーレムとは、すなわち幸福であり、男子の夢である。

　しかし男子の夢であるとするなら、そこには足りないものがあるのではないか、と。

　ハーレムでイチャイチャラブラブしたら、その先だってほしいじゃないか──

　というわけで、本作であります。

　男子の夢と希望がこれでもかというほどたっぷりと詰め込まれた、ある意味でパーフェクトな一作になったと信じております。

　かつ丼にエビフライと唐揚げを乗せたら最強みたいな理論です。最強です。

　ちなみに、どうもえっちぃシーンを書くと「編集者からセールスのためにエロを入れろと言われたのではないか？」などと勘かん繰ぐる方が稀まれにおられるようなのですが。

　誤解のないように申しあげておきますと、少なくとも拙作に関しては事実無根です。

　作者がえっちぃのが大好きなだけです。編集さんは無罪だ！

　ヒロインたちにとってはいい迷惑かもしれませんが、本作のヒロインたちはみんなえっちぃのは嫌いじゃないので問題ありません。選ばれしえっちぃヒロインたちです。

　そして──そのえっちぃヒロインたちの、最高にえっちぃイラストを手掛けてくださったのが、我らが蔓つる木ぎ鋼音はがね先生です！

　それがいかに素晴らしい仕事であったのかは、本書を手に取ってくださった皆様にはお分かりいただけているはずです。

　もちろん本作は、えっちぃだけではありません。

　血湧き肉躍る冒険ファンタジー作品としても、読者の皆様にご満足いただける面白い作品になるよう、おっさん冒険者ダグラスの物語を精魂込めて綴つづりました。

　冒険ファンタジーの物語としても面白く、かわいいヒロインたちとはえっちな冒険を。

　一冊で二倍おいしい──と、そんな作品を目指したのが本作であります。

　それが果たされているかどうかは、読者の皆様にご判断いただければと思います。

　さて、そろそろ謝辞へと移らせていただきます。

　まず担当編集の和田様。毎度のことですが、あれやこれやと面倒なことを言ってすみません。いつも助かっております。ありがとうございます。

　続きまして、重ねてになりますが、イラストを担当してくださった蔓木鋼音先生。素晴らしいイラストの数々を、本当にありがとうございます。

　ほかにも、本書の制作と流通に携わってくださった、すべての皆様に感謝を。

　そして何より、本書を購入してくださったすべての読者様に、感謝を申し上げます。
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